
　平成２３年3月11日午後２時４６分に発生した国内観測史上最大の東日本大震災は，本市を含む

多くの市町村に甚大な被害をもたらしました。たくさんの方々が，深い悲しみや計り知れない

不安，失望を抱え，大切な生活の基盤や心の支えを失い，今現在も不自由な生活を余儀なくさ

れております。中でも子供たちが受けた心の傷や思いは，大人以上に大きく，言葉では言い表

すことのできない程の衝撃であったと思います。 

　本市教育委員会は，児童生徒が受けた心の傷がその後の成長や発達に大きな障害とならない

よう「震災に伴う児童生徒の心のケア推進事業」を立ち上げ，児童生徒の心のケア推進委員会

を設置するとともに，精神科医や臨床心理士などの専門家，関係機関等の方々に多大なる御支

援・御協力をいただきながら，児童生徒の心のケアに継続して取り組んで参りました。

　震災から３年が経過した今，児童生徒の心のケアについての理解を深めるとともに，今後，

災害が発生した場合に備えるために，本市教育委員会や学校等が行ってきた児童生徒への対応

や支援を記録としてまとめ，実践記録として発刊する運びとなりました。本誌の編集にあたり，

児童生徒の心のケア推進委員の皆さまを始め，多くの方々から御助言，御協力をいただきまし

たことに感謝申し上げます。

　最後になりますが，震災以降，全国から様々な御支援と御尽力をいただきましたことにあら

ためて感謝を申し上げるとともに，震災からの一日も早い復興と未来を担う児童生徒が震災を

乗り越え，前へ一歩一歩力強く踏み出していくことを祈念し，発刊にあたっての御挨拶といた

します。

仙台市教育委員会　教育長　上田　昌孝　

発刊にあたって
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　平成23年3月11日。非常事態の中，本市では一刻も早い児童生徒の「心のケア」が求められた。被
害が甚大であった学校では，教職員が連日のように児童生徒の自宅や避難所を訪問し，児童生徒に声を
掛け励まし続ける姿があった。また同時に，日常を取り戻すことは子供の心の回復に大きな力を与える
ことから，一日でも早い学校の再開に向け準備を進めた。そして発災から約1か月半後の4月末には被
害が甚大であった学校も含め市内全ての学校で授業を再開させた。
　本市における「心のケア」の取組の基盤は，学校における教職員の日常的な支援である。教職員が様々
な教育活動を通して児童生徒を心身ともにサポートしていくことの大切さを確認しながら取組を行って
きた。これはその3年間の取組の記録である。

はじめに

１.「心のケア」とは

　文部科学省では，心のケアとは，「危機的出来事な
どに遭遇した為に発生する心身の健康に関する多様な
問題を予防すること，あるいはその回復を援助する活
動」(文部科学省，2010)としている。

(1)　阪神・淡路大震災後の報告から
　兵庫県教育委員会の報告（2011）によれば，阪神・
淡路大震災の影響により教育的配慮が必要な児童生徒
の人数は，平成10年度に4,106人を数え，要因別で
は震災の恐怖によるストレスの占める割合が最も高く
なっていた（図1参照）。また，5年目を境に，震災に
よる直接的な原因が減少に転じる一方で，家族・友人
関係や経済環境の変化など，二次的な要因が漸増傾向
を見せるようになり，長期的な心のケアの必要性が報
告されている。

図1　�阪神・淡路大震災の影響により教育的配慮を必要と
する児童生徒数の推移（兵庫県教育委員会，2011）
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(2)　心のケアと学校の役割
　藤森和美氏（2011）は，災害時における子供の心
のケアには，日々子供と密接に関わる大人が落ち着い
ていることが大切であり，子供の心のケアの取組にお
いて学校の果たす役割は大きいとしている。また，教
職員や保護者，周囲の大人が心のケアについて正しい
知識を持ち，子供たちの心を理解して適切な対応をし

ていくことは，子供たちの支援につながるとしている。
　災害後，子供たちに安心感や安全感を取り戻させる
上での学校の果たす役割は大きい。大きな衝撃や生活
環境などの急激な変化を体験した児童生徒にとって，
学校はそれまでの日常とのつながりを感じさせてくれ
る安心・安全な場所となる。また，一日に多くの時間
を過ごすという点においても，学校は長期的支援を可
能にする場所であると言える。

２. 本市における心のケアの考え方

　過去の災害から得た教訓や災害時に多くの緊急支援
に携わった専門家の知見を踏まえ，本市教育委員会で
は，学校の機能や役割を「心のケア」の中心に据える
とともに，長期的な支援の実現に向けて，平成23年
度より「震災に伴う心のケア推進事業」を立ち上げた。
　学校の機能や役割を強化するに当たっては，「学校
の相談体制の強化」，「児童生徒の心身の健康状態の把
握」，「学校支援体制の強化」の3つに重点を置き，全
ての学校での取組を支援していくこととした。
　本市における児童生徒の心のケアの取組の基盤は，
学校における教職員の日常的な支援にある。教職員に
よる日常の観察や関わり，子供同士の協力，助け合い
活動など，教育活動を通して行う心のケアは，児童生
徒への幅広いサポートを実現するものであり，子供た
ちのセルフケアの力を最大限に引き出すものであると
考えた。また，保護者の不安定な心の状態は児童生
徒のストレスや不安感を高めることから，保護者支援
についても十分に配慮しながら取組を進めることとし
た。さらに，児童生徒への個別の支援や教職員に対す
る専門的な助言が必要なケースについては，学校が精
神科医や臨床心理士などの専門家から助言をもらい
ながら組織的に取り組めるよう学校支援体制の強化を
図った。
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※1　スクールカウンセラー2 人～4 人からなる10 班を編成
※2　津波により被害が甚大であった学校

　東日本大震災に遭遇した児童生徒は，その惨状を目の当たりにし計り知れない悲しみ，恐怖，失望を
経験した。これらは心的外傷となり，児童生徒の成長や発達に大きな影響を及ぼす可能性があることか
ら，児童生徒の心の傷を緩和させることが急務であり，全ての学校で教育相談体制を整え，支援体制の
強化・充実を図るための全市的な取組が必要であった。
　このような現状を踏まえ，本市教育委員会では心のケア緊急支援チーム※１を立ち上げ，被害が甚大
であった学校へ派遣するとともに，児童生徒の心のケア推進計画の作成等を迅速に行った。

震災直後の動き

1 . 東日本大震災の発生

　平成23年3月11日(金)14時46分，三陸沖を震央
としてマグニチュード9.0の巨大地震が発生した。市
内震度は，宮城野区では6強，青葉区・若林区・泉区
では，6弱，太白区では5強であった。そして，約1時
間後，仙台市でも沿岸部に大津波が襲来した。
　14時46分は，多くの児童生徒が在校している時間
帯であった。児童生徒は教職員の指示の下，余震が続
いたり，校舎が一部損壊したりする中でも落ち着いて
行動，避難した。
　市内各地では，建物損壊，道路破損，土砂崩落，交
通機関やライフラインの被害が発生し，発生直後から
地域住民や帰宅困難者が学校等に避難し始めた。当日
夜，仙台市立学校では，小学校111校，中学校56校，
高校3校が避難所となり，各学校の教職員は，避難所
開設及び避難者への対応に当たった。
　学校施設の被害状況は学校によりまちまちで，数週
間の改修工事で済んだところもあれば，3年以上かか
るところもあった。特に，沿岸部にあった荒浜小学
校，東六郷小学校，中野小学校は被害が大きく，平成
26年３月現在も他の学校を間借りし，授業を行って
いる。また，内陸部の折立小学校では，校舎の損壊な
どはなかったが，学校周辺でひどい地滑りが起き，近
隣の中学校の敷地に仮設校舎を建設し授業を行ってい
る状態が続いている。平成26年4月には自校に戻る予
定となっている。

(1)緊急支援対象校※29校の被災状況
【荒浜小学校（震災時児童数91人，職員数20人）】
・津波は，校舎2階床上40㎝まで浸水。1階廊下に車
3台が流れ込んだ。体育館の壁が流木で突き破られ
た。ほとんどの児童の家屋が水没，流出した。自衛
隊ヘリにより，児童，教職員，地域の方が救出され
た。当初の避難場所は陸上自衛隊霞の目駐屯地など
であった。平成26年3月現在，東宮城野小学校内で
授業を行っている。

【東六郷小学校（震災時児童数49人，職員数23人）】
・津波警報により，校庭から校舎2階へ，その後屋上
へ避難。2階建て校舎のほとんどが津波にのまれた。
多くの児童の家屋が水没，全壊した。当初の避難所
はJA六郷，六郷中などであった。平成26年3月現在，
進学先の六郷中学校で授業を行っている。

【中野小学校（震災時児童数159人，職員数21人）】
・校庭へ避難後，津波情報より地域住民とともに校舎
屋上へ避難。津波を目撃。校庭，校舎付近に多数の
流されてきた民家あり。翌日，自衛隊ヘリとバス
にて救助された。当初の避難場所は，20数か所に分
散していた。校舎は平成25年4月に解体され，平成
26年3月現在，中野栄小学校で授業を行っている。

（中野小学校昇降口付近）

（中野小学校２階職員室）
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【岡田小学校（震災時児童数245人，職員数17人）】
・校庭に津波が流れ込んだ。学校より東側の児童の家
屋の一部は流出した。学校周辺には流木，家屋の破
片，車などが散乱していた。校舎被害は少なく，地
域の避難所として体育館を平成23年4月14日まで
使用した。

（岡田小学校避難所本部）

（岡田小学校避難所掲示板）

【六郷小学校（震災時児童数713人，職員数48人）】
・校舎には津波による直接的な被害はなかった。避難
所として体育館，教室を平成23年4月14日まで使
用した。

【七郷小学校（震災時児童数1，026人，職員数74人）】
・校舎には津波による直接的な被害はなかった。避難
所として体育館を平成23年4月16日まで使用した。

【六郷中学校（震災時生徒数383人，職員数42人）】
・校舎には津波による直接的な被害はなかった。避難
所として体育館，武道館を平成23年7月10日まで
使用した。平成26年3月現在，1階校舎に東六郷小
学校児童を受け入れている。

【七郷中学校（震災時生徒数480人，職員数37人）】
・校舎には津波による直接的な被害はなかった。地震
による被害のため校舎が使用できず，体育館で授業

を再開した。平成23年5月17日からは通常の教室
で授業を再開した。

【高砂中学校（震災時生徒数623人，職員数46人）】
・校舎1階部分が津波で浸水し，校舎内は泥だらけの
状態であった。周囲には津波が運んだ汚泥，ゴミ，
がれき，流木等が堆積していた。一部地域の家屋は
壊滅的な状態であった。自宅が流されたり燃えたり
しているのを目撃した生徒もいた。避難所として校
舎を平成23年4月9日まで使用した。

（高砂中学校体育館:翌日卒業式を控えていた）

(2)　校舎使用不可の学校の状況(平成23年4月時点)
【他校の校舎で授業を行っている学校】

被災校・学年 移動先
中野小学校1～6年 中野栄小学校内
荒浜小学校1～6年 東宮城野小学校内
東六郷小学校1～6年 六郷中学校内
将監小学校1～6年 将監中央小学校内
将監西小学校1～6年 桂小学校内

南光台小学校1～6年
南光台中学校，
八乙女中学校，
南光台コミュニティ
センター内

折立小学校1～6年 折立中学校，
折立市民センター内

南光台東中学校1～3年 南光台東小学校内

七北田中学校1～3年 七北田小学校，
仙台商業高等学校内

根白石中学校1～3年 根白石小学校，
根白石市民センター内

【校舎以外の場所で授業を行っている学校】

被災校・学年 教室場所
西多賀小学校5～6年 体育館
蒲町小学校2～5年 体育館，武道館
愛宕中学校1～3年 体育館，武道館
七郷中学校1～3年 体育館
西山中学校1年 武道館
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２. 学校と市教育委員会（教育相談課）の主な対応

学校の対応 市教育員会（教育相談課）主な対応 全市的な動き

当
日

○児童生徒の安全確保，避難誘導
○心身の健康状態の把握
○学校被害状況の確認
○避難者への対応，避難所の開設
○緊急物資の配布，手配

○情報収集
○学校の状況確認

【14時46分18秒】発災
仙台災害対策本部設置
【14時49分】
大津波警報発表

翌
日
か
ら
１
週
間
ま
で

○教職員間の情報の共有
○児童生徒の安否確認
○心身の健康状態の把握
・健康観察
・個別相談希望調査
・質問紙調査「心の健康調査表」
　（P56参照）
○配慮が必要な児童生徒の対応
○被災状況の確認
○避難所生活での対応
・ストレス反応，トラブル防止
・特別支援学級の児童生徒への配慮

【3月14日】
○スクールカウンセラースーパーバイ
ザーとの打合せ
○心のケア緊急支援チーム立ち上げ
○宮城県教育委員会との連絡・調整
【3月15日】
○合同校長会にて緊急支援計画を説明
○宮城県臨床心理士会への協力依頼
○心のケア緊急支援実施希望の調査
【3月16日～17日】
○緊急支援第１次計画の作成
○緊急支援プログラム資料作成
○京都市・新潟市教育委員会との打合せ
○緊急支援対象校視察，事前打合せ
【3月18日】
○心のケア緊急支援チームのメンバー
との打合せ，情報交換

【3月12日】
・緊急消防隊仙台着
・津波被災校までの道路啓
開
・消防ヘリ等で被災校避難
者救助完了

【3月13日】
・津波被害区域で要救助者
検索開始

【3月16日現在】
・青葉区，泉区以外停電
・断水，都市ガス停止，
　ＪＲ運休，高速道路通行
止め

１
週
間
か
ら
１
か
月
ま
で

○定期的な家庭訪問，避難所訪問の実
施
・健康状態，家庭状況，被災状況等の
把握
・避難所生活での児童生徒の状況の把
握
・教育活動再開に向けての働き掛け
○心のケア緊急支援チームの活用
・緊急支援に関する職員の共通理解，
学校体制づくり
・支援が必要な児童生徒の把握
・個別面談計画の作成
・専門機関，医療機関への紹介
○学校再開の準備
・校舎内外の安全確保，環境整備
○急性ストレス症状への対応（児童生
徒の心の安定を図る）
・校内体制での支援･対応
・寄り添い，傾聴
○支援者のメンタルヘルス

【3月19日～4月3日】
○心のケア緊急支援チーム第１次派遣
・健康調査の実施，スクリーニング
・児童生徒，保護者との面談，担任へ
のフィードバック
・教職員へのコンサルテーション
・教職員のストレスチェック
・他都市派遣職員との情報交換
○スクールカウンセラースーパーバイ
ザーとの打合せ
・支援計画，研修計画等
○心のケア研修会計画作成
【4月4日】
○仙台市医師会への協力依頼
【4月7日】
○合同校長会にて緊急支援チーム派遣
計画と心のケア研修計画を説明

【4月15日～】
○心のケア研修会開始
【4月22日～5月2日】
○緊急支援チーム第2次派遣

【自衛隊炊き出し開始】
・岡田小学校，六郷中学校
　3月20日～
・高砂中学校
　3月22日～
・七郷小学校
　3月24日～

【4月7日】
・市職員24時間体制の夜
間の運営業務を警備会社
に業務委託
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 ※1　本市SC の中で，指導的な役割を果たす臨床心理士

●印の参考資料は，グループウエアの,文書管理にアップロードしています。
☆印の参考資料は，文部科学省から４月下旬に配布される予定です。
○印の参考資料は，すでに学校に配布済み資料です。

３. 市教育委員会の具体的な心のケアの取組

(1)　被災状況の確認
　教育相談課指導主事やスクールカウンセラースー
パーバイザー※１（以下SCSV），スクールカウンセラー
（以下SC）が被災地に出向き，地域や学校の状況の確
認と避難所の訪問を行った。

(2)　情報収集と各学校への資料配布
・文部科学省に依頼し，「子供の心のケアのために〜
災害や事件・事故発生時を中心に〜」（平成22年
7月），リーフレット「子供の心のケアのために〜
PTSDの理解とその予防〜（保護者用）」を全学校
に配布した。
・藤森和美氏の寄贈を受け，「教職員と保護者が知っ
ておきたい〜災害を体験した子供たちの心のケア
〜」（藤森立男・藤森和美著）を全学校に配布した。
・「学校における災害時の心のケア」を本市教育委員
会で作成し，臨時校長会で心のケアの必要性の説明
を行った。

(3)　心のケア緊急支援チームの第1次派遣
　震災により，強い恐怖心や衝撃を受けた児童生徒に

対して心のケアが急務であると判断し，被害が甚大で
あった学校にSCSVやSCからなる心のケア緊急支援
チーム10班の派遣準備を行った。SCSVが臨床心理
士であるSCと連絡調整を図り，対応可能であった29
名のSC（SCSV含む）を2〜4名からなる10班に編成
した。支援要請のあった学校に指導主事等が学校訪
問を行い，被災状況や児童生徒の様子，日程の調整，
支援内容について打合せを行った。第1次派遣は，3月
19日より小学校4校，中学校3校に延べ19日間実施し
た。
　宮城県臨床心理士会では，阪神・淡路大震災以来，
災害に対する準備や心構え等の研修を行い，自然災害
時の緊急支援の準備を整えていた。
【派遣までの動き】
・3月13日までに本市教育委員会からSCSVがSCの
安否確認と支援協力の意思確認等の連絡調整
・3月14日，SCSVを中心とした心のケア緊急支援チー
ムの立ち上げ
・SCSVと教育相談課の打合せの開催
・3月16日より，教育相談課指導主事が緊急支援対象
校を訪問し，支援ニーズの把握と派遣体制の準備

時期
目安 ポイント 具体的な内容 参考資料等

始
業
式
ま
で

・安否確認
・健康状態の把握

・組織体制の確立

・保護者との連携
・�危機管理マニュア
ルの見直し

１　子どもの安否確認，被災状況の把握
２　子どもの心身の健康状態の把握
３　教職員の心身の健康状態の把握
４　教職員間での情報の共有……職員打合せの実施
５　心のケアのための校内組織体制づくり
６　心のケアの対応方針の決定と共通理解
　　　　　　　　　　　　　　　…�全体計画の作成
７　地域の関係機関等との協力体制の確立
８　被災地からの転入生の受入体制の確立
９　保護者との連携…………家庭での健康観察
１０　危機管理マニュアルの見直し

●教育相談課「心の健康調査」小学校版,中学校版
●教育相談課「心の健康調査」教職員版

○文部科学省
　「�子どもの心のケアのために－災害や事件・事故発生
時を中心に」

●教育相談課「保護者のみなさまへ」

始
業
式

・講話の実施
・健康観察の強化
・避難場所等の確認

１　心のケアに関する講話の実施
２　健康観察の強化…………担任による健康観察
３　地震発生時の避難場所，避難経路，安全確保の指導

○文部科学省
　「�教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への
対応」

５
月
ま
で

・�継続的な心身の健
康状態の把握

・校内研修の実施
・関係機関との連携
・学級づくりの充実
・�心のケアに関する
指導の実施

１　継続した心身の健康状態の把握
２　医療機関等との連携
３　啓発資料の配布
４　心のケアに関する校内研修会の開催
５　関係機関との連携
６　支え合う学級づくりの実施
７　�学級活動での心のケア「大きな災害の後で」，
　　�「たくましく生きる力」育成プログラム震災対応
版モデル等の実施

●教育相談課「教職員のみなさまへ」
●教育相談課「仙台市内の精神神経科診療所一覧」
☆�文部科学省「子どもの心のケアのために（保護者用）」
○●�横浜国立大学大学院教授藤森立男氏・武蔵野大学
教授藤森和美氏著

　　「�教職員と保護者が知っておきたい～災害を体験し
た子どもたちの心のケア～」

●教育相談課「相談機関一覧」
○文部科学省防災教育教材「災害から命をまもるために」
●確かな学力育成室「震災対応型モデル指導例」

学校における災害時の心のケア
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・ 3月16〜17日，緊急支援チーム派遣の事前準備
▼緊急支援計画の作成

▼「心の健康調査票」，「学級担任用健康観察表」，「個
人面談記録用紙」，「緊急支援報告書様式」の作成

▼対処法等の心のケア資料（保護者用，教職員用）
の作成

▼公用車の確保，タクシーの活用

▼調査で使用する鉛筆，画用紙等の筆記用具の確保
・3月18日，緊急支援チームメンバー29名を教育相
談課に召集，緊急支援事前説明会の開催（支援方針
の共通理解）
・3月19日，第1次心のケア緊急支援チームの派遣開
始，支援の始めと終わりにチームミーティングの開
催

【派遣状況】

学校名 派遣日（3月） 班数・SC人数
荒浜小学校 22・23・24日 2班・6名
東六郷小学校 31日 1班・2名
中野小学校 19・20・21日 臨時班・7名
岡田小学校 24・25日 1班・2名
六郷中学校 22・23・24日 1班・3名
七郷中学校 22・23・24日 1班・3名
高砂中学校 23・24・30日 2班・6名

【小学校での面談状況】

学年別人数 今後の対応
1年生 15 要継続相談 23
2年生 9 経過観察 17
3年生 14 要見守り 6
4年生 22 対応なし 51
5年生 17 その他 11
6年生 28
新就学 2
保護者 1
計 108 計 108

【中学校での面談状況】

学年別人数 今後の対応
1年生 37 要継続相談 20
2年生 44 経過観察 1
3年生 44 要見守り 3

対応なし 83
その他 18

計 125 計 125

(4)　震災に伴う児童生徒の心のケア方針等の作成
【方針･目的についての協議】
　震災によって心に深い傷を受けた子供たちの「心の
安定」と「健やかな成長」を目指して，早い時期から
中長期の視野に立った支援を実施していくことが必要
と考え，学校，家庭，関係機関が一体となって心のケ
アに取り組んでいく必要があった。また，教職員自身
が被災していること，被災地域からの転入生が増加し，
全市の学校に被災児童が存在することなどから，全市
の学校の教職員が心のケアの理解を深めるとともに，
具体的な支援方法を身に付け対応力を向上させること
が急務であった。そのため，日常の学校生活の中で，
子供たちを支援することを目的とした「心のケア推進
計画」の策定を行った。
【体制づくり・事業計画案の検討】
　震災直後，教育相談課職員と嘱託精神科医，学校ア
ドバイザー，SCSVが話し合いを重ね，心のケア推進
計画案について検討を行った。子供の実態に対応でき
る支援を行うためには，大学教授や精神科医，臨床心
理士などの有識者や関係機関職員等からの助言が必要
であった。また，これまでの自然災害の経験を踏まえ
たより適切な支援を行うために，県外の心のケアの専
門家からの助言を得ながら，心のケア推進計画の策定
を進めた。その後，心のケア推進委員として委嘱し，
「仙台市児童生徒の心のケア推進委員会」を立ち上げ，
体制を整えた。
【緊急支援チーム派遣年間計画の作成】
　緊急支援対象校9校の第1次心のケア緊急支援の結
果，臨床心理士等の心の専門家による継続的な支援が
必要であることから，SCSVや教育相談課の精神科嘱
託医，指導主事等による心のケア緊急支援チームの年
間派遣計画を作成した。
　学校が必要とする支援対象者は，子供のほかに保護
者や教職員も含まれていたことから，対象を広げ，学
校の要望にできるだけ応えるようにした。
　心のケア緊急支援チームの派遣は，段階を経て進め
る必要があり，個別の支援が必要なことから，年間7
回の派遣を計画し，きめ細やかな支援計画を立てた。
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※１　SCを11グループに編成し，年間5回のグループ研修等で指導的な役割を果たす臨床心理士

４. 学校での具体的な心のケアの取組

　震災後，本市教育委員会教育相談課と宮城県教育委
員会義務教育課及び高校教育課，宮城県臨床心理士会
とで協議を行った。その後，被害が甚大であった学
校からの支援要請を受け，3月18日に緊急支援チーム
が支援対象校で学校視察と1回目の事前打合せを行っ
た。
　同行した他都市（京都市や新潟市）のSCと，支援
対象校の現状を基に「自分たちにできること」を話し
合った。他都市のSCからは「SC自身も被災者なので，
落ち着いて対応してほしい」との助言を得た。実際の
対応は，避難所において地域の方や子供たちと会話を
しながら，置かれた状況を乗り切るというものであっ
た。
　以下は，有識者，校長，SC等からなるSC調査研究
委員会の中で，心のケアの取組について話し合った際
に出された意見である。
【教職員の具体的な取組】
○支援対象校での対応
・震災当日，校庭まで津波が来た。怖いと叫ぶ子供た
ちへの対応で教職員は手一杯であった。子供たちを
校舎3階に避難させ，担任は子供に対応し，担任以
外は避難誘導及び避難所づくりを行った。最終的
に保護者への引き渡しが終了したのは22時30分を
回っていた。
・3月14日から体育館が避難所となった。子供たちの
情緒を安定させるため，校庭の遊具を清掃した。教
職員は避難所に来る児童に声を掛けるなどの働き掛
けを行った。
・学校を再開した日，緊急支援チームの教育相談課指
導主事とSCが来校した。アンケートを実施しその
結果に基づいて面談対象者を決めた。その後教職員
で話し合いを持ち，結果的に面談は実施しなかった。
多くの子供が別の場所で生活をしており，その子た
ちを学校に呼び戻し，被害を受けた景色を見せてま
で面談を実施する必要がないと判断したためであっ
た。児童の面談は行わないがSCと各担任が面接を
行い，子供の観察をする際のポイント等の助言をも
らった。また，その内容は，次年度の担任へ引き継
ぐことに決めた。
・養護教諭として，感染症を防ぐために努力した。
○支援対象校以外の学校の状況と対応
・校舎の条件により校庭に避難させることができない
状況にあった学校では，年齢の高い子供も泣き出す
ような状況にあった。その後，体育館を避難所とし

て使ったため，子供たちの情緒安定の目的で様々な
ゲーム等を準備した。地域の方々がいろいろな対応
を行ってくれたため，教職員は子供と向き合うこと
ができた。

【SCの具体的な取組】
○安否確認・連携・役割
・SCグループリーダー※1からSCメンバーに安否の
確認を行うとともに，実際に緊急支援に行けるかど
うかを確認した。併せて，若手SCには待機するよ
う指示を出した。
・SC同士の打合せを行ったが，その際の情報交換及
びSCSVからの指示でようやく心が落ち着くことが
できた。支援者であるSC自身が心を落ち着かせる
という意味でも大切な時間であった。
・震災直後は現場を見ることによる感情の動揺があっ
た。実際に支援に行ったSCは大きなショックを受
け，SC自身が苦しんでいる姿を見ることもあった。
・震災直後は，「SCが」「臨床心理士が」という立場
にこだわらず，今，目の前に起こっている困難さに
対して，できることをやっていくしかないと感じ
た。その一方で，心理の視点からの現状の見立て（地
域，学校，子供，保護者，教職員，SC自身に対して）
も必要と感じた。被災者と向き合う際に，カウンセ
リング以外はやらないという態度であっては被災者
の心に接することはできないと感じた。
○緊急支援対象校での対応
・支援対象校への緊急支援では，限られた時間の中で
できる限りの支援をすること，支援される方の負担
とならないようにすることに気を遣った。
・「心の健康調査」の実施にあたっては，SCが各クラ
スを訪問し，留意点などを説明してから実施をした。
その結果を踏まえて，子供たちの面接の必要性を判
断した。
・面談の際にはチェックシートを活用し，面談者が話
しやすいような対応に心掛けた。話をすることを求
めている方からはじっくりと話を聞き，質問に対し
ては誠実に答えた。SOSを出しやすい信頼できる
大人の名前を出した子にはその大人とつなぐ役割も
担った。面談を待つまでの間，子供たちの待合場所
を用意してもらっており，その場で自分の気持ち等
を表現したりする姿も見られた。特に事前に面談希
望者を一覧表にまとめていた学校については，ケー
ス対応等へスムーズに入ることができた。一方で，
面接の計画を立てていたが，保護者から「面接はし
なくて大丈夫です」と断られたこともあった。
・支援は思いどおりにいかず，自分たちは何をすれば
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よいのかを考えながらの対応であった。
・個別面談の結果については，担任にフィードバック
をした。併せて，ストレスチェックも兼ねて全教職
員と10分程度の面談を行った。
○配置校での対応
・配置SCとして，配置校とはいつでも連絡が取れる
よう気を付けていた。自分の安否を知らせるととも
に，どのような対応が必要あるいは可能かについて
確認した。配置校勤務では，校内の片付け等の作業
を一緒に行いながら，教職員から話の聞き取りを
行った。当時，教職員は軽い興奮状態にあり，話を
一方的に聞くことが多かった。
・震災の4日後に勤務した学校で，相談にのってほし
いと声を掛けられた。すぐに学校に連絡を入れ，現
地で状況を共有するなど，早い段階でのSCの支援
や対応が大切であると感じた。また，実際にその場
へ行ってみることで必要な支援が見つかると感じ
た。そのためにもSCは，日頃から学校の緊急時の
動き方を把握しておくとともに，緊急の連携方法に
ついて確認をしておくことが大切であると感じた。
・比較的被害が少なかった学校では，支援者のための
マニュアルを配布し，春休み中に心のケア研修を実
施した。また，様々な資料も活用できるよう事前に
印刷などの準備も行った。
・発達面に課題を抱える子供が興奮状態で，教職員が
その対応に追われる場面も見られた。どの学校にお
いても子供たちは不安な様子を見せており，個別に
対応することの必要性を感じた。その対応に教職員
が疲弊していく様子も見られた。様々な支援が各学
校に届く中で現場が混乱していた。一日も早く学校
を通常の状態に戻すことの必要性を感じた。
○SC対象アンケート調査より
・児童生徒の状況，緊急支援を必要とする子どもの
ピックアップを行った。
・学校全体が落ち着き無く混乱していた。教職員は，
状況を整理したり業務をこなしたりするだけで精一
杯な状態であったが，職員室では震災に対する疲弊
感の訴えはほとんどなく，淡々と仕事をこなしてい
た。直後は心のケアのニーズはなかった。
・初期支援に必要と思われる情報を共有した。初歩的
な知識であっても，有事の際は改めて確認すること
が安心につながると感じた。
・避難所に遊び場を作ることで，子供たちの安心感に
つながった。
・震災発生4日後に勤務校に行った際，すでに相談の
申し込みがあったことから，早い段階での支援･対

応が必要だと思う。
・心労のある教職員との面談を行った。避難所となっ
ていた学校では，知らず知らずのうちに教職員にも
疲労の蓄積があることを伝え，しっかりと休めると
きには休むことの大切さを伝えた。
・緊急時に必要な対応をとることは当たり前だが，日
ごろの活動や教職員との信頼関係，連携がこういう
時に生きることを実感した。

５. 他都市等からの派遣職員による支援

(1)　震災発生直後の教職員の状況
　震災発生直後から，教職員は避難所の運営，児童生
徒の安否確認や心のケア等，昼夜を問わず従事しなけ
ればならない状況が続き，特に被害が甚大であった沿
岸部の学校においては，限られた教職員数で対応して
いくことに困難を極めていた。このような状況の下，
平成23年3月16日から4月4日までの20日間，京都市，
新潟市の指導主事等が本市に派遣された。

（2)　派遣日数，職員内訳等

派遣日 期間 人数 職員内訳(　)は人数

京
都
市

3/16 5日 5名 保健課長(1)，主席指導主
事(1)，指導主事(3)

3/20 4日 5名 指導課長(1)，指導主事(4)

3/23 4日 4名 環境整備課長(1)，係長(1)，
指導主事(2)

3/26 4日 6名 部長(1)，指導主事(2)，
SC(3)

3/9 4日 5名 支援室課長(1)，指導主事
(2)，SC(2)

4/1 4日 5名
指導課長(1)，主任指導
主事(1)，指導主事(1)，
SC(2)

新
潟
市

3/16 3日 2名 管理主事(1)，指導主事(1)

3/18
3日

6名
養護教諭(2)

5日 指導主事(4)

3/20
3日

4名
教諭(1)，養護教諭(2)

5日 教諭(1)

3/22
3日

6名
養護教諭(2)

5日 指導主事(4)
3/24 3日 2名 養護教諭(2)

3/26
3日

6名
養護教諭(2)

5日 指導主事(4)
3/28 3日 2名 養護教諭(2)

3/30
3日

6名
養護教諭(2)

5日 指導主事(4)
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　平成23年3月11日の震災後の教育相談課の対
応はとても早く，14日には緊急支援計画の概要が
作成されていた。おそらく不眠不休での仕事が続
いていたことと思う。強い余震の続く中，筆者た
ちSCSVは教育相談課に毎日待機して緊急支援対
象校の被災状況の確認や避難先で職員との打ち合
わせを行うと共に，具体的な心のケア緊急支援
チームの編成作業等を行った。（同時に，宮城県
教育委員会との情報交換も継続して行った。）
　宮城県臨床心理士会では，13日からSC全員の
安否と現状についての確認をし，緊急派遣要請に
答えるべく準備を進めた。宮城県臨床心理士会で
は，平成15年の北部連続地震や平成20年の岩手・
宮城内陸地震の経験を踏まえて，緊急支援に関す
る研修会を重ねていたため，ほとんどのSCから
緊急支援に行く覚悟ができているという返信があ
り，心強く感じるとともに安心して送り出すこと
ができた。
　3月18日には心のケア緊急支援チームの各メン
バー約30名が教育相談課に集合し，支援活動に
ついての打ち合わせや情報交換を行った。翌日の
19日から緊急支援対象校へのSCの派遣が開始さ
れ，筆者は荒浜小学校の緊急支援チームのリー
ダーとして活動した。

　荒浜小学校は校舎が浸水し，屋上に避難した児
童は自衛隊ヘリで救助されたものの，保護者と会
えるまでに数日を要した児童もいた。児童と職員
は助け合い，励まし合いながら非常事態を乗り越
えたと聞いていた。職員室は蒲町中学校に間借り
をしたが，職員の車はすべて流出し，公共交通機
関が整わない状況での毎日の出勤は困難を極めて
いた。
　荒浜小学校の支援チームは，蒲町中学校，七郷
小学校，南小泉中学校，八軒中学校の4か所の避
難所で児童や保護者との面談を行い，親戚の家に
身を寄せていた児童とも面談をして現状の確認を
行った。この時点では特に重篤なストレス反応が
見られた児童はいなかったが，家族を亡くした児
童もいて，今後は長期にわたっての経過観察が必
要だと感じた。荒浜小学校は小規模校ゆえに児童
と職員の関係は密接であり，継続的かつ丁寧な経
過観察が可能だと感じた。しかし，荒浜小学校に
限らず被災校では，職員が使命感からかなり無理
をしている状況が続いていたため，今後は疲弊し
ている職員へのサポートが重要だと感じた。
　第一次支援では，震災直後から派遣された京都
市や新潟市，神戸市の先生方に大変お世話になっ
たことに改めてお礼を言いたい。

「震災直後の第一次緊急支援を通して」

仙台市スクールカウンセラースーパーバイザー　　髙橋 総子

(3)　派遣職員による支援
　派遣期間中，派遣職員の方々には，教育相談課より
本市の被災状況を説明した後，七郷小学校，六郷中学
校，七郷中学校，高砂中学校において，教職員の活動
を支援いただいた。特に，臨床心理士の資格を持つ指
導主事やSCには児童生徒の心のケアに関して，養護
教諭には学校に避難している地域の方々の健康管理に
関して，それぞれ専門性を生かした支援をいただい
た。自宅や家族を失った方々が多数避難していたこれ

らの学校では，派遣職員の献身的な働きが，当該校の
教職員や児童生徒をはじめ，避難していた方々の支え
となった。
　京都市，新潟市が職員を派遣した背景には，阪神大
震災，新潟中越地震において，本市から職員を派遣し，
支援を行った先例があった。今回，両市からの職員派
遣を受け，自治体間における連携，協力の大切さを改
めて認識することができた。
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　震災に遭遇して強い恐怖や衝撃を受けた児童生徒
が，その後の成長や発達に大きな障害とならないよ
う，「児童生徒」「保護者」「教職員」の三者への支
援を念頭に心のケア推進事業に取り組んだ。

児童生徒の心のケア３つの視点

仙

台

市

教

育

委

員

会

教

育

相

談

課

【児童生徒への支援】
　震災後，子供のストレスは，その成長過程におい
て様々な形となって表面化し，また，被災した状況
や時間の経過に応じて長期化することが考えられ
る。震災を体験した全ての児童生徒の心の安定が図
れるよう，発達段階や抱えている課題に応じ，中長
期的に支援していく。

スクールカウンセラーの配置
児童生徒への早期対応，課題の発見，早期解
決を目的とし，心の専門家であるスクールカ
ウンセラーを学校へ配置している。（Ｈ7年
度より）

さわやか相談員等の配置
教職員とは違う視点から児童生徒の遊び相手
や話し相手，別室当校生徒への支援などを行
う。（Ｈ11年度より）

学校生活支援巡回相談員の派遣
大学教授，医師など専門知識を有する巡回相
談員を派遣し，効果的な指導や対応について
教職員への指導助言を行う。(Ｈ16年度より)

学校教育ボランティア相談員の活用
児童生徒の不安やストレスの緩和を図るた
め，地域の方や大学生等が話し相手や遊び相
手となりコミュニケーションを図る。（Ｈ17
年度より）

心のケア緊急支援
重大な事件・事故や非常災害が発生した場合，
臨床心理士やスクールカウンセラーを学校に
派遣し心のケアを行う。（Ｈ16年度より）

仙台市教育相談室
児童生徒の養育上の悩みや生徒指導上の諸問
題，特別支援教育について相談に応じ，その
解決・克服に向け援助する。(Ｈ12年度より)

1 . 震災に伴う心のケア推進事業体系図

・�小学校84校，中学校63校，分教室
1校，高校5校，中等教育学校1校，
特別支援学校1校，計155校に配置

・�小学校86校，中学校63校，分教室
1校，高校5校，中等教育学校1校，
特別支援学校1校，計157校に配置

・小学校49校，中学校14校，計63校配置 ・小学校49校，中学校14校，計63校配置

・小学校39校に派遣

・�児童相談所・大学との連携による支
援対象校への派遣

・小学校22校，中学校16校，計38校 ・小学校17校，中学校14校，計31校

・巡回相談 ・巡回相談

・事件事故対応 ・事件事故対応

・��支援対象校への臨床心理士派遣
　(3月）

・支援対象校9校へ臨床心理士派遣

・支援対象校4校へ精神科医派遣

・支援対象9校で実施

・�来室相談，電話相談(相談員，嘱
託精神科医面談，臨床心理士面談）

・�来室相談，電話相談(相談員，嘱
託精神科医面談，臨床心理士面談）

平成22年度 平成23年度

スクールカウンセラーの配置 スクールカウンセラーの配置

さわやか相談員等の配置 さわやか相談員等の配置

緊急スクールカウンセラーの派遣

相談員派遣，学生ボランティア派遣

学校教育ボランティア相談員の活用 学校教育ボランティア相談員の活用

学校生活支援巡回相談員の派遣 学校生活支援巡回相談員の派遣

心のケア緊急支援(事件事故） 心のケア緊急支援(事件事故）

緊急支援チーム派遣 緊急支援チーム派遣

精神科医派遣

心のケア推進委員会

心とからだの健康調査

仙台市教育相談室 仙台市教育相談室

３．１１
震災発生
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3章　震災に伴う心のケア推進事業
2　緊急スクールカウンセラー派遣
（Ｐ33参照）

2章　3年間の心のケアの取組
2　平成23年度の取組
2(9) 相談員，学生ボランティアの派
遣（Ｐ18参照）

3章　震災に伴う心のケア推進事業
3　心のケア支援チーム派遣
（Ｐ35参照）

3章　震災に伴う心のケア推進事業
1　児童生徒の心のケア推進委員会
（Ｐ25参照）

3章　震災に伴う心のケア推進事業
5　心とからだの健康調査・個人記録
票（Ｐ44参照）

・�小学校89校，中学校63校，分教室
1校，高校4校，中等教育学校1校，
特別支援学校1校，計159校に配置

・�小学校89校，中学校63校，分教室
1校，高校4校，中等教育学校1校，
特別支援学校1校，計159校に配置

・小学校46校，中学校14校，計60校配置 ・小学校47校，中学校14校，計61校配置

・小学校36校に派遣 ・小学校35校に派遣

・小学校14校，中学校10校，計24校 ・小学校12校，中学校6校，計18校

・巡回相談 ・巡回相談

・事件事故対応 ・事件事故対応

・�支援対象校9校，他の学校へ精神科医，
臨床心理士派遣

・支援対象校9校へ精神科医派遣

・精神科医，臨床心理士派遣

・支援対象9校で実施
・�全小中学校で日常ストレス調査の実施

・支援対象9校で実施
・全小中学校での健康調査票の活用

・�来室相談，電話相談(相談員，嘱
託精神科医面談，臨床心理士面談）

・�来室相談，電話相談(相談員，嘱
託精神科医面談，臨床心理士面談）

平成24年度 平成25年度

スクールカウンセラーの配置 スクールカウンセラーの配置

さわやか相談員等の配置 さわやか相談員等の配置

緊急スクールカウンセラーの派遣 緊急スクールカウンセラーの派遣

学校教育ボランティア相談員の活用 学校教育ボランティア相談員の活用

学校生活支援巡回相談員の派遣 学校生活支援巡回相談員の派遣

心のケア緊急支援(事件事故） 心のケア緊急支援(事件事故）

心のケア支援チーム派遣 心のケア支援チーム派遣
精 神 科 医 派 遣

精神科医派遣

心のケア推進委員会 心のケア推進委員会

健康調査等検討会 健康調査等検討会

心とからだの健康調査 心とからだの健康調査

仙台市教育相談室 仙台市教育相談室

【保護者への支援】
　震災により保護者が受けたストレスは，一緒に生
活する子供にも大きな影響を与える。保護者に寄り
添い，心の安定を図るとともに，保護者自身が子供
に適切に対応できるように支援する。

【教職員への支援】
　教職員は，自らが被災者でありながらも責任を
持って子供の心のケアにあたっていく必要がある。
そのためには，教職員自身が心身の健康を維持する
ことが不可欠であり，教職員が教育活動に前向きに
取り組むことができるように支援する。
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　3月11日の地震，津波による被害は未曾有のものであり，その後の復旧，復興は阪神淡路大震災，中
越地震，奥尻の津波などの前例はあっても手探り状態の中での取組であった。
　被害の甚大であった一部の学校を除き，震災から1か月後の4月11日より，学校が再開した。多くの
学校では，日常の児童生徒の健康観察を大切にしながら，通常の活動ができるよう一歩ずつ取組を始め
た。児童生徒の中に大きな変化を示すケースは少なかったが，今後，心的外傷として児童生徒の成長や
発達に大きな影響を与える可能性があることから，ＰＴＳＤ等の早期発見や予防に努めるとともに，実
態に即した心のケアの推進，つまり「通常の学校生活が送れるような支援」が必要であった。
　そこで，これまで本市教育委員会が取り組んできた事業の積み重ねを根底にし，関係機関等との連携を
十分に図りながら，具体的な事業を進めていった。

平成23年度の状況

〈平成23年度〉

2 . 平成23年度の取組

(1)　緊急支援対象校への支援（P35参照）
　心に深い傷を受けた児童生徒の心のケアを第一に考
え，京都市や新潟市の教育委員会からの支援と学識者
やSCSV等の助言を受けながら，震災直後の平成23
年3月に本市SCと指導主事からなる緊急支援チーム
の第1次派遣を行った。さらに平成23年4月下旬には，
第2次支援として，ケース会議等における学校への助
言を目的にSCSVを派遣した。

(2)　学校再開に向けて
　臨時休校中，教職員が児童生徒の自宅や避難所を訪
問し，児童生徒の様子を確認するとともに励ましの言
葉を掛けるなどの積極的な心のケアの取組をした学校
が多数あった。一方で，教職員自身も被災者であり，
使命感や責任感で震災の対応や児童生徒の心のケアに
取り組んでいたが，肉体的にも精神的にも教職員自身
の心のケアが必要な状況でもあった。
　発災からちょうど1か月目の4月11日より，被害が
甚大であった学校を除いて学校が再開した。学校の再
開は，授業や友人との関わりを通して児童生徒が日常
生活を取り戻すきっかけとなり，ここから教職員によ
る児童生徒への本格的な心のケアの取組が始まった。
　児童生徒の状態については，震災の影響が様々な形
で表出することが心配されていたが，多くの学校でそ
うした変化は見られなかった。各学校では，全校体制
で児童生徒の見守りや相談活動の充実，医療機関や児
童相談所等との連携を図り，児童生徒に異変がある場
合に，迅速・適切に対応できる体制を整えた。
　学校では，平常の学校生活を取り戻す努力をしなが
ら，児童生徒に対しても自然な関わりの継続に努めていた。

（蒲町中学校での蒲町小学校児童の授業風景）

（体育館での七郷中学校生徒の授業風景）
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(3)　児童生徒心のケア研修会の実施（P38参照）
　4月15日より，教職員一人ひとりが心のケアに関す
る知識を深め，校内の教育相談体制の強化と教職員の
対応力の向上を図ることができるよう，職種別の研修
会を実施した。内容は自然災害に伴う心の変化の捉え
方や心のケアの進め方等について実施した。4月の6
回を皮切りに，前半は校長や担当者の悉皆研修とし，
校内での伝達講習を行うよう働き掛け，全教職員への
周知を図った。9月以降は希望研修とし，計16回の研
修を行った。

(4)　スクールカウンセラー未配置校への緊急スクー
ルカウンセラー派遣（P33参照）
　年度当初，各学校に校種の実態に応じてSCを配置
していたが，市内の小学校125校中39校については
SC未配置校であった。また，津波被害の大きかった
学校へのSCの追加配置も急務とされていた。
　そこで，教育相談体制を強化するため，国の緊急ス
クールカウンセラー等派遣事業を活用し，7月よりSC
未配置校39校に仙台市のSCを緊急派遣するととも
に，津波被害が甚大であった荒浜小学校等4校につい
ては追加配置を行った。

(5)　支援対象校への精神科医派遣（P35参照）
　緊急支援対象校の小学校4校に平成23年6月から平
成24年3月まで月1回の精神科医の派遣を行った。主
な内容は，重篤なケースへの継続したコンサルテー
ションや情報交換，教職員への研修などで，学校（教
職員）は，精神医療の専門家から助言を得ながら児童
生徒に対応することができた。

(6)　仙台市児童生徒の心のケア推進委員会の設置
　　（P25参照）
　7月18日に大学教授，精神科医，臨床心理士等から
なる「仙台市児童生徒の心のケア推進委員会」(以下
「心のケア推進委員会」)を立ち上げた。支援対象校へ
の支援チームの派遣や心とからだの健康調査の実施方
法など，中長期的な心のケアの課題について検討し，
専門的な観点から助言を得ながら推進計画を策定し
た。

(7)　健康調査の検討と実施（P44参照）
　緊急支援対象校9校の全児童生徒を対象に，児童生
徒の生活が落ち着いてきた10月に質問紙による「児
童生徒の心とからだの健康調査」を実施した。実施に
向け，質問項目や実施方法等について心のケア推進委

員会で検討を行った。ハイリスクの児童生徒について
は，心のケア緊急支援チームを派遣し，担任との個別
面談を行った。多くの場合が学校生活において特に支
障がない状態であった。
　一方，震災後の仙台市への宮城県内外の被災地域か
らの転入生が約1，100名に上ることから，緊急支援
対象校以外の学校に対して，心身の健康状態が心配さ
れる児童生徒について，学校調査を12月に行った。

(8)　学校での具体的な取組
　震災直後に急性ストレス反応を示した児童生徒はか
なりの数に上ったが，PTSDの児童生徒は報告として
ほとんど上がってこなかった。一方，仙台市内だけで
なく県内や県外から本市に転校してきた児童生徒の中
に津波の被害を受け，身内を亡くしたり，家を流され
たりした児童生徒が，多数いる状況であった。
　以下は，SC調査研究委員会の中で，3年間の取組を
話し合った際に出された意見である。
【教職員の具体的な取組】
○転校生への対応
・被災地からの転入生は適応に困難が多く見られた。
転入生は，被災体験のほかに，生活環境の変化によ
るストレスや体験の違いによる温度差を抱え，配慮
が必要なケースの約半分を占めていた。

図2−1　転入生の受け入れ時の対応図（P64参照）
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○新入生の状況把握
・新入生の震災時の状況について十分に把握できてい
なかった。個別の支援や配慮を行う上で，背景や震
災体験等の状況の把握は必要不可欠であり，就学時
健康診断時に丁寧な聞き取りを行った。
○震災を振り返る活動（作文や絵）について
・震災を振り返る活動（文集作成や震災対応の学習，
募金などの支援）が約半年後あたりから徐々に行わ
れていたが，どの時期にどんな方法で実施すればよ
いのか，あるいは，まだその時期ではないなど，そ
の扱い方については教職員の中でも意見が分かれ
た。
・ハイリスクの子供に対しての対応だけではなく，他
の子供たちがゴミ拾いやあいさつ運動を行うなど学
校独自の積極的な取組も必要であった。

【SCの具体的な取組】
○保護者に対する啓発活動（研修会）・働き掛け
・被災地に子供を連れて行く，あるいは，必要以上に
津波の映像を子供に見せるなど，心のケアに対する
保護者の認識不足が見られた。保護者対象の研修会
などを通し，早い段階で心のケアについてしっかり
と伝えることが重要であると感じた。保護者が安心
すると子供も安心するケースが多くあった。
・「心のケア研修会」で配布された資料を活用し，具
体的（「暗闇を怖がる等の反応は通常の反応である
ため心配しすぎないように」等）な啓発活動を行っ
た。
・支援対象校で，「家庭で見せる子供の姿」と「学校
で配慮してほしいこと」というアンケートを実施し
た。専門家にも目を通してもらい，その内容につい
ては保護者へもフィードバックをした。
○教職員に対する心のケアの必要性
・「目の前の子供たちをPTSDにしてはいけない」と
いう思いが強く，がんばりすぎている教員の姿が
あった。震災の半年後ぐらいから体調を崩す，イラ
イラするという教職員がいた。
○SC対象アンケート調査より
・先行きが見えない不安を受け止められるように努めた。
・日常の中で見せるストレス反応を，自然なものとそ
うでないものとに判断し，担任等に伝えた。
・養護教諭と連携して，各クラスで呼吸法の心理教育
を実施した。
・被害の大きさが学校によって異なっていたため，そ
れぞれの状況に合わせた対応を心掛けた。
・教職員を対象にした研修会で，教職員の緊張もかな
り大きかったのか，リラクセーションにより笑顔の

回数が増えたことが印象的だった。

(9)　相談員，学生ボランティアの派遣
　　児童相談所との連携により，SCの配置日数が少
なかった支援対象校の小学校3校に，平成23年6月
から7月まで週1回の相談員の派遣を行った。この
ことにより，学校での教育相談機能を高め，児童生
徒の不安や教職員の精神的負担等を軽減することが
できた。
　　また，宮城教育大学や東北大学などの市内の大学
との連携により，支援対象校の小学校3校に学生ボ
ランティアを派遣することができた。このことによ
り，児童生徒は年齢が近い学生との遊びを通して心
の交流を深めることができ，また，学習支援や学校
行事を補助したことで教職員の負担を軽減すること
ができた。
　　震災後，経済状態の悪化や集団移転問題等による
家庭の生活や経済状態の困窮，あるいは家族間の不
和などの様々な問題が生じてきていた。特にネグレ
クトや身体的虐待等の増加が予想されることから，
児童相談所や各区の保健福祉センターなどの関係機
関と連携した支援体制の構築が求められていた。

 （2つの学校の表札）　　（受け入れ校の掲示板）

（神戸市から送られた励ましのメッセージ）
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　平成26年2月。被災から既に3年を迎えようと
している。この期間，当センターとして各区保健
福祉センターとともに震災後のメンタルヘルス対
策を実施しながら，さらに，児童精神科医として
の立場を活かして，児童生徒の心のケアにも関わ
り続けて来た。
　それは，形としては，心のケア推進委員会や健
康調査等検討会であり，被災校への精神科医派遣
やそれに伴う諸調整であり，心のケア支援チーム
であった。その中で，あるときは現状を俯瞰しな
がら方針や手法などの検討に加わり，またあると
きは学校を訪問して先生方や児童生徒や保護者な
どの直接的間接的な相談に応じ研修講師を務め，
と，支援の一端をさまざまに担わせていただいて
いる。御協力くださった方々に感謝申し上げると
ともに，こうした体制を構築し，実施してきた教
育相談課の皆様に，心からの敬意を表したい。
　これらの活動を通じて，私たちは何をおこなっ
て来たのだろうか。
　思い出されることがある。教室の壁に貼られた
淡い淡い水彩画の真ん中に，まさに流されそうな
細い線で描かれている一軒の家。調査の自由記載
欄に書かれた，その子の心情を吐露しているかの
ような絵や言葉の数々。ふだん通りの学校生活を
取り戻すために並々ならぬ努力を重ねる一方で，
子どもひとりひとりの被災状況や現況をしっかり
捉えて御報告くださり，伝えた医学的評価を日常
の配慮に活かしてくださった先生方。温かくかつ
繊細な関心と観察力と関わりをもって子どもの様
子の変化を敏感に感じ取りながら，その子のレジ
リエンスに照らしてあえて騒がず見守る一方で，
自らの見立てや対応について謙虚にアドバイスを
求めてくださった先生。講演や相談の後に，「（特
殊な対応が必要なのではなく）いつも通りの接し
方でいいんですね」と，安堵の笑顔を浮かべた保
護者の方々。

　振り返ってみると，先生方や保護者が安心して
子どもたちを支えることが出来るように，日常生
活の中で気付いた子どもたちの「気になる」様子
を敷居の高さを感じないで相談できるように，専
門的知識と手法をもって直接的間接的に支援する
ことが，前述の諸活動を通じて為しえてきたこと
かもしれない。
　支援開始当初には，子どもも大人も安心感が少
なからず損なわれており，さまざまな不安，混乱，
喪失感，悲しみ，怒り，抑うつ，無力感，疲弊，
それでも被災という事実を引き受けるしかない状
況や言葉に表しがたい思いが入り交じっているの
が伝わって来た。現在，多くの子どもたちは，元
気と笑顔を取り戻している。しかし，表面的には
落ち着いていてもふとしたきっかけで浮かび上が
る心の軋みや，時間を経て生じる，日常生活に困
難をきたすような症状ならびに行動変化は，これ
までにもみられており，さらに今後もそれらが起
こりうる可能性を忘れてはならない。また，震災
前からの心身もしくは環境上の脆弱性や，震災自
体による影響，環境変化や周囲の大人の影響等も
含む震災後のストレスなどがあいまって，身近な
支え以外に専門的加療を要し続けている子どもた
ちには，過大評価も目を瞑ることもせず，適切な
支えを継続していく必要がある。
　子どものこころのケアの目標は，何であろうか。
現時点における私の答えは，「子どもたちの健や
かな成長・発達」である。震災による経験やさま
ざまな思いは消せないが，人の繋がりに支えられ
てできるだけ健やかな成長・発達が得られ，将来
大人になったとき，人生の一つの出来事として，
「あんなこともあった」と落ち着いて思い出せる
ようになることではないかと考えている。そのこ
とを胸に留めて，今後も焦らず誠実に向き合い寄
り添いながら支援を継続して行きたい。

私たちは何をおこなって来たのか

仙台市精神保健福祉総合センター　所長／精神科医　林みづ穂
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※1　震災後，各学校で支援あるいは配慮が必要な児童生徒について，半年に一度学校に調査を行っている。

　震災後，被害が甚大であった地域からの転入生は約1，１00名。学校における心のケアの必要性はより高
まっていた。具体的には，児童生徒の健康状態把握の方法と評価の仕方，あるいは継続した支援を行うた
めの学年間，学校間の引き継ぎ方法など，心のケアの取組に関する検討が必要であった。また，時間の経
過とともに，仮設住宅での生活によるストレスやDV，虐待，あるいは不登校などの問題の増加が危惧され，
さらに，震災当時未就学だった子どもたちの状態の把握など，個別の対応や支援が必要となってきていた。

平成24年度の状況

〈平成24年度〉

3 . 平成24年度の取組

(1)　平成24年度心のケア推進事業の概要
　震災から2年目を迎えた平成24年度は，以下の3点
を見据えながら，心のケア推進事業に取り組んだ。
・児童生徒の心身の状態を継続的に見守ること
・今必要とされる心のケアを適切に行うこと
・中長期的な取組の方向性を検討すること
　各推進事業の概要については，以下のとおりである。
【児童生徒の心のケア推進委員会】
・平成23年度に引き続き推進委員会を年間5回開催し
た。主な内容として，全小中学校対象の「心とから
だの健康調査」の質問項目や実施方法，「個人記録
票」の活用等について検討を行った。

【SCの配置・派遣】
・仙台市立の全ての学校に，SCを配置（一部緊急派
遣校を含む）し，教育相談体制の充実に努めるとと
もに，被災地域からの転入生や保護者の相談にも，
対応できる体制をとることができた。
・SCは，「心とからだの健康調査」実施に伴う小中学
校での心理教育にも取り組んだ。

【心のケア支援チームの派遣】
・「震災後の児童生徒の健康状態調査」※1や月別のＳ
Ｃ相談記録報告書，学校からの聞き取りを元に，精
神科医・臨床心理士・指導主事からなる「心のケア
支援チーム」を学校に派遣し，教職員への指導助言
等を行った。4チームで，延べ43校への派遣を行っ
た。

【支援対象校9校への精神科医派遣】
・平成23年度は，支援対象校の小学校4校に精神科医
の派遣を行ったが，中学校への進学等も考慮し，平
成24年度は支援対象校9校に拡大した。

【心のケア研修会の実施】
・震災に伴う児童生徒の心身両面への影響等や心理教
育に関する「心のケア研修会」を計9回実施した。
　時間が経つにつれて必要とされる知識や情報も変

わってくることから，チーム支援のあり方や発達障
害のある児童生徒への対応などについての研修を
行った。

(2)　全小中学校対象「心とからだの健康調査」の実
施（P45参照）
　「心とからだの健康調査」では，支援対象9校への
災害後のストレス反応に関する質問と，全市の小中学
校への日常ストレスを中心とした質問を行い，各校に
おける児童生徒への継続的な支援や相談に取り組ん
だ。

(3)　その他の取組
【健康状態に関する「個人記録票」の作成】（P46参照）
　震災で精神面への影響が心配される児童生徒に対し
て，継続的な支援や相談を行うための個人記録票を
作成し，12月より活用を開始した。心身の状態につい
て，年度替わりや学校間での引継ぎに活用し，担任が
変わったり，学校が変わったり，状況が変わったりし
ても，きちんと引き継がれることを目的に活用を促し
た。
【心のケアハンドブック，マニュアルの作成】（P69参
照）
　SC調査研究委員会で平成21年度に作成した事件・
事故発生時の「心のケア緊急支援マニュアル」を基に
検討を行い，自然災害時の緊急支援の流れを示した
「同～自然災害編～」を作成し，各学校に提示した。
　また，震災発生から平成24年度までの児童生徒の
心のケアの取組を基にした，教師用生徒指導ハンド
ブック「見て分かる震災後の児童生徒の心のケアと対
応」を作成した。本市の教職員が，震災の経験やその
後の取組を共有しながら，中長期的な見通しを持ち，
適切な支援と対応を行うため，「基本認識」と「具体
的な対応」についてまとめた。（教育相談課ホームペー
ジにも掲載）
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【教育相談課ホームページ「心のケア」の運用】
　平成23年度から本市教育委員会ホームページに，
保護者・一般市民向けの「震災後の心のケア」を掲
載していた。それに加え，新たに平成24年5月より，
教育相談課ホームページとして，実施している心の
ケアの取組や研修会の内容，ハンドブック・マニュ
アルのデータ等を掲載した。

図2－２ 教育相談課ホームページ
http://www.sendai-c.ed.jp/~soudanka/index.html
（�「仙台市教育センターホームページ」のリンク集か
らアクセスすることができる）

(4)　学校での具体的な取組
　以下は，ＳC調査研究委員会の中で，3年間の取組
を話し合った際に出された意見である。
【教職員の具体的な取組】
・学校が子供にとって「安全で安心できる場所である
こと」「保護者が安心して通わせられる」という意
識を取り戻すことが大切であった。そのために，子
供たちが不調を訴えてきた際，頭痛や腹痛といった
内科的なもの以外についても丁寧に話を聞きながら
対応を行った。その中で「実は」という形で相談さ
れたことがあった。
・保護者の中に，被災地が整理されていくにしたがっ
て思い出もなくなったような喪失感を感じる方がい
た。仙台市内の震災に対する温度差へのストレスも
重なって苦しんでいる方もいた。

【SCの具体的な取組】
○子供への対応について
・震災時の状況等については，ごく軽く当時の状況を
確認する程度にとどめ，「話をしたくなったら聞き
ます」というスタンスを示した。
・被災地から転入してきた子供の中に，転入直後は
荒々しい言葉遣いなど不安定な様子を見せていた
が，学校になじむにつれて落ち着いていった子もい
た。

・被災地からの転入生に対する対応について苦慮して
いる教職員の姿が見られ，そのことが疲労につな
がっていると感じた。
・新入学の子供たちについては震災当時の状況がわか
らないため，状況の把握に努めた。
・復興プロジェクトで流れたビデオ映像を見てストレ
ス反応を起こした児童がいた。ビデオ自体は反応を
起こすような内容ではなかった。「時間が経ってか
ら反応を出す子がいる」ことを学校全体で再確認し
た。
○教職員の状況及びＳＣの支援について
・震災から1年が過ぎ，疲労感を抱えている教職員の
姿が散見されるようになった。自分が出している反
応が震災の影響によるものであることに気づかずに
いる教職員もいた。
・教職員を対象に面談を実施した。勤務の中では自ら
の被災体験を話すことができなかった職員も，面談
の中で少しずつ表現する様子が見られた。SCが関
わることで本来の状態を取り戻すことができたよう
だ。
・SC自身は，SC同士で情報交換をする中でピアサ
ポート的にケアをしていた。
○SC対象アンケート調査より
・スクリーニングテスト実施に当たって，リラクセー
ションなどの心理教育の仕方を教職員へ伝えた。実
施後には，気になる生徒のピックアップに努めた。
テストの有効性を感じた。
・震災のショックで登校時のバスに乗れない新入生や
教室内で騒ぐ児童についての相談に応じた。
・直接震災のストレスで困っているというよりも，二
次的な問題から支援が受けにくくなっていることが
多いと感じた。保護者が体調を崩すケースもあり，
支援する側(大人)のケアの必要性を感じた。
・１年が経ち，ようやくさまざまな反応を出せるよう
になってきた児童生徒への個別支援を意識して活動
した。
・転校生は，被災体験だけでなく，家庭と学校の二つ
の生活環境の変化によるストレスも抱えていること
で，適応するために大きな労力を使っている様子が
観察された。
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【格差の拡大】 地域，経済面，家族関係等での環境や状況の格差（全体の支援から個別ケースへ）
【震災の影響や問題の風化】 時間の経過に伴う問題の潜在化や複雑化
【教職員の意識の変化】 人事異動や管理職の退職等に伴う学校間や学校内での教職員の意識の差
【二次的な問題への対応】 不登校や問題行動，指導困難学級等非定型な形の問題が増加することへの懸念
学校の教育相談体制を十分に機能させ，チームによる継続的な個別支援が求められていた。

～震災から3 年目を迎え，中長期の課題が見え始めてきた～中長期の課題

〈平成25年度〉

4 . 平成25年度の取組

(1)　平成25年度心のケア推進事業の概要
　阪神・淡路大震災では，児童生徒の問題行動等が2
年目以降に増加したとの報告があった。不登校の問題
や小学校での行き渋り，指導困難学級の問題など，こ
れまで以上に震災の影響が子供たちにいろいろな形で
表れてくることが危惧された。また，「震災後の児童
生徒の健康状態調査」において，震災当時未就学で
あった児童（現在小学3年生以下）の健康状態が心配
であるとの報告が上がっている現状から，継続した心
のケアの取組が必要な状況であった。
【児童生徒の心のケア推進委員会】
・推進委員会を3回開催し，本市の児童生徒の現状と
今後の支援の在り方等について協議を行った。

【SCの配置・派遣】
・全ての学校に，SCを配置（一部緊急派遣校を含む）
した。震災そのものの相談件数は減少しているが，
相談内容の背景に震災が影響していることが推測さ
れる。年度初めに実施した「心とからだの健康調査
票（保健調査票）」を各学校で活用するに当たり，
教職員に対してのコンサルテーションを行った。

【心のケア支援チームの派遣】
・心のケア支援チーム4チームを延べ31校に派遣し
た。被災地からの転入生や家庭環境などからくる不
安や不適応といったケースについて，指導助言を
行った。

【支援対象校9校への精神科医派遣】
・支援対象校9校に対し，1校あたり2～6回の精神科
医の派遣を行った。主な内容として，授業観察や児
童生徒についての情報交換，教職員への助言，研修
会での講話等を行った。

【心のケア研修会の実施】
・「心のケア研修会」を7回実施した。主な内容とし
て，震災から2年以上経過した復興期の児童生徒へ
の心のケアについての研修を行った。また，支援対

　象校に対しては，事例発表や健康調査の結果等につ
いての研修を行った。

【保健調査票への心とからだの健康調査項目の追加】
・4月始めの保健調査票に「心の健康チェック」項目
を追加し，保護者対象の調査を行った。（詳細はＰ
68）

【心とからだの健康調査】（詳細はＰ58〜63）
・平成23年度より支援対象校の児童生徒を対象に「心
とからだの健康調査」を年1回ずつ実施してきた。
平成25年度は，保護者と学級担任の両者に対して
「子供の気持ちと生活に関する調査」を実施した。

(2)　学校での具体的な取組
　　以下は，ＳＣ調査研究委員会の中で，3年間の取
組について話し合った際に出された意見である。

【教職員の具体的な取組】
○子供への対応について
・避難訓練の時に反応を見せた子供がいて，その時に
自分の被災体験を話し始めた。子供が表現できるよ
うになるためには時間がかかるということを改めて
感じた。
・子供の震災当時の状況がわかりにくくなっているこ
とに不安を感じた。当時の教職員も異動しているた
め，情報が途切れていくことが心配であった。今後
も丁寧な引き継ぎを続けていくことが必要と感じ
た。
・仮設住宅で生活する子供の中に，ストレスから身体
症状（抜毛）を見せているケースがあった。阪神・
淡路大震災でも同様の報告がされており，こういっ
た子供に対するケアの研修も必要である。
○転入生への対応について
・本人の状況を丁寧に確認する必要があった。その
際，保護者の願いを確認しながら対応していくこと
も必要であった。幼稚園と小学校，小学校と中学校
との連携について，心のケアに関する情報交換をよ
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※1　宮城県，岩手県，福島県から震災のため転入した児童生徒

り一層密にしていくことが求められている。
・被災地からの転入生の受け入れをきっかけとして，
転入生全員から話を聞く機会をもった。震災に関す
る心のケアとは限定しない形で話を聞き，必要に応
じて早期対応できるように工夫をした。
・被害の大きかった地域からの転入生に対しては，全
教職員で共通理解するようにした。震災当時の状況
を押さえ，直接的な影響が出ていなくてもベースと
して何らかの影響があると捉えていく。
・転入生は複雑な問題を抱えている場合が多く見られ
た。子育て支援あるいは生活支援として家族のサ
ポートを考えていく必要がある。

図2−3被災地からの児童生徒の受け入れ状況※1
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○保護者への啓発・対応について
・新入生保護者との面談時には，震災当日の状況を聞
き取るように心掛けた。その話の中で子供の特性を
つかみ，日常の支援に生かすよう努めた。
・保護者の中に，学校での安全確保について不安を抱
いている方がいらした。その背景として家庭環境や
被災状況を把握しておくことが必要と感じた。一
方，心のケアに関する理解を示さない保護者もおり，
心のケアの必要性を根気強く伝えていくことも必要
である。

【ＳＣの具体的な取組】
○教職員との連携について
・教職員から，防災訓練でのストレス反応を心配する
声があった。ストレス全般に関わる知識を身に付け
る必要性を伝え，訓練の前後にリラクセーションを
実践することをアドバイスした。
・養護教諭が活用できるリラクセーション資料を渡
し，養護教諭に実践してもらった。こういった取り
組みを養護教諭が行うことは有効だと感じた。
・子供たちから出てくるエネルギーを適切な方向へ向
けていくことが今の課題のひとつではないか。
○健康調査票について
・勤務校において全員分の調査票を確認し，心配な子

供をピックアップした。たとえば，「誰かに話を聞
いてもらいたい」という項目にチェックが入った子
供には，担任から声掛け等の対応をお願いした。担
任から「いつでも話を聞くよ」というメッセージを
届けることは意味があったのではないか。
・震災だけでなく日常のストレスチェックが必要で
あった。
・数値結果だけでなく，中身を汲み取ることができる
調査でもあると感じた。日常の子供の姿と調査結果
が違う場合には注意が必要である。
・入学前に震災を体験した子供の場合，当時の状況を
確認しておくことが必要であった。保護者の状況も
含めて確認した。保護者の意見が反映されていると
いう前提に立って活用していく。
○時間の経過と相談内容等の変化について
・平成24年度以降は，子供が入学するにあたり，今
後どのような反応を見せるのかということを不安に
感じている保護者が見られるようになった。入学
前に子供の状況を知っていてほしいという思いの保
護者もおり，事前の配慮が必要であった。SCとの
事前の面接や新入生の就学時検診の際に保護者から
聞き取りを実施した。学校によっては，事前にアン
ケートに記入してもらい，事後相談の際に活用した。
それらをもとに入学後，家庭訪問等で状況の確認，
対応を行った。
○SC対象アンケート調査より
・勤務校が異動となったため，着任当初，被災地から
の転入生の有無及び学区全体の被災状況について確
認した。また，新しく赴任した教職員との情報交換
を実施した。
・ 入学前に震災を経験した児童や転入生の状況把握
に努めた。
・就学時健康診断の際に状況を確認するうえでの留意
点等について助言を行った。
・震災当時は課題のなかった（ストレス反応のなかっ
た）児童生徒に対しても，現状で気になる児童生徒
に関してはケース会議を行い，各学年で丁寧に対応
するように働き掛けた。
・全てのスクリーニングテストに目を通し，今後配慮
が必要な児童生徒について養護教諭や担任等と情報
交換を行った。教職員からは，「保護者の記入した
内容と本人が学校で見せている姿にギャップを感じ
る」という声が聞かれ，普段の言動や表情をよく見
取ることの重要性を伝えた。
○児童生徒等への具体の対応
・児童生徒向けにストレスマネジメントの講話を実施
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した。その際，心理教育に関するDVDを活用する
など，日常的に行えるような工夫を試みた。
・PTSD症状（悪夢）を訴える児童と面接を行った。
夢に関する訴えがあった場合の対応について，担
任・養護教諭と情報交換を行った。
・震災に関する記念日反応などの説明を便りで配布し
啓発を行った。
・居住形態が変化することにより，災害前からのスト
レスがさらに大きくなっているような様子が見られ
た。先行きが見えない不安を受け止められるように
努めた。

　平成25年11月24日，東北楽天優勝パレード。
オープンバスには百余名の戦士，沿道には21
万４千人のファン。「おめでとう」ではなく「あ
りがとう」の連呼。
　震災から3年目，「今・で・し・ょ」とばかりにリー
グ制覇を志し，うらおもてなしにチームプレーに
徹し，終に日本一を勝ち獲った。参戦初シーズン，
借金59の最下位。9年目の快挙は「倍返し」どこ
ろではない。ファンにとっては最高の「おもてな
し」，「じぇじぇじぇ」の感嘆符をつけて感謝の言
葉を送る。
　被災地が，東北が，日本がひとつになった。楽
天，日本一をありがとう。…私たちは楽天球団の
大活躍から勇気や希望，感動など多くのプラスの
ストロークをもらった。そして，期待すること，
託すことの喜びに浸りつつ連帯感や一体感という
“絆”を実感したのである。
　暗雲垂れこめる世相の中で，これが唯一の光明
かとも思いきや，否，もう一つのいい感じがあっ
た。他でもない，「仙台市児童生徒の心のケア推
進委員会」の展開である。平成23年7月設置以
来，委員各人は直接支援の役割を果たしつつ委員

会に集い，心のケア推進の全体計画と実施，検証
の一連の流れをつくってきた。この中で，行政内
部委員も，地元外部委員も，遠地からの専門家委
員も目的意識を共有しながら連帯感を醸成して任
に当った。この一体感こそ“絆”なのではないか。
この感覚を得られたことは，千人力を得たに等し
い。この後に，どんなに強い揺れがきても，どん
なに大きな波に襲われようと，苦難を乗りきれる
自信が湧いてくる。
　所詮，人は個の力のみでは生きられない。「津
波てんでんこ」は，瞬時の生き延びる術であって，
真に生き続けるには，共感や連帯感，連携や協働
などの人と人を繋ぐ“絆”の存在が不可欠である。
　「“絆”が在るか，できているか？」
　それは子どもたちのおかれている現状を観れば
よく判る。
なぜならば…
　子どもたちの現状
　　　→子どもたちは今
　　　　　　→Kids now（き

・
ッず

・
な
・
ウ)

という訳である。

「“絆”を実感」

仙台市児童相談所　所長　　高橋 達男
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　本市教育委員会では，児童生徒の心のケアを適切に推進していくために，精神科医や大学教授，臨床
心理士等の専門家に，児童相談所や精神保健福祉総合センター等の市関係機関職員を委員に加え，平成
23年7月に仙台市児童生徒の心のケア推進委員会を発足し，継続的に協議を進めた。児童生徒の心のケ
ア推進計画の策定や具体的な心のケアの取組，「心とからだの健康調査」の実施等について，専門的な
助言と関係機関との連携等により，児童生徒の実態に即した対応を図ることができた。また，個人記録
票の作成や全ての児童生徒が9年間継続して行う健康調査の実施など，中長期的に支援していくための
具体的な取組を進める上での貴重な話し合いの場となった。

適切な心のケアの推進のために

1 . 児童生徒の心のケア推進委員会

(1)　目的
　東日本大震災により被災した児童生徒の心のケアの
推進を目的に，専門的な観点からの助言を得ながら，
今後の中長期にわたる具体的な取組について協議を行
う。

(2)　主な協議事項
　委員会は，児童生徒の心のケアに関する次の事項に
ついて検討し，協議を行うものとした。
　①心のケアに係る緊急支援チームの派遣に関すること
　②心のケアに係る研修会に関すること
　③心の健康に係る調査に関すること
　④スクールカウンセラーの配置に関すること
　⑤関係機関との連携に関すること
　⑥その他，児童生徒の心のケアの推進に関すること

(3)　委員構成
　委員会は，医療関係者，学識経験者，及び関係機関
職員のうちから教育委員会が委嘱又は任命する委員を
もって構成することとした。
【平成23年度（13名）】
・委員長
　　千葉神経科内科クリニック院長
　　教育相談課嘱託精神科医	 千葉　　健氏
・副委員長
　　宮城教育大学教職大学院教授
　　教育相談課学校スーパーバイザー	 佐藤　　静氏
・委員
　　東北福祉大学教授	 宇田川一夫氏
　　日本臨床心理士会東日本大震災心理支援センター
　　運営委員	 髙橋　　哲氏
　　仙台市児童相談所長	 高橋　達男氏
　　仙台市SCSV	 髙橋　総子氏

　　東北福祉大学教授・せんだんホスピタル副院長
　	 滝井　泰孝氏
　　仙台市立病院精神科医長	 武村　　史氏
　　宮城教育大学教授	 野口　和人氏
　　仙台市精神保健福祉総合センター所長
	 林　みづ穂氏
　　武蔵野大学教授	 藤森　和美氏
　　宮城県臨床心理士会会長	 堀毛　裕子氏
・調査協力者
　　国立精神･神経医療研究センター精神保健研究所
　　成人精神保健研究部災害支援研究室長
	 鈴木友理子氏

【平成24年度（13名）】
・委員長	 千葉　　健氏
・副委員長	 佐藤　　静氏
・委員	 髙橋　　哲氏・高橋　達男氏
　　宮城県臨床心理士会会長	 高橋　典子氏
	 髙橋　総子氏・滝井　泰孝氏
	 武村　　史氏・野口　和人氏
	 林　みづ穂氏・藤森　和美氏
　　つつじが岡メンタルクリニック院長
	 望月美知子氏
・調査協力者	 鈴木友理子氏
　
【平成25年度（13名）】
・委員長	 佐藤　　静氏
・副委員長	 千葉　　健氏
・委員	 鈴木友理子氏・髙橋　　哲氏
	 高橋　達男氏・高橋　典子氏
	 髙橋　総子氏・滝井　泰孝氏
	 武村　　史氏・野口　和人氏
	 林　みづ穂氏・藤森　和美氏
	 望月美知子氏

25

3 章震災に伴う心のケア推進事業



(4)　主な協議内容等

仙台市児童生徒の心のケア推進委員会 実施状況

年
度 日 時 主な協議内容

平
成
23
年
度

平成23年7月28日(木）
【第1回推進委員会】13:00～16:00

・「本推進委員会」設置の趣旨について
・東日本大震災による学校の被災状況・取組についての報告
・平成23年度及び今後の取組についての協議

平成23年9月8日(木）
【第2回推進委員会】13:00～16:00

・児童生徒の健康観察調査結果についての報告
・児童生徒の心の健康調査についての協議
・転入生，仮校舎等の児童生徒の心のケアについての協議

平成24年3月8日(木)
【第3回推進委員会】13:00～16:00

・平成23年度心のケア事業についての報告
・「心とからだの健康調査」結果についての報告
・平成24年度心のケアの取組についての協議

平
成
24
年
度

平成24年5月10日(木）
【第1回推進委員会】14:00～16:00

・平成23年度仙台市児童生徒の状況についての報告
・平成24年度仙台市児童生徒の心のケア推進方針について
・「児童生徒の心とからだの健康調査等検討会」設置について

平成24年7月12日(木）
【第1回健康調査検討会】14:00～15:00
【第2回推進委員会】15:30～17:30

・仙台市児童生徒の状況と支援対象9校の状況について報告
・「心とからだの健康調査」実施方法，項目についての検討
・個人記録票についての検討

平成24年9月20日(木)
【第2回健康調査検討会】14:00～
【第3回推進委員会】15:30～17:30

・児童生徒の状況についての報告
・心のケア事業の取組についての中間報告
・平成25年度以降の心のケアに関する取組について検討
・「心とからだの健康調査」の質問項目等についての協議
・個人記録票の内容について検討

平成24年12月6日(木)
【第3回健康調査検討会】14:00～15:00
【第4回推進委員会】15:30～17:30

・「心とからだの健康調査」結果についての報告・検討
・平成25年度以降の健康調査についての協議
・個人記録票の活用についての協議
・平成25年度以降の心のケアの取組・方針についての協議
・「心のケアハンドブック」，「同マニュアル」の内容の検討

平成25年2月21日(木)
【第5回推進委員会】14:00～17:00

・平成24年度心のケア事業についての報告
・平成25年度心のケアの取組についての協議
・「心とからだの健康調査」分析結果についての経過報告

平
成
25
年
度

平成25年5月30日(木)
【第1回推進委員会】14:00～16:00

・児童生徒の現状と課題についての報告
・平成25年度心のケア推進事業についての協議
・心のケア記録誌の編集内容についての協議

平成25年8月29日(木)
【第1回健康調査検討会】14:00～15:00
【第2回推進委員会】15:30～17:30

・健康調査票活用の事後調査についての報告
・「心とからだの健康調査」実施方法等についての協議
・健康調査票の活用についての協議

平成25年11月30日(木)
【第3回推進委員会】14:00～16:00

・「心とからだの健康調査」結果についての報告・検討
・心のケア事業の取組についての中間報告
・心のケア記録誌の内容について検討

平成26年2月13日(木)
【第4回推進委員会】14:00～16:00

・平成25年度心のケア事業についての報告
・平成26年度心のケアの取組についての協議

26

3 章 震災に伴う心のケア推進事業



(5)　主な意見
【平成23年度】
○第1回推進委員会
・心のケアは，緊急支援対象校だけではなく，福島県
や岩手県，県内の被災地からの転入生を含め，市内
全ての学校で実施していく。
・現在は症状を出していない児童生徒に対しても，今
後心のケアが求められてくる。
・心の健康調査実施に向けて課題が多い。質問項目，
文言，調査時期等について慎重に協議する必要があ
る。
・できるだけ多くの教職員が，心のケアの研修会に参
加できるようにする。保護者向けの研修会も企画し
ていく。
・スクールカウンセラー等の協力を得ながら，心理教
育を学校で取り入れていく。
○第2回推進委員会
・支援対象校への精神科医派遣は，学校にとって定期
的に専門家に相談できることで安心感につながって
いる。（ハイリスクの児童生徒には，過敏に対処す
るのではなく，気になる点があれば相談するような
形）
・学校の教職員がかなりがんばって対応している様子
が見られる。
・心の健康調査の目的がスクリーニングであるかどう
かはっきりさせることが必要である。多くの子が自
然回復できた時期に回復できていない子を見つける
という点で，時期は6か月後の10月が適切と考える。
・校内支援体制で特に小学校においては，どのように
情報の共有を図ればよいか悩んでいる学校がある。
・校舎が使用できない学校の児童生徒がストレスを抱
えていると考えられる。
・教職員の心の健康調査として，ストレスについてセ
ルフチェックできる体制がよいのではないか。
○第3回推進委員会
・「心とからだの健康調査」(支援対象校に実施)の結
果では，予想よりもハイリスクの児童生徒が少な
かった。表出できない児童生徒がいることが予想さ
れるので，今後も洗い出しが必要と考えられる。震
災の影響よりも日常のストレスの方が結果として出
たように思われる。
・「心とからだの健康調査」を今後どのような形で続
けていくか検討するべきである。学校で行われてい
る健康診断と併せて行う方法もあるのではないか。
平成24年度は，検討会を開催して原案を作成し，
推進委員会で協議していく。

・子供を取り巻く環境の問題が大きい。大人の不安定
さが子供に出ている。周りとの格差，温度差もある。
安全なところへ避難した人ほど温度差を感じている
実態もある。家族が疲れてきている。保護者への対
応も必要ではないか。
・平成24年度の心のケアの取組は，原案の形でよい
であろう。特に心のケア支援チーム派遣は，PTSD
などの早期発見や今後の対応に有効であろう。

（平成23年度第1回推進委員会の様子）

【平成24年度】
○第1回推進委員会
・被災地域から転入してきた1，100人の子供たちをど
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う受け止めていくか，支援方法，環境づくりを考え
ていく必要がある。
・ハイリスクの子供への対応だけではなく，他の子供
たちについての積極的な取組も必要。本市教育委員
会の「故郷ふるさと復興プロジェクト」として，ゴ
ミ拾いやあいさつ運動など学校独自で取り組んでい
る。他課とも連携しながら取り組んでいく。
　（心とからだの健康調査について）
・1学期に調査し，2学期に活用するのが理想である。
学校が知りたいのは，被災状況がよくわからない新
1年生についてではないか。
・調査は，状態を把握して生かしていくことで実施を
継続させていくことができる。子供にとって意味が
あるから実施していくという考え方がベース。デー
タの活用について検討していく必要がある。
・平成23年度健康調査のハイリスクの子供たちにつ
いて，担任の先生との個別の面談を行った。ほとん
どのケースについて，早急に対応する必要はなく，
トラウマ化は少なかった。
・市内の小中学校児童生徒の健康状態をどう評価して
いくのか。長期的に通常の子供たちの状態を把握し
ていくのがいいのではないか。年度初めの学校の健
康調査，健康診断等と同じように行っていくことが
いいのではないか。
○第2回推進委員会
・健康調査の実施にあたって，「調査の手引き」を作
成し，「授業案」として例示する。どの学校も同じ
状況で調査を行う。調査にあたり心理教育を行った
り，リラクセーション法を教えたりする必要がある。
・結果の活用として，保護者向けに広報を行う。具体
的には，昨年度の調査が心のケアの推進に役立って
いるというメッセージを発信していく。その際，支
援対象校の保護者に対しては早目に広報を行う。
・健康状態に関する「個人記録票」の中に，震災前の
児童生徒の様子を入れる必要がある。心身の状態に
ついて，担任や学校，状況が変わっても，きちんと
引き継がれることが大切である。情報管理の面から
ペーパーベースで活用したほうが現実的である。
・市外の被災地では，昨年度は再体験と日常ストレス
の値が高かった。トラウマの影響は減少している
が，日常ストレスは高いという子供が出てきた。こ
れは，仮設住宅の問題が大きいと考える。今後，日
常ストレスの調査をどう活用するかが重要である。
結果が高い子供はきちんと面接し，どういうストレ
スがあるかを把握していく。学校・学級でどう対応
するのかといった研修も必要と考える。

・阪神淡路大震災のとき，経済的な問題などから家族
が子供を学校に送り出す力が弱まり，子供たちの生
活が不規則になっていった。親のエネルギーが欠け
てくることが，問題行動につながった。大人側の無
力感の蔓延と子供側のエネルギーの回復のずれをど
うしていくのか，子供のエネルギー（表現）をどこ
に向けていくのか検討する必要がある。問題が出て
きた時に家庭の問題とか家庭がどうなっているのか
見ていかなければいけない。
・問題行動が出てきた時に，規則や規範に対して教職
員の意識が甘くなるという心のケアの課題が表れて
くることがある。教育の根幹に関わることと考え
る。子供への対応は柔軟でありながら，毅然とした
態度も必要である。
・震災後，落ち着かないなどの生徒指導上の問題が増
えるのではないかという話を聞いている。未然防止
に向けての取組も必要。仙台市生徒指導問題等懇談
会で，テーマ「震災における生徒指導のあり方」に
ついて，平成23年度から継続して話し合いを行い，
今後の対応等について検討していく。
・生活が比較的安定している場合には，あえて治療を
急がなくても自然と回復することが多い。また関係
者が震災の影響を強調し過ぎると、子供自身が，震
災との距離が取れなくなってしまうことがある。ま
ず本人の健康的な部分をきちんと評価したい。関わ
る側のスタンスはとても重要である。
・震災対応だけでなく，全小中学校の児童生徒の健康
状態について調査することは大切である。
・震災後のDVが特に心配。直接・間接的に震災の影
響を受けているのは親・大人である。相談機関や専
門機関が連携を図りながら，今まで以上にじっくり
と子供たちを見ていく必要がある。
○第3回推進委員会
・「心とからだの健康調査」の結果については，研修
会に各校から必ず参加し，学校全体で共有，活用を
図る。また，支援対象校の保護者へ結果を伝える際
には，心のケアに関する情報も伝えた方がよい。
・平成25年度以降は，「心とからだの健康調査」は支
援対象校のみに実施する。当時の小学１年生が中学
卒業までの10年程度の継続的な調査が必要ではな
いか。何もしないと，長期の中で忘れ去られてしま
うということがある。調査を続けることは，震災へ
の意識を持続させるということにつながる。継続性
を考え，調査項目は同じものがよい。全市立小中学
校については，保健調査票の一部として活用してい
く。
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※1　比較的順調に回復していくものと，いつまでたっても震災の心の傷が癒されないまま残っていくものとが出る現象

・「個人記録票」の取扱いについて，児童生徒を継続
的に見守ることを考えると，担任だけではなくSC，
学年，養護教諭など学校全体で共有していくことが
大切と考える。また，記入の仕方・観察の視点など
の共通認識が必要である。誰が保管していくかなど
運用の方針を示す。
・被災地から震災の被害が比較的小さかった学校へ転
入してきた子供や家族への支援が大切である。学校
から現在進行形の子供の状態がケースとして上がっ
てきている。たとえば心の傷を受けていても明るく
振舞っているなど，問題はあるが事例化していな
いケースについても意識して支援していく必要があ
る。
・「鋏現象※1」が起きたとき，どうつなぎとめていく
かが課題である。
・熱心な先生に，長期的にやってきた疲れが出てきて
いる。一人にしわ寄せが行く支援は続かない。教職
員も含めて，心のケアに学校全体で取り組んでいく
という姿勢を明確にしていくことが必要である。た
だし，支援者の負担が増えないよう配慮する。
○第4回推進委員会
・「心とからだの健康調査」の結果ハイリスクであっ
た児童生徒については，これまで症状が出ていなく
ても，急に出てくることもあるので要注意である。
フォローが大切である。また，保護者からの申し出
があり調査を受けなかった児童生徒は，保護者の心
理的な反応が反映されているのではないかというこ
とが考えられる。
・支援対象9校については，健康調査を今後も継続し
て実施していく。その他の全小中学校については，
日常的に継続的なケアができるよう，保健調査票に
組み込む形での調査を継続していく。9年間蓄積す
るということを意図しているが，いつの間にか生か
されずに義務的にただやるだけということになるお
それがある。今後は，健康調査票の活用の仕方につ
いての取組が必要である。経年で調査をしていくこ
とを，丁寧に広報していかなければならない。
・間借り状態が続くと，「間借りのまま入学して卒業
する」という子もでてくる。「自分の学校」という
意識を醸成するための取組や行事が必要である。ま
た，元の校舎に戻ることが不安という子供がいる場
合の留意点としては，急に校舎に入るのではなく，
模擬登校などの配慮が必要である。
・心のケアの取組は，学校により温度差が見られる。
各学校に継続して働き掛けていく必要がある。

○第5回推進委員会
・仙台市では，精神科医の学校訪問がうまくいってい
ると感じる。医療機関や専門機関とのつながりにつ
いては，学校巡回相談が平成8年度からスタートし
ていて，学校内で教職員が専門家からアドバイスを
受けているという土壌があった。学校が受け身では
なく，積極的に活用を考えている。この「仙台モデ
ル」は，震災後の学校支援として効果を上げている
が，全国でこのように動くことは難しいとも感じる。
・発達障害のある子供たちは適応上の困難さが見られ
たが，震災後もやはり家族の包容力が低下している
ことで学校の中で不適応を起こしているというケー
スがあるようだ。
・震災当時未就学だった子供たちは，ばらばらの体験を
しており，しかもまだ言語化できない年齢であったた
め，言葉で表現することが難しく，今後緩やかに非定
型な形として症状が表れてくることが考えられる。
・「東日本大震災」という表現で語られるが，場所に
よっては地震，津波の影響であり，また，福島県か
らの転入生については原発事故の影響であると思わ
れる。地震と津波と原発事故が続けて起きたという
ことを，ややもすると忘れてしまうのではないかと
心配される。
・支援対象校の児童生徒に対しては「心とからだの健
康調査（3年目）」を実施する。また，全市的には，
従来の保健調査票と併せて日常ストレスについての
調査を行う。

【平成25年度】
○第1回推進委員会
・心理教育については，教職員やSCを対象にその必
要性や具体的な方法を紹介しているが，実際に全て
の学校で全ての子供に行うところまでには至ってい
ない。学校ごとに状況が違っており，全ての学校で
も実践するかどうかは疑問がある。ニーズがあって
行うのはいいと思うが，被害があまりなかった学校
では，子供が戸惑うこともあると思う。
・震災というよりは日常のストレスマネジメントの方
が子供たちは実感として受け取れると思う。被害の
少なかった学校でも，家族の喪失体験を持つ子供た
ちや被災地からの転入生が混ざっている中で，同じ
内容のものを一緒に行うデメリットも考えなければ
ならないのではないか。一方，復興プロジェクト開
催で抵抗感を持った子供たちがいたという話を聞
き，実践するのであれば，SCがその学校で何が必
要かなどの見立てなど，事前準備を丁寧に行う必要
がある。
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・情報が上がってくることは，対応や支援につながる
ので安心できる。ただし，震災だけでなく，転居や
両親の離婚など様々な総合的な問題が子供に掛かっ
てきているので，丁寧にアプローチしていく必要が
ある。
・中学生はデリケートな年頃で，体の変化や発達の課
題等も抱えていて，仮設住宅で放課後どのように生
活しているのかなど心配な面が多い。福祉的な支援
も含めて，仕掛けを作ってサポートしていくことが
重要である。学校ができること，地域，福祉ででき
ることなど，セーフティーネットをうまく編んでい
く必要がある。
・阪神大震災では，生徒指導件数等が増加していたが，
本市ではあまり見られない。全体としては落ち着い
ている状態であると見ている。ただし，小学校での
指導困難学級が出始めているなど，今までと傾向が
違っている。今後この子供たちの状態がどうなって
いくのかという心配はある。
・市外の沿岸部ではいじめや窃盗，万引等の問題行動
が増えている地域がある。また，非行できる場所す
らなくなってしまった地域では，子供たちの元気が
良すぎてガラスを壊す件数が増えたり，多動傾向の
子が増えたりしている。子供たちのエネルギーを適
切な方向へ向けていくことが今の課題のひとつであ
る。
・仮設住宅の子供だけではなく，転入生の場合も複雑
な問題を持っている場合がある。仮設住宅の保護者
のメンタルヘルスなどは学校としてはつかみにく
い。家族も含めたサポートを考えていく必要がある
が，学校だけではサポートしきれない部分が多くあ
り，地域とどう連動していくかが今後重要になって
くると思われる。
・市外での支援で大人を見ているが，仮設住宅で保護
者が大変な場合は，子供は放っておかれている状態。
けなげに頑張っている子供が多いが，心配な子供が
いることも事実である。なかなかそこまで手を回す
ことは難しい。
○第2回推進委員会
・幼児健診時の健康調査では，震災後の時間経過につ
れて，全体に症状を出す割合は下がってきている。
下がり方は，1歳6か月児，2歳6か月児，3歳6か月児，
保護者の順にかんばしくない。すなわち，年齢が上
がるほど改善が得られにくい。
・支援対象校の健康調査について，調査項目は変更な
し。感想の記述欄等に前向きな内容を入れること
で，震災の認知の有り様を変容できることは大きい。

また，平成25年度は保護者と担任の両者からも調
査を行う。学校と家での様子が違うということをき
ちんと出していくことが大切である。担任の方が子
供の良い変化は拾いやすいのではないか。
・平成25年度4月，保健調査票に追加した「心とから
だの健康調査票」について，教職員の理解が十分で
はない現状がある。この調査には，多くの教職員が
関わり，問題を解決していくための資料として活用
してほしい。また，学校全体で取り組んでいくこと
について，教育委員会が学校に発信していく必要が
ある。何らかのモデル的な取組や現場での創意工夫
などの情報共有の機会があれば，より活用を促せる
のではないか。この調査を今後も継続させていくた
めには，4月の保健調査と健康診断を一緒にやって
いくことが定着につながる。この調査だけ5月など
の別の月に行うと，心のことだけをくり抜いて調査
を行っているようで違和感が出てくるかもしれな
い。
・特別支援学級での数値が高めに出たことについて
は，学校から発達上の課題などで丸をつけたようだ
との報告があった。実際にはそれほどの差はないの
ではないか。
○第3回推進委員会
・被害の大きかった他市町村の中には，「マイナス思
考」と「喪失体験」の関係がクリアに出ているとい
う印象がある。個々が受けた被害の大きさに差があ
るところでは，学校の中で「喪失体験」などのショッ
クをクラスの中でうまく出せない傾向があるのでは
ないかという印象はある。
・喪失体験のある子は2年後くらいに症状が表れてく
るという印象がある。もう一方で，ハイリスクだっ
た子が着実に回復しているとも言えるのではない
か。
・地域によって差が出てきているのであれば，どのよ
うなことが子供たちに影響を与えているか考えなく
てはいけないのではないか。
・人的な損失という体験は，やはり大きく，何もない
ということは考えにくい。そうした思いが眠ってい
るのではないかと思わなくてはいけないのではない
か。ぜひその辺も配慮して進めていただきたい。
・学校では子供たちの被災状況を把握している。同じ
喪失でも体験は全く違うために対応を変えなくては
いけない状況で，先生方も配慮して対応している。
・精神科医が半定期的に訪問する際にこの事業をどの
ように活用すればよいか戸惑っている学校があっ
た。精神科医派遣で行えることを改めて整理した
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※1　反社会的行動・非社会的行動の反対で、他人を助けることや他人に対して積極的な態度を示す行動のこと

り，学校に示したりする必要がある。その一方で，
精神科医が訪問することで，教職員が心のケアにつ
いて考える機会になった。
・相談対象の範囲に関して，どこまでを訪問したとき
の対象ケースとするかという問題があるが，多くの
精神科医は，この機会を震災に特化しないで使って
もらえればいいのではないかと話していた。定期的
に教育の現場に医療が入ることの重要性を指摘して
いた。必要に応じて精神科医も活用してもらえれば
と思う。
・心のケアというと，SCや担当の先生などが行うも
のとして特化した形で考えられてしまう場合がある
ように思われる。一般の先生方もそうしたことをき
ちんと目配りしながらやっていかなくてはならない
という視点は大事である。
・震災のことは徐々に風化していっているように思
う。風化しないように意識するということも研修で
伝えていただければと思う。
○第4回推進委員会
・教員と保護者の評価では大きく異なるということは
いろんな調査でも見られている。今回の調査で言え
ば，「友達関係の問題」について教員評価で高く保
護者評価で低くなっている。それは「見えるところ」
が違うのではないか。
・心のケア支援チームで学校から上がってくるケース
は，被災地からの転入生が多い。被災体験の少ない
子供が多い学校での転入生のストレスは高いもので
あると考える。
・支援対象校では，精神的な問題よりも生活習慣の乱
れなどについて助言を求められることが多い。支援
対象校に派遣されている他の精神科医からもトラウ
マ反応などの特に目立った問題がでてきているわけ
ではないと聞いている。
・向社会的行動※1の部分，つまり好ましい行動が減っ
てきているところから見て，平時に戻ってきている
のではないかなと思った。「そんなにいい子にして
なくてもいい」と思ってきたのかもしれない。
・子供は，小学生は小学生なりに，中学生は中学生な
りに頑張らざるを得ない状況がある。子供には，「元
気にしているくらいしかできない」，「自分には何が
できるのか」という思いがある。子供の「ひたむき
さ」や「前向きさ」に周りの大人たちが感心してし
まわないことが大事である。子供もどこかで息抜き
させてあげたい。
・被災地からの転入生の受入についてはチェック項目
を示し，各学校に周知している。市内では，健康状

態に関する「個人記録票」を活用して震災に関する
引き継ぎを丁寧に行うということで徹底してきた。
・学校が変わると子供の情報が分断されてしまうとい
うことがある。「個人記録票」を使っていくこと，
そして情報を総合的に集めておくことの大切さをこ
れまで以上に学校に伝えていってほしい。
・不登校の問題については，背景として，震災の影響
を受けていると思えてならない。そういった子供た
ちをどのようにケアしていくか取組を考えていく必
要性を感じる。
・震災の問題は，不登校やいじめなどいろいろな問題
と絡んでくる。子供たちが危険な状況にさらされて
いるということを大人たちは知る必要がある。子供
を危険から守るという意味では，私たちが震災だけ
に集中していると，抜け落ちることがたくさんある
のではないかという気がしている。
・震災は生活全体に影響が及んできているし，問題は
複雑に絡んでいる。研修内容も時間の経過や状況に
応じて工夫していかないといけない。
・他の地域の調査では，被害の大きさだけでなく，朝
食を食べていないということが大きなリスクファク
ターの一つであった。家族の機能を知る上でも一つ
のきっかけになると思う。震災から時間が経つほ
ど，その他の部分での視点を持って介入していかな
いといけないのではないか。
・震災について世代間を上手く繋いでいく必要があ
る。忘れ去られないような工夫をしないといけない
と感じている。
・学校訪問などを通して思うことは，風化も含めて，
問題が変わってきているということ。震災の前から
あった発達の問題，心身の問題，家族関係の問題な
どと，震災そのものによるものと震災後に生じてき
たものとが複雑に絡み合っていると感じる。生活状
況の変化など，常に動いている部分の影響も無視で
きないので，今後は視点を広く持ちながら，支援を
続けていかなければいけないと感じている。
・震災から3年が経ち，日常と非日常との繋がりが見
えてきた。非日常的な問題に対応するときには，日
常の対応がとても大事なのだと身に染みて分かって
きた。この委員会では，健康調査を新たな形で行う
など生産的な仕事に取り組むことができてよかった
と感じている。こういう形での取組を継続すること
が大事であると思う。
・平時の健康調査を続けていくことで，再び災害が
あったときは，日常時と非常時とを比べることもで
きると思う。
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・震災は保護者に直接負担がかかり，養育力の低下に
伴って学校に送り出さなくなるといった図式があ
る。家族力に問題があるケースは，児童相談所に繋
いでもらいたい。
・宮城県臨床心理士会では，阪神淡路大震災以降，緊
急支援の研修会を繰り返し実施してきたことが幸い
したと実感している。必要なことを平時に備えてお
くことは大事だと感じた。

(6)　成果
　本委員会からの助言により，心とからだの健康調査
や心のケア支援チーム派遣等で，児童生徒の実態に即
した心のケアの取組を行うことができた。
　また，心のケア推進委員会で情報共有ができたこと
により，関係機関との連携がさらに深まった。対応に
苦慮していたケースも迅速に対応をすることができた
ことも大きな成果であった。

　3月11日の災害発生直後，未だ現実に何が起き
ているのか十分な把握ができていない段階で，毎
月，通っていた仙台市の教育相談課からクリニッ
クに緊急の連絡が入った。それは児童生徒の心の
ケア推進委員会発足の知らせであった。
　直ちに，招集されたのが子供たちの心の問題に
直接に現場で関わっている各方面の専門家の方々
10余名である。北の岩手県から南の兵庫県まで，
このチームのために駆けつけてくれた。各専門家
の議論を繰り返しながら，舵取り役の教育相談課
が事務局となって，①学校現場，特に緊急支援対
象9校へ子供たちに対する専門家チーム等の定期
的な派遣，②教職員に対するサポート，及び心の
ケアの研修，③逐一，健康状況の把握のためのア
ンケート調査等を同時進行で計画し実行すること
等が決められた。
　初めの課題は平成23年度における震災後のア
ンケート調査実施の在り方であった。即ち，対象
は直接，子供たちか，ご家族か，教職員か，どの
ような準備が必要か，その実施以後に予想される
問題点への対応は如何にすべきか，等である。子
供たちに対し直接聴き取るアンケート調査の実施
には当然，フラッシュバッグを惹き起こすであろ
うリスクが懸念され，何度も討議が繰り返された。
過去の調査を参考にするとともに，今，我々に必
要とされる対応に役立つ独自の内容を盛り込み，

調査を実施することになった。予想に反して，各
学校が把握していた実情を補う情報が得ることが
できた。それらの結果を現場と双方向に共有しな
がら専門家チームの協力の在り方を模索し続けた。
　平成24年度を迎えた時点で，この1年以内を見
る限りPTSDの発生は当初の予想程には高い値を
示さなかった。それは幸いにも早期に多方面から
の心の支援を含めた介入があったことが要因と思
われる。代わりに，今後，長期に渡って水面下に
あったものが徐々に顕在化してくることが十分に
想定され，特に，新しく小学校に入学してくる児
童，そして，宮城県以外から転校してくる児童へ
の配慮が課題であることも調査を継続していく中
で確認され，且つ，必要と判断された。
　実際に現場で何が起きているのかは，刻一刻と
変化するものであり，実態を十分に把握するため
には，子供たちの声は勿論のこと，ご家族の理解
と協力，そして全ての教職員の大変な努力と時間
が必要であった。こうした活動の継続により，現
状の調査統計結果が得られたことに対して我々専
門家チーム一同心から感謝を申し上げたい。そし
て，何よりも今も尚，心の問題に悩まれている子
供たちとそのご家族，また，それを支え続けてい
る教職員の方々にこれらの記録がお役に立つこ
と，さらには時空間を超えて貴重なメッセージに
なるであろうことを願ってやみません。

「心のケア推進委員会発足の経緯」

千葉神経科内科クリニック　院長　　千葉　　健
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　平成23年度より，津波被害が甚大だった学校（※支援対象校）へのスクールカウンセラーの配置日
数等の拡充を行い，よりきめ細かい専門的な児童生徒への心のケアに努めている。また，国の緊急スクー
ルカウンセラー等派遣事業を活用して，スクールカウンセラーが未配置であった小学校39校にスクー
ルカウンセラーを派遣し，県内外の被災地からの1，100名弱の転入生への支援も含め，全ての学校で
カウンセリングが受けられるよう教育相談体制の強化を図った。
　※支援対象校…津波被害に遭った小学校6校，中学校3校，計9校。
　　　　荒浜小，中野小，東六郷小，岡田小，六郷小，七郷小，高砂中，六郷中，七郷中

スクールカウンセラー配置拡充・未配置校への派遣

２. 緊急スクールカウンセラー派遣

(1)　平成23年度のスクールカウンセラー配置
　本市における発災前のＳＣの配置は，全ての中学校
（63校），高等学校（5校），中等教育学校（1校），特
別支援学校（1校），小学校（125校中86校）であっ
た。詳細は以下のとおり。震災により，各学校では心
の専門家であるＳＣによる迅速で適切な対応が求めら
れていた。特に支援対象校への配置日数の拡充とSC
が未配置である小学校への派遣については喫緊の課題
であった。
【平成23年度のＳＣ配置校数一覧】

年間 小学校 中学校 分教室 高等
学校

中等
教育
学校

特別
支援
学校

合
計

50〜70日 59 59

25〜35日 16 4 1 5 1 1 28

10〜18日 70 51

合計 86 63 1 5 1 1 157

未配置校数 39 0 0 0 0 0 39

(2)　緊急スクールカウンセラーの派遣
　平成23年4月11日，多くの学校が再開し，少しず
つ学校は本来の姿を取り戻していった。しかしなが
ら，緊急支援対象校等被害が甚大であった学校につい
ては，通常の学校生活にはほど遠い状態が続いていた。
【平成23年度】
　平成23年5月の文部科学省の緊急スクールカウンセ
ラー等派遣事業の通知を受け，緊急支援対象校の中で
年間10日配置であった小学校3校に対し，6月から追
加の配置を行った。また，県内や岩手県，福島県の被
災地からも転入生が多数入ってきている現状を踏ま
え，緊急支援対象校だけでなく，市内全ての学校での
相談体制の充実を図ることが必要であった。その一つ
としてその時点でＳＣが未配置である39校の小学校
に，7月より年間9日間のSC派遣を行った。派遣にあ

たっては，本市でのスクールカウンセリングの取組や
ＳＣ同士の連携，今後の支援の継続性を考慮し，全て
仙台市ＳＣの中から派遣を行った。
　震災に関するＳＣへの相談は945件であり，震災に
よる恐怖や衝撃，喪失感，無力感等子どもの心身の健
康に関するもの以外にも，家族関係や学校不適応，学
校生活，不登校に関わる相談が多くあった。
【平成24・25年度】
　平成24年度からは，支援対象校9校の相談体制を充
実させるため，小学校には年間35日，中学校には52
～70日と配置日数の拡充を行った。支援対象校以外
の学校においても，震災で校舎が使用できなくなった
ために，仮設校舎で生活を送らざるをえなくなった4
つの小中学校に対し，配置日数を加増した。また，Ｓ
Ｃ未配置校への緊急ＳＣの派遣日数を年間12日とし
た。
　支援対象校に手厚い配置を行うことによって，教職
員とＳＣが連携して児童生徒や保護者への対応や心の
ケアをすることにより，全ての学校で被災地域からの
転入生や保護者の相談に対応する体制をとることがで
きた。配置日数を加増した学校からは，仮設校舎で生
活することによる児童生徒のストレスケアに丁寧に対
応できたという報告が届いた。相談件数については，
平成24年度以降は，震災そのものの相談件数は減少
し，徐々に「学校への不適応」や「学校生活」等通常
の相談内容に戻り始めた。
　ＳＣ未配置校の中には，被害の甚大であった地域に
隣接する学校や復興公営住宅を学区内に持つ学校があ
り，ＳＣが勤務する日には児童や保護者への面談が非
常に多い状況も見られた。そのため，緊急派遣校の
校長や派遣されているＳＣからは年間12日（月1回程
度）では不足であり日数加増の求めがあった。それ以
外の多くの学校においても，被害の甚大であった地域
からの転入生及びその保護者への対応を丁寧に行うた
めに，ＳＣを有効に活用するよう努めた。
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　一方で，ＳＣの必要な配置人数と配置日数の確保が
難しい状況があり，予算だけでなく人材確保も大きな
課題となっている。

(3)　スクールカウンセラーの追加配置と緊急派遣状況
【平成23年度SCの追加配置】

年度 23 24 25

派遣校数 39 36 35

派遣日数 9 12 12

【平成23～25年度緊急SC派遣校数・派遣日数】

学校名 通常
配置

追加
配置

緊急
派遣 計

荒浜小学校 10 28 0 38

中野小学校 10 28 0 38

岡田小学校 10 28 0 38

東六郷小学校 10 0 10 20

　文部省（当時）によるスクールカウンセラー活
用調査研究事業が開始されたのは平成7年度のこ
とで，一部では教育界への黒船到来とも評される
ほどの文化摩擦を懸念する声もあったと聞く。期
待と懸念を抱え込みながら，一人一人の実践を手
探り状態で積み重ねていくしかなかった時代だっ
たと思う。その後自治体の事業へと継続され，仙
台市のスクールカウンセラー事業の取組は独自の
工夫がなされて発展してきた。そして時は経ち，
平成23年3月11日の東日本大震災，そして福島
第一原発の事故が起こった。
　被災3県に対するＳＣの緊急派遣に関して臨床
心理士の団体としては，通常配置に関しては日本
臨床心理士会の学校臨床心理士ワーキンググルー
プと都道府県臨床心理士会の学校臨床心理士担当
理事・コーディネーターが関与し，緊急派遣の配
置に関しては日本臨床心理士会が立ち上げた東日
本大震災心理支援センターが関与することとなっ
た。仙台市は県外からの臨床心理士の派遣を受け
ずに対応することとなり，当会もＳＣ担当理事・
コーディネーターが行政との窓口ならびに会員と
の連絡や調整をこなし，実に多くの会員たちが緊

急事態に応じた勤務体制に協力した。「学校が機
能している」ということは，地域に暮らす人々に
とって生活のシンボルとなりうる。一人一人の心
の痛手が少しずつでも軽減される日々がくること
を願うとともに，「学校の存在がもつ意義」を再
び蘇らせなければならないという思いが共有され
ていたし，その思いはこれからも続く。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　想像上の平成43年。震災当時小学校入学を目
前にしていた6歳男子は，今では希望通りに公務
員として働いている。当時小学校4年生の女子は，
県内の中学校で教鞭をとっている。当時中学生
だった女子は，他県で臨床心理士として教育行政
に携わっている…。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　改めて思う。どこにいても何の職業についてい
てもいい。震災のことをどれくらい覚えている
か，忘れているかも，一人一人違っていていい。
大人になるまでに出会った多くの人々との間で経
験した「いい思い出」があるといい。大人と子ど
もは思い出作りの良きパートナーでありたい，と
つくづく思う。

「宮城県臨床心理士会会長として」

宮城県臨床心理士会　会長　　高橋　典子
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　本市教育委員会では，平成16年度から事件・事故等の危機的状況の発生後，心のケア緊急支援とし
て緊急支援SCを学校に派遣し，児童生徒，保護者，教師等の心のケアを実施してきた。こうした取り
組みを基に，発災から8日後の3月19日より第１次心のケア緊急支援チームの派遣を開始した。児童生
徒の精神状態の確認やケアを行うとともに，保護者や教職員に対し，児童生徒への接し方や心のケアの
実践方法等について助言を行った。
　また，支援対象校への定期的な精神科医派遣を行い，専門的な助言を得ながら継続的に支援を行って
いる。平成24年度からは，精神科医，臨床心理士，指導主事で構成された心のケア支援チームを学校
に派遣し，被災地からの転入生を含め配慮の必要な児童生徒への支援を行ってきた。

対応が必要な児童生徒への支援

３. 心のケア支援チーム派遣

(1)　心のケア緊急支援チーム派遣（平成23年度）
　震災後すぐに，仙台市SCで組織した心のケア緊急
支援チームを，津波被害が甚大であった緊急支援対象
校へ派遣し，個別面談等を通して児童生徒の健康状態
の把握を行った。その後も計7回の派遣を行い，児童
生徒の健康状態の把握や児童生徒，保護者との面談，
心のケア研修会の講師等，被災後の学校の支援を継続
して行った。
【対象】支援対象校9校
・小学校6校（六郷小・七郷小・荒浜小・中野小・岡田小・
東六郷小）
・中学校3校（六郷中・七郷中・高砂中）
【支援内容】
○第1次：平成23年3月19日～31日（P9参照）
・児童生徒の面接（急性ストレス症状の見立て）
・関係機関・専門機関への紹介
○第2次：平成23年4月27日～5月2日
・支援が要継続となった児童生徒の観察・面接，保護
者の対応
○第3次：平成23年6月1日～6月30日
・支援が要継続となった児童生徒の観察・面接，保護
者の対応
・校内心のケア研修会講師
○第4次：平成23年7月4日～7月8日
　　　　　平成23年9月28日～10月19日
・児童生徒，教職員の面接（ＰＴＳＤ等の早期発見）
・保護者対象の心のケア研修会講師
・学級担任による健康観察調査の結果報告
○第5次：平成23年9月28日，11月16日～22日
・児童生徒，教職員の面接（ＰＴＳＤ等の早期発見）
・校内心のケア研修会講師
・事例検討会・生徒指導全体会におけるコンサルテー
ション

・心とからだの健康調査結果で心配される児童生徒に
対するコンサルテーション
○第6次：平成23年11月16日・25日
　　　　　平成24年1月17日・2月15日
・児童生徒，教職員の面接
・校内心のケア研修会講師
・事例検討会，配置ＳＣとの情報交換
○第7次：平成24年3月1日～3月2日
・心とからだの健康調査結果で心配される児童生徒に
対するコンサルテーション

【成果】
・児童生徒の健康状態を早期に把握し，ハイリスクと
思われる児童生徒を専門機関へつなぐことができ
た。
・具体的な対応や情報交換を行い，支援者である教職
員に対し，継続的な支援を行った。
・校内での心のケアの取組についてコンサルテーショ
ンを行い，学校の現状や地域性を考慮しながら，心
のケアの充実を図った。

(2)　精神科医派遣（平成23年度～）
【平成23年度】
　平成23年6月より，荒浜小学校・中野小学校・岡田
小学校・東六郷小学校の4校に，精神科医を月1回程
度，38回の派遣を行った。児童生徒・保護者・教職員
に関する情報交換や面談，心のケアに関する研修会を
実施した。
　児童生徒や学校の現状，地域性等を考慮した専門的
な指導助言を継続的に得られたことにより，学校全体
として安心して心のケアに取り組むことができた。
○主な内容
・重篤なケースについての継続した助言
・授業観察
・教職員，保護者との個別面談
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・ケース会議，担任・ＳＣ・養護教諭との情報交換
・教職員に対するコンサルテーション
・教職員，保護者対象研修会の講話

【平成24・25年度】
　平成23年度の支援対象校の状況や中学校への進学
を踏まえ，平成24年度からは，精神科医派遣を支援
対象校9校に拡充し，平成24年度は，1校あたり2～6
回，のべ35回の派遣を行った。各校の担当医は，授
業観察により児童生徒の状況を把握し，教職員やス
クールカウンセラーとの情報交換により適切な対応に
ついての指導助言などを行った。
　震災当時未就学だった新入生や時間の経過とともに
現れてくるストレス反応への対応など，日常の学校生
活以外に教職員が不安を抱えることが少なくなかっ
た。こうした現状の中，精神科医が定期的な学校訪問
を行うことは，教職員が共通理解のもとに心のケアに
取り組む上での効果は非常に大きかった。また，自ら
も被災しながら，児童生徒の心のケアに取り組んでき
た教職員を支える意味でも，精神科医の派遣は大きな
役割を果たした。
○主な内容
・授業観察
・ケース会議，担任・ＳＣ・養護教諭との情報交換
・教職員に対するコンサルテーション
・教職員，保護者対象研修会の講話

図3ー1 平成24年度精神科医派遣での主な支援内容

教職員への
助言，21

教職員との面談
（情報交換含む），
15

児童生徒との
面談，5

保護者との
面談，3

授業参観等，
10

ケース
会議，2

講話等，2

(3)　心のケア支援チーム派遣（平成24年度～）
【構成メンバー】精神科医，臨床心理士，指導主事
　支援対象校については，学校の教育相談体制の充実
や精神科医派遣等の支援もあり，日常の健康観察や
「心とからだの健康調査」から急激に児童生徒の心の
健康状態の悪化（PTSD等の発症）は見られなかった。
一方で，市外の被災地から1，100名の転入生が入り，
心の健康状態が心配な児童生徒がほとんどの学校にい
る状況にあった。そこで，支援が必要な学校に対して，

平成24年度より精神科医，臨床心理士，指導主事か
らなる心のケア支援チームを派遣することとした。
　平成24年度より，支援チームを4チーム編成し，学
校調査「児童生徒の健康状態調査」や月ごとのＳＣ報
告書，学校からの聞き取り等を元に派遣し，指導助言
を行った。
　本市では，関係機関との連携の一つとして，学校内
で教職員が専門家から指導・助言を受ける学校巡回相
談員派遣事業を平成8年度より行っている。震災に伴
う心のケアについても，こうした取組を基に児童生徒
の情報を共有しながら個別のケースについて間接的に
支援を行ってきた。専門家の助言を参考にしながら，
学校全体として教育相談体制の充実を図ることは，震
災以外の不登校や発達障害，問題行動への対応にもつ
ながってきている。実際，ケースが震災によるものな
のか，それ以外のものなのか，あるいは合わさったも
のなのか，時間の経過とともに区別がつきにくくなっ
てきており，中には本人が明るく振舞っているため，
よほど周りが気を付けないと見落としてしまうケース
も見られた。ケース検討を通し教職員の捉え方が多面
的になり，支援の幅が広がった。
○主な内容
・心身の状態が心配される児童生徒の個別ケースへ
の対応
・被害が甚大だった地域からの転入生への対応
・間借りや仮設校舎で学校生活を送っている児童生
徒への対応
・学校全体としての教育相談体制について

【平成24年度派遣状況】

学校数 回数 ケース数

小学校 25 28 73

中学校 8 10 8

高等学校 1 1 3

計 34 39 84

【平成25年度派遣状況】

学校数 回数 ケース数

小学校 26 29 60

中学校 2 2 4

高等学校 0 0 0

計 28 31 64
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　私は仙台からは700㎞程離れた名古屋に住んで
いる児童精神科医です。ここでは愛知でおこなっ
た震災支援の活動については省きますが，私が仙
台の被災地に足を踏み入れたのは震災から1年以
上たった2012年5月のことでした。この震災と
それに引き続く原発事故が私の心と日本の将来を
大きく変えました。そんなこともあって愛知でさ
さやかながら震災支援の活動をしていたわけです
が，2012年という新年度を迎えるにあたり私は
やはり現地に足を運ばなければと考えるようにな
りました。
　震災を受けた現場には，学校で本当は困られて
いるのにクリニックを受診するのはためらわれる
ような児童・生徒が比較的多いと考えたからです。
また，同年冬に石巻に震災支援に行った時の現状
からみて，学校に訪問し細やかな支援をしないと
被災した子どもたちの心に届かないと思ったから
です。仙台市教育局教育相談課の皆様の協力・援
助を受けて仙台市の小中学校の児童生徒の心のケ
ア支援チームに参加させていただくことになりま
した。
　最初の心のケア支援チームでの訪問の際，仙台
東部道路より東側の被災地に初めて連れていって
いただきました。震災から１年以上経った時点で
も，遠くの海岸線に松が見える以外コンクリート
の土台が残るのみで１軒の家もありませんでし
た。今は使われていない小学校の校舎が平地にぽ
つんと建つ姿は，激しい津波の中どうにか生き抜
いた仙台の子どもたちを守った古い城のようでし

た。その後現在中学に間借りしているという小学
校を訪問させていただきました。私の予想に反し
子どもたちは校庭で元気に明るい顔をしていまし
た。遊んでいる子どもたちをみていると既に震災
は過去のものになってしまったのかという気持
ちになりました。しかし実情を先生からお聞きす
るとそれは大きな間違いだったことがわかりまし
た。子どもたちは明るい笑顔の裏に誰にも言えな
い喪失体験や哀しみを抱えていること，また周囲
を取り巻く大人たちは，それを知っていても生活
のためにどうすることもできないのだということ
を。それから約2年間仙台市内の多くの学校を訪
問させていただきました。
　今私が気にしていることは一言で言えば震災の
風化の問題です。山の手の多くの学校では通常の
授業が行われています。そうした学校を含め，被
災地から様々な理由で転居してきた子どもたちが
仙台市内の学校に点在しています。また，小学校
入学前の乳幼児期に悲惨な体験をしている子ども
たちは既に3年生になっています。「復興期」と
いわれる現在の仙台では子どもたちの心の傷はフ
ラッシュバックのような形ではなく，不登校・母
子分離不安・校内暴力のような非定型な形で出現
してきます。子どもの生活の主体は家庭と学校で
す。学校や教師が，いまだに家庭生活上で多くの
問題や歪みを抱える子どもたちの心の支えになる
ことのささやかなお手伝いができるとよいと思っ
ています。

「心のケア支援チームの学校訪問を通して」

医療法人大髙クリニック（名古屋）　院長　　大髙 一則
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　児童生徒の心のケアを行っていくためには，医療や福祉の専門家の関わりだけでなく，児童生徒の最
も身近にいる教職員一人ひとりが気持ちを受け止め，寄り添いながら支援していくことが必要であると
考えた。そのためには，教職員が心のケアに関する知識を深めるとともに，対応力の強化を図る必要が
あった。そこで，学校全体で児童生徒の心のケアに取り組む体制を構築するために，校長，学級担任，
養護教諭などの職種，役職ごとに，役割や時期に応じた内容についての研修を実施し，校内の教育相談
体制の強化を図った。
　阪神・淡路大震災以降，心のケアに携わった専門家を講師に迎え，今後子供たちに予想される症状や
状態，あるいは支援の方法等についての研修を継続的に開催した。

校内の教育相談体制の強化と教職員の対応力の向上

４. 児童生徒の心のケア研修会等

(1)　目的
　震災で心に深い傷を負った児童生徒の心のケアを適
切に行うために，心のケアの知識や具体的な方法，心
構え等について職種別に研修を行い，教職員が児童生
徒と関わっていく対応力の向上を図る。

(2)　研修状況
【平成23年度】
　研修を年度当初から実施するために，研修計画を安
否確認や緊急支援，心のケア推進計画作成と並行しな
がら作成し，併せて講師依頼や会場確保，開催の通知
などを約2週間の短期間のうちに行った。
　学校はかなり混乱している状態であったため，リー
ダーシップをとる管理職の心のケアに対する理解が必
要不可欠であると考え，第1回研修会は，校長・園長
を対象として4月15日に開催した。研修では，心のケ
アのポイントや管理職としての役割，学校における心
のケアの体制づくりなどについての話があった。参
加者からは，「様々な専門家から講話を聞き，支援の
必要性や校内研修の大切さを確認することができた。」
や「子供のサインを見逃さないことなど大変参考に
なった。」などの感想が寄せられた。
　また，日々児童生徒と直接関わる機会が多い教諭や
養護教諭にとっては，心のケアへの対応力の向上が不
可欠であることから，それぞれの役割に合わせた具体
的な支援方法について研修を行った。参加した教職員
からは，「日々の健康観察を徹底したい。」や「情報の
共有化を図り，適切な対応や支援を行っていきたい。」，
「長期にわたっての支援が必要だということが理解で
き，参考になった。」などの感想が寄せられた。
　年度当初から8月までは悉皆研修として職種別に心
のケア研修会を開催し，各学校の代表が受講した。全
ての教職員が研修を受けることは難しいため，研修会

に参加した教職員やＳＣが講師となり，校内での伝達
講習や保護者対象の研修会を実施するよう働き掛け，
教職員や保護者への周知を図った。
　9月以降は希望研修とし，被災した児童生徒の心の
ケアの理解を深め，求められる対応について重ねて研
修を行った。平成23年度は計16回実施し，延べ
2，195名の教職員が参加した。

（平成23年度第9回心のケア研修会講師
　　　　　　神戸市教育委員会課長　中溝茂雄氏）

【平成24年度】
　平成24年度は，復興期における支援を中心に，学
校組織を中心としたチーム支援の在り方など，より実
践的な研修を行った。特に，震災の影響から発生する
地域や家族関係の問題，発達障害，非行，自殺など二
次的な問題についても焦点を当て，児童生徒の成長
や発達に大きな障害とならないよう研修会を行い計9
回，延べ1，748名の教職員が参加した。
　また，支援対象校に対しては，平成23年度に実施
した「心とからだの健康調査」の結果に基づいた具体
的な支援について，分析を依頼した専門家から直接全
教職員を対象としての研修会も実施した。
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【平成25年度】
　平成25年度は，震災から時間が経過し，児童生徒
を取り巻く状況が大きく変化してきたことを踏まえ，
長期的視点にたった支援についての研修を実施した。
特に，児童生徒それぞれの「個」のケアとともに，学
校保護者を含めた子供を取り巻く環境という「場」の
ケアの必要性やチーム援助，安心した生活の中で支援
を行っていくことの大切さなどについて研修を計7回
実施し，延べ1，502名の教職員が参加した。
　また，心のケア推進委員会では，以下のような意見
が出された。
・教職員の心のケアに対する実力を上げていくこと
の必要性を感じた。
・全教職員が児童生徒に対し共通した知識と認識で
支援することが重要である。
・研修疲れもある。震災の影響で毎日の業務でも大
変なのにという思いがあるが，分かっていてやる
のと分からないでいてやるのとでは全然違う。
・普段の教育力であったり，臨床力であったり，あ
る意味，立ち位置が問われるところではある。震

災をきっかけに，地域みんなが底上げすることが
望ましい。
・中長期の心のケアについて教職員が理解を深めて対
応していくために，研修内容を検討しながら今後も
通常の研修に取り入れていくことが必要である。

(3)　成果
・早い時期から心のケア研修会を実施したことで，
各学校で取り組まなければならない心のケアの必
要性や意識を高めることができた。
・職種ごとに研修を行ったことで，役割等について
研修を深め，教職員が見通しをもって心のケアを
行うことができた。
・悉皆研修にしたことにより，被災地域の学校だけ
でなく，被災地域からの転入生を受け入れている
学校の教育相談体制の強化や教職員の心のケア関
する対応力の向上を図ることができた。
・心のケア研修会での資料を活用し，保護者への啓
発や具体的な対応方法などについての研修や保護
者への啓発活動を行った。

(4)　児童生徒の心のケア研修会一覧

年度 日時・講師 研修内容

平
成
23
年
度

第1回4月15日【校長対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「東日本大震災を体験した子どものトラウマと心のケア」
・子どもの急性ストレス反応
・ケアのポイント
・子どもと死（死の理解）

第2回4月16日【指導主事対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「東日本大震災を体験した子どものトラウマと心のケア」
・子どもの急性ストレス反応
・ケアのポイント
・子どもと死（死の理解）

第3回4月19日【養護教諭対象】
名古屋学芸大学大学院
教授　采女　智津江　氏

「災害時における子どもの心のケアと養護教諭の役割」
・心のケアの意義・心のケアに関する危機管理
・ストレス症状のある子どもへの対応
・災害時における心のケアの進め方（養護教諭）

第4回4月20日
【ＳＣ・さわやか相談員・担当者対象】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「被災した子どもと保護者の心の理解とケア」
・ストレス反応とその援助
・心のケア　PTSDの治療
・心のケア　初期・中・長期援助技法

第5回4月25日【教頭対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「東日本大震災を体験した子どものトラウマと心のケア」
・子どもの急性ストレス反応
・ケアのポイント
・子どもと死（死の理解）

第6回4月25日【支援対象校対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「東日本大震災を体験した子どものトラウマと心のケア」
・子どもの急性ストレス反応
・ケアのポイント
・子どもと死（死の理解）
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年度 日時・講師 研修内容

平
成
23
年
度

第7回5月11日【教職員対象】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「被災した子どもと保護者の心の理解とケア」
・ストレス反応とその援助
・心のケア　PTSDの治療
・心のケア　初期・中・長期援助技法

第8回6月17日【校長対象】
京都大学大学院
教授　十一　元三　氏

「災害時における子どものメンタルヘルス
　　～ストレスとトラウマに対する心のケア～」
・心理・精神状態の振幅，精神疾患の分類
・一般的な精神症状と「うつ」の基礎知識
・災害と関連する不安障害
・災害時の心のケアの基本事項と留意点

第9回8月18日【中学校校長対象】
神戸市教育委員会
課長　中溝　茂雄　氏

「震災後の心のケアの実際～阪神淡路大震災の経験から～」
・児童生徒の心のケア（長期的な推移）
・心的ショックの状況と心のケアのための対応
・復興過程の中での課題

第10回8月18日【小学校校長対象】
神戸市教育委員会事務局
主任指導員　大濱　義弘　氏
指導主事　田原　和裕　氏

「学校の元気は子どもたち・教職員の笑顔から」
　　～阪神･淡路大震災の経験から～
・学校教育の復興に向けて
・子どもの心のケア
・教職員の心のケア

第11回8月19日【教職員対象】
文部科学省スポーツ･青少年局
学校健康教育課
教科調査官　森　　良一　氏

「健康教育の一環として行う心のケアに関する指導」
・「子どもの心のケアのために」の活用
・学級指導における保健指導
・欲求やストレスへの対処と心の健康

第12回10月18日【教職員対象】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「被災した子どもの理解と心のケア
　　～急性期から中長期への移行～」
・災害後の子どもの心の状態
・東日本大震災における心のケアをめぐる留意点
・学校での援助者の目的と役割

第13回10月19日【支援対象校】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「心とからだの健康調査の実施にあたって」
・学校での援助者の目的と役割
・スクリーニングを行うときの手順と注意点
・ストレスチェックが測っているもの

第14回10月26日【養護教諭対象】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「被災した子どもの理解と保健室における心のケア」
・東日本大震災における心のケアをめぐる留意点
・学校での援助者の目的と役割
・個別ケアと全体対応
・事例について

第15回11月24日【生徒指導主事対象】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「震災後に求められる心のケアについて」
・今，何をしなければならないのか
・今の子どもたちをどう理解するか

第16回12月19日【教職員対象】
神戸大学大学院
准教授　田中　　究　氏

「被災した子どものメンタルヘルス」
・PTSDとレジリエンス
・被災した子どもの反応
・学校ができること
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年度 日時・講師 研修内容

平
成
24
年
度

第1回5月14日【校長・園長対象】
筑波大学
教授　石隈　利紀　氏

「回復力を高める学校生活」
・学校生活での工夫：中･長期的な取組
・行事の迎え方
・リーダーの役割

第2回6月20日【支援対象校】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「被災校における事例検討・情報交換」
・心理支援の時間経過
・災害後の3つのストレス
・援助における感情表出

第3回6月25日【教職員対象】
筑波大学
教授　石隈　利紀　氏

「回復力を高める学校生活」
・子どものトラウマ体験
・学校生活での援助
・チーム援助の実践

第4回7月27日【支援対象校】
国立精神･神経医療センター
災害支援研究室長　鈴木　友理子　氏
千葉神経科内科クリニック
院長　千葉　　健　氏
仙台市精神保健福祉総合センター
所長　林　みづ穂　氏

「『平成23年度心とからだの健康調査』の結果と『平成24年度心
とからだの健康調査』の実施にあたって」
・平成23年度健康調査の結果について
・平成24年度健康調査の実施にあたって

第5回8月6日【教職員対象】
宮城教育大学
教授　渡邉　　徹　氏

「震災後の子どもたちを支える
　　～発達障害のある子どもへの対応を中心に～」
・震災と子どもの反応
・発達障害の子どもの特徴と心のケア
・学級での基本対応・家族の支援

第6回8月7日【養護教諭対象】
宮城県子ども総合センター
所長　本間　博彰　氏

「心のケアと学校保健」
・心のケアが目指す課題
・災害時における心のケアの4つの段階
・心のケアとは何をすることか/何を目指すのか
・災害と保健室の関係及び課題

第7回10月18日【校長・園長対象】
大髙クリニック
院長　大髙　一則　氏

「復興期の学校における支援のポイント」
・復興期の課題
・子どもの心をケアするということ
・様々な事情をもつ児童生徒への対応
・復興期の子どもたちへの心の支援

第8回10月22日【ＳＣ・担当者対象】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「『心とからだの健康調査』の結果の活用と心のケア」
・心理支援の時間経過
・災害後の三種類のストレス
・ケースをめぐるいくつかの重要ポイント

第9回1月29日【支援対象校】
国立精神･神経医療センター
災害支援研究室長　鈴木友理子　氏

「『平成24年度心とからだの健康調査』の結果と心のケア」
・健康調査の結果の見方や傾向
・支援対象校による事例発表
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（5）　その他の研修会一覧

年度 日時・講師 研修内容

平
成
23
年
度

「第1回さわやか相談員研修会」
7月8日（金）【さわやか相談員対象】
宮城教育大学教職大学院
教授　佐藤　　静　氏

「震災と児童生徒の心のケア」
・災害時のストレス反応と経過
・危機的状況における心の状態と回復
・見守りと対応
・カウンセリングアプローチと指導的アプローチ
○グループワーク
・被災した児童生徒への対応

「第1回SC全体研修会」
7月20日（水）【SC対象】
仙台市SCSV　髙橋　総子　氏
　　　　　　　早川　典子　氏

「児童生徒の心のケア校内研修会のポイント」
・初めに考えること（対象者，目的，範囲）
・伝える内容と留意点（基本的な部分，強調する点ほか）
○グループワーク
・研修会の内容の検討，資料の作成
「リラクセーションとストレスマネジメント」
・ストレスマネジメントについて
・実施にあたっての留意点，SCとしての役割

年度 日時・講師 研修内容

平
成
25
年
度

第1回5月16日【校長･園長対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「災害からの回復～長期的支援の視点から協働の重要性～」
・心理的ダメージの構造について
・学校危機と心理的影響～トラウマによる症状～
・子どもへの対応～周りの大人への注意点～
・学校コミュニティにおける心のケア

第2回5月24日【教職員対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「災害からの回復～長期的支援の視点から協働の重要性～」
・心理的ダメージの構造について
・学校危機と心理的影響～トラウマによる症状～
・子どもへの対応～周りの大人への注意点～
・学校コミュニティにおける心のケア

第3回6月26日【教職員対象】
筑波大学
教授　石隈　利紀　氏

「心のケアが必要な子どもへのチーム支援」
・災害後のストレスとレジリエンス（回復力）
・子どもを理解する焦点
・チーム援助･チームサービスのシステム

第4回7月18日【教職員・SC対象】
大髙クリニック
院長　大髙　一則　氏

「復興期の学校における支援のポイント」
・子どもの心をケアするということ
・様々な事情を持つ児童生徒への対応
・復興期の子どもたちへの心の支援
「心のケアハンドブックの活用方法」

第5回7月25日【養護教諭対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「震災3年目の心のケア～保健室でのかかわりについて～」
・「心とからだの健康調査」の活用
・震災前からの課題と被災体験の影響
・転入してきた児童生徒への対応・保護者への対応

第6回8月1日【支援対象校】
東日本大震災心理支援センター
運営委員　髙橋　　哲　氏

「支援対象校事例発表・講話・質疑応答」
・初期の心のケア：ストレスマネジメント
・中･長期の心のケア：表現活動
・喪失によるトラウマ

第7回12月4日【支援対象校】
国立精神･神経医療センター
災害支援研究室長　鈴木友理子　氏

「平成25年度心とからだの健康調査」の結果と心のケア
・支援対象校と全市(保険調査票)との結果の比較
・支援対象校平成23～25年度の結果の比較
・今後の取組
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年度 日時・講師 研修内容

平
成
23
年
度

「第１回特別支援教育指導補助員専門
研究会」
7月28日（木）【指導補助員対象】
仙台市SCSV　髙橋　総子　氏

「発達障害児における震災後の心のケア」
・発達障害児への心理的影響
・発達障害児の心のケア
・補助員のメンタルヘルス

「第１回特別支援教育指導補助員配置
学級担任者研修会」
8月3日（水）【補助員配置学級担任対象】
東北福祉大学せんだんホスピタル
児童精神科医師　福地　　成　氏

「発達障害のある子どもの心のケア」
・震災後のストレス反応，トラウマ、悲嘆反応
・市内巡回診療から見えた発達障害児の現状
・発達障害児等への対処方法

「第2回さわやか相談員研修会」
10月12日（水）【さわやか相談員対象】
武蔵野大学
教授　藤森　和美　氏

「今後の児童生徒の心のケアとリラクセーション」
・災害を体験した子どもの精神健康の回復過程
・子どもの急性ストレス反応
・PTSD症状とケアのポイント
・子どもと死（死の理解，喪失による悲嘆ほか）
○グループワーク
・心のケアが必要な児童生徒への効果的な対応

「適応指導教室連絡協議会仙台大会」
11月25日（金）【学校教育ボランティ
ア相談員，適応指導教室相談員対象】
宮城教育大学教職大学院
教授　佐藤　　静　氏

「震災と児童生徒の心のケア」
・災害時のストレス反応と経過
・危機的状況における心の状態と回復
・見守りと対応
・カウンセリングアプローチと指導的アプローチ

平
成
24
年
度

「第1回SC連絡協議会」
4月23日（月）【SC・担当者対象】
筑波大学
教授　高橋　祥友　氏

「自殺予防と対応の原則」
・自殺の実態と危険因子
・自殺と精神障害
・自殺の危険を示すサインとTALKの法則
・自殺が起きた時の対応

「学校教育ボランティア相談員研修会」
5月8日（火）
【学校教育ボランティア相談員対象】
仙台市SCSV　菱沼　正志　氏

「子どもたちが抱える問題と関わり方
　　～震災2年目に気をつけること～」
・不登校・生徒指導問題の現状，最近の子ども事情
・ケースと支援のポイント
・震災2年目の注意点と子どもへの接し方

「仙台市学校保健会総会講演会」
6月21日（木）
【養護教諭・保健主事ほか対象】
みやぎ心のケアセンター
地域支援部長　福地　　成　氏

「災害後の子どものトラウマケア」
・トラウマ反応について
・退行する子どもたち
・今後の必要となる活動

平
成
25
年
度

「第1回SC連絡協議会」
4月30日（火）【SC・担当者対象】
兵庫教育大学大学院
教授　冨永　良喜　氏

「心のケアこころのサポートの実際」
・映像を活用した「こころのサポート授業」の実際
・中長期における心のサポート体制のための理論
・子どもたちの心の健康のための教育システム
「心のケアハンドブックの活用方法」
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　震災や津波の児童生徒への心理的な影響や日常ストレスを把握するための調査を実施した。
Ａ【児童生徒の心とからだの健康調査（支援対象校）】

　トラウマ反応や日常ストレスについて，児童生徒を対象とした質問紙による調査，心のケア推進
委員会で質問項目や実施方法を検討し，平成23年度より3年間実施している。小学校版は質問項目が
19項目，中学校は31項目となっている。
　平成24年度は，支援対象校以外の小中学校児童生徒を対象として，日常ストレスの項目について
の調査を実施した。

Ｂ【震災後の児童生徒の健康状態調査（学校調査）】
　学校で心身の健康状態が心配される児童生徒について年2回（5月，12月）調査を行い，心のケア支援チー
ムの派遣など，学校に対し必要な指導助言を行ってきた。
Ｃ【心とからだの健康調査票（保健調査票）】
　児童生徒の日常ストレスや心の状態について，保護者を対象とした質問紙による調査。平成25年度より，
年度初めの定期健康診断時の保健調査票に組み込み，小学校1年生から中学校3年生までの9年間を継続して
調査を実施していくことにした。

児童生徒の健康状態の把握

５. 心とからだの健康調査・個人記録票

(1)　各健康調査　
【平成23年度調査】
○Ａ「児童生徒の心とからだの健康調査（支援対象校）」
　津波被害にあった沿岸部にある支援対象校9校の全
児童生徒約3，100人を対象に，震災を原因とする心
的外傷後ストレス障害（PTSD）などの早期発見等を
目的とした質問紙「児童生徒の心とからだの健康調
査」（Ｐ58〜62参照）を実施することとした。質問
項目の詳細は心のケア推進委員会及び健康調査検討会
で検討し，震災から半年が経ち，児童生徒の生活や学
習環境が落ち着いてきた10月に実施することを決め
た。
　実施にあたり，9校の教職員を対象にスクリーニン
グの注意点やリラクセーションの実施，アセスメント
のための個別面接の方法などについて研修を行った。
支援対象校では，児童生徒に心のケアに関する心理教
育を行いながら，調査を実施した。併せて，9校の保
護者を対象に「子供の気持ちと生活に関する調査」を
実施した。調査時，それまで特に配慮が必要とされて
いなかった児童生徒の中に，不調を訴えた者が数名い
た学校があった。
　調査後，緊急支援チームが学校訪問を行い，担任面
談を通してハイリスクの児童生徒の状態を確認した
が，その中で医療機関受診等が必要なケースは見られ
なかった。
　一方，課題としては，調査の継続にあたり，調査実
施に伴う児童生徒や教員の負担に配慮し，実施方法や

結果活用等に工夫をしていくことが挙げられた。
○Ｂ「震災後の児童生徒の健康状態調査（学校調査）」
　支援対象9校を除く学校に対して，配慮の必要な児
童生徒について「震災後の児童生徒の健康状態調査
（学校調査）」を12月に行い，100名余りの報告があっ
た。報告に上がった児童生徒の約3割は改善の傾向が
みられたが，その一方で新たな児童生徒が心身の健康
状態について心配であるとの報告が上げられている。
　平成24年度以降も同調査も半年に一度，5月と12月
に調査を行った。報告に上がった児童生徒の約3割は
改善の傾向が見られるが，一方で新たなケースも報告
されており，総数としては概ね平衡状態となっている。

図3－2　心身の健康状態が心配される児童生徒数
（支援対象校9校を除く）
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【平成24年度調査】
○Ａ「児童生徒の心とからだの健康調査（支援対象校）」
　平成24年度も支援対象校の児童生徒に対して，平
成23年度と同じ質問紙による調査を行った。昨年度
との比較から，経年変化や回復の状況などについて把
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握することができた。併せて，支援対象校9校の学級
担任を対象に，質問紙による「子供の気持ちと生活に
関する調査」を実施した。
　調査を受けなかった児童生徒の中には，保護者の心
理的な反応が反映されている場合があるのではないか
という意見が心のケア推進委員から出された。事前に
説明し，調査の同意を得られなかった児童生徒につい
ては，本人の状況をしっかり見極めることが必要であ
る。また，ハイリスク児童生徒については，昨年症状
が出なかった子が，最近になって出してくるというこ
ともあるので要注意であり，該当者への今後のフォ
ローが必要であるとの助言をいただいた。
○Ａ「児童生徒の心とからだの健康調査（全小中学校）」
　児童生徒の健康状態をどう評価し，継続的に子供
たちの健康状態をどう把握していくのかの2点につい
て，児童生徒の心のケア推進委員会で検討を重ねた。
　平成24年10月，小中学校の児童生徒に対して，質
問紙による日常ストレスの調査を行った。調査にあ
たっては，「実施マニュアル」を作成し，授業案を例
示した。（Ｐ63参照）また，心理教育を取り入れた調
査の実施方法や，調査結果を効果的に活用するための
調査項目の見方などについての事前研修を行った。（調
査結果についてはＰ57参照）
　成果としては，支援対象校とその他の地域の児童生
徒の状況の比較を行い，今後の心のケア事業計画に活
用することができた。また，SCを中心に校内研修を
行うことで，SCの専門性についての教職員からの理
解が深まり，より連携が図られるようになった。また，
その後の子供の状態把握については，年度初めの保健
調査票に追加する形で平成25年度から実施する方向
で，質問項目や実施方法について検討を行った。
【平成25年度調査】
○Ｃ「心とからだの健康調査票（保健調査票）」
　中長期的な心のケアの取組として心のケア推進委員
会で提案された「心の健康チェック」を，「保健調査票」
に項目を追加する形で平成25年4月に実施した。これ
により，全ての小中学校の児童生徒に対し毎年同時期
に，心の状態を継続的に調査することが可能となった。
また，従来の保健調査票と合わせて実施することで，
自然な形での調査が可能となった。
　小学校と中学校で同じ質問内容にすることについて
は，小学校１年から中学校3年までの発達の幅は大き
く，一つの尺度で測ることについて問題を含んでいる
が，継続的な視点で9年間のデータを蓄積することに
重点を置くこととし，質問紙の限界としてある程度の
容認はやむを得ないとの判断に至った。今後の活用の

仕方については，多くの職員が継続的に関わり，児童
生徒の問題を解決していくための資料として活用して
いくことが望まれる。また，学校全体で取り組んでい
くことについて，教育委員会として学校に発信してい
く必要がある。何らかのモデル的な取組や現場での創
意工夫等情報共有の機会を持つことで，より活用が図
られると考える。
　事後調査において特別支援学級での数値が高めに出
たことについては，保護者の不安や育てにくさなどが
表れているのではないかとの報告が学校から上がっ
た。
○支援対象校9校対象健康調査
　平成25年度も引き続き同調査を10月に実施した。
調査項目について変更はなかったが，感想の記述欄等
については，ポジティブな内容を取り入れた。例えば
いろいろな人と交流できたとかイベントに参加できた
など，震災をきっかけにしてプラスの面が見られたこ
とで，震災の捉え方を変容させる機会ともなった。
　併せて，保護者と担任に「子供の気持ちと生活に関
する調査」を行った。両者の評価は必ずしも一致する
ものではないが，学校での姿と家での様子が違うとい
うこともきちんと捉え，支援に生かしていくこととし
た。

図3−3　心とからだの健康調査票記入用紙（Ｐ68参照）
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（2）　個人記録票の活用
　東日本大震災・津波により精神面への影響が心配さ
れる児童生徒や，医療・福祉・相談等の関係機関が対
応した児童生徒を対象に，継続的な支援や相談を行う
ために「児童生徒の心とからだの健康状態に関する個
人記録票」を作成し，活用を12月より開始した。
　「個人記録票」は，心身の状態について，転校や進
学など学校や担任，状況などが変わっても，引き継ぎ

ができるよう，震災前の児童生徒の様子やこれまでの
支援内容などについて継続して記入できる形式とし
た。
　記入の仕方・観察の視点や誰が保管していくかな
どの運用の方針を示し，担任だけではなくSC，学年，
養護教諭などを含め，学校全体で共有できるようにし
た。また，校内組織を生かした心のケアに取り組める
よう，心のケア研修を実施した。

　東日本大震災発生後，市民は大きな影響を受け，
さまざまな人びとがそれぞれ自分にできることは
何かを考えて取り組んできました。その一つ一つ
の活動の記録が，この実践記録です。名前が掲げ
られている人だけではなく，仙台市の児童生徒の
心のケアの屋台骨を支えた，仙台市教育委員会の
皆様（異動された方も含めて）のご尽力に心から
敬意を表したいと思います。
　私は，調査協力者という立場でこの取り組みに
関わらせていただきました。「アンケート」とい
う形で人の心の状態がどれだけわかるのだろう，
と考える人は多いと思います。実際にその通り
で，アンケートだけでは真実は分からないと思い
ます。特に精神科領域の症状スクリーニング尺度
は，感度，特異度が低く，したがって，正確に問
題のある児童生徒を発見するのには限界があると
いうのは事実です。研究者としては，より良いス
クリーニング尺度の開発や，教育現場に生かせる
フィードバックのあり方に励む必要があります。
推進委員会でも調査結果を見て，保護者と教師で
は同じ子どもに対する評価や見ている側面がこん
なにも違うのか，といった議論がありました。こ
のような限界を認識しながらも，現場の関係者の
観察，専門家の見立てから総合判断を下す際に，
それを支える情報として参考にしていただければ
と思います。
　しかし，今回の調査には，質問紙からハイリス

クの児童生徒を把握するといったスクリーニング
以外にも様々な意義があり，これら二次的な意義
のほうが大きかったと思います。児童生徒から
は，「震災の経験を振り返るきっかけになった」，
「気持ちを整理する時間になった」，「大人は自分
たちのことをこんなにも心配しているんだ，と
知った」といったコメントがありました。教師か
らは，その前後に研修等や通常以上の配慮をもっ
て児童生徒を観察したり，アセスメント，フォロー
したり，支援体制を見直すきかっけになった，と
いった声がありました。保護者のみなさんには，
児童生徒のこころのケアに関する現状や注意点を
お伝えしたり，学校へ懸念を示すきっかけになっ
た，など，様々な追加的な意義があったと思いま
す。
　そして，推進委員会での議論としても，調査を
一つの事業として，関係者が目的を共有し，「仙
台市が目指している心のケアとは」，「それを支え
るシステムとは」，といった本質的な議論が深まっ
たように思います。今後は，調査をすることで児
童生徒の心のケアに関する啓発を行ったり，「災
害を忘れていない」というメッセージを通じて，
時間の経過とともに薄れていく記憶をつなぎとめ
るという意義も生じてくるかと思います。時期に
よって，調査の負担と，メリットは変わってくる
と思います。このようなプロセスに参加させてい
ただいて，光栄です。

「仙台市の心とからだの健康調査を通じて考えたこと」

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所
　　　　　　　災害等支援研究室長　鈴木友理子
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　特別支援教育課では，発災時及びその直後の状況を把握し，児童生徒のケアを検討することを目的と
し，学校及び保護者に対してアンケート調査を行った。調査結果から，学校では避難の際の人的配置や
授業再開後の児童生徒への対応の課題が，家庭では避難所等で過ごす難しさや地域・福祉サービス機関
との連携が有効であることが分かった。
　同課は，教師向け支援ハンドブックの全校配布に加え，アンケート結果を基に，補助員と支援員の増
員，特別支援学校への災害用物資備蓄，避難所運営マニュアルへの配慮事項記載の働き掛け等を行った。

〔調査概要〕調査対象：市立小・中・高・特別支援学校	 調査期間：H23.5.23～5.31
　　　　　 調査対象数(回収率)：学校195校(91.8％ )，特別支援学級担任178名(91.0%)，
　　　　　 　　　　　　　　　　特別支援学級及び特別支援学校在籍児の保護者1,281名(67.1%)

障害のある児童生徒の震災後の様子と家族の生活

1 . 通常の学級の発達障害のある児童生徒

(1)　震災前後での児童生徒の行動や様子の変化
　教頭又は特別支援教育コーディネーターから見て，
通常の学級の発達障害児のうち，行動や様子に変化が
あったのは，小学生で約10％（106名），中学生で約
5％（20名）であった。主なものは，「揺れや音に対
する過敏」や「情緒面の不安定」，「体調不良」等であっ
た。

過敏
35％

不安定
32％

体調不良
21％

不適応
7％

その他
5％

【具体的な様子の変化】
・テレビで特定のコマーシャルが流れると暴れる
・字幕が出るとおびえる
・少しの揺れでもパニックを起こす
・一人で留守番ができなくなる
・喜怒哀楽が激しくなる
・震災時に居た場所に入れなくなる
・放射線のことを執ように気にする
　変化への対応が苦手であるなどの障害特性が増長さ
れた様子が多く見られた。地震体験のほかに，その後
の生活体験も変化の原因になっていた。長期の臨時休
校や環境の変化により，生活リズムが崩れ，対人関係
や身辺処理，学習態度等に影響を及ぼし，不適応や退
行を起した児童生徒がいた。周囲の状況が震災前に
戻っていく中にあっても，回復に時間を要している児
童生徒もいた。厳しい状況下であっても，早期の登校
再開を含む活動場所の確保の重要性が示唆された。

(2)　教職員が不安を感じたこと，心配したこと
　震災直後の避難の際にはパニックを起こしたり，動
けなくなったりした児童生徒が一部いたことから，多
くの教職員が発達障害のある児童生徒はストレス症状
が他の児童生徒と比べ，より多く出てくるのではない
かと危惧していた。そのため，障害特性に応じた不安
の解消の仕方や現状の理解のさせ方など，具体的な指
導方法について知りたいとの意見が教職員から多く挙
がった。
　また，今回の経験を基に，災害時の避難計画を発達
障害のある児童生徒への対応を含めた計画に見直した
学校もあった。こうした見直しは，障害のない児童生
徒の安全な避難にも通ずるものである。

心のケア
31％

避難行動
24％

不安定
23％

生活 7％
保護者対応 3％

トラブル
8％

その他
4％

２. 特別支援学級及び特別支援学校の児童生徒

(1)　避難時の様子
　地震発生時に校地内に特別支援学級在籍児童生徒
がいた学校は，小学校が97校，中学校が25校であっ
た。中学校の約半数は，翌日に卒業式を控えていたた
め，会場準備のため生徒は下校していた。特別支援学
校は，高等部卒業式のため小・中学部は休校，高等部
生徒は下校していた。
　「震災当日，特別支援学級の児童生徒が避難する際
に困ったことがあった」と回答した学級担任は，小学
校が約30％，中学校が約8％であった。主な理由とし
ては，児童生徒が「怖さで動かなくなった」，「驚いて

図4−1　様子の変化

図4−2　対応上の不安
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暴れた」，「数か所の交流学級に分散していた」などの
ため，「担任一人では手が足りなかった」，「一人で下
校した生徒への対応がすぐにできなかった」，「停電に
よりエレベーターが使用できず，車いすを利用する児
童の避難が難しかった」などが挙げられていた。
　「保護者への引き渡し」については，最後の児童が
引き渡されたのは3月13日午前10時。強い余震が続
く中，担任は2日間を児童と共に学校で過ごした。

0
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5

15

20

25

30

35
（人数）

（完了時間）発生 16時 17時 18時 19時

小学校
中学校

図4−3　引き渡し完了時刻

(2)　児童生徒の避難先
　自宅以外に避難した児童生徒は，小学生が48％
(236名)，中学生が40％ (99名)，特別支援学校の児
童生徒が39％ (45名)であった。その割合は，津波の
被害が大きかった若林区と宮城野区が高く60％を超
えている。主な避難先は，親戚や知人の家，避難所，
車中の順であった。
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図4−4　避難所への避難日数
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図4−5　親戚・知人宅避難日数

　指定避難所よりも親戚宅等に避難した児童生徒の方
が9％多く，初めは避難所にいたが，その後移動した
家族も少なくなかった。また，避難日数は，避難所
が1～4日程度であるのに対し，親戚宅等は2週間程で
あった。車に避難した家族は，「子どもが避難所にい

られなかった」という理由がほとんどであった。避難
したくてもできなかった家族は，小学校で約4％，中
学校で約1％であったのに比べ，特別支援学校では約
9％と高かった。
【避難できなかった主な理由】
○自閉症・情緒障害の児童生徒
・集団の中に居られない
・周囲に迷惑を掛ける
・避難所まで連れて行けない
○肢体不自由の児童生徒
・車いすの移動スペースがない
・トイレが使えない
　保護者から，「障害児の避難所を設けて欲しい」，「地
域の指定避難所の中に障害児用のスペースを設けて欲
しい」という要望が多数寄せられた。

(3)　避難所となった学校が行った配慮や工夫
　学校に避難してきた特別支援学級，特別支援学校の
児童生徒に対して，配慮や工夫を行った学校は44校
であった。
【担任が配慮・工夫したこと】
・特別支援学級の教室や体育館のステージを特別支援
学級在籍児童生徒の家族用に割り当て，慣れた環境
で過ごせるようにした
・車いすで移動できるスペースを確保した
・退屈しないよう学級の玩具を提供した
・児童生徒を集めて一緒に外遊びをした
・状況を定期的に確認し頻繁に声を掛けた
・保護者が家を片付けに行く間，見守りを行った
【児童生徒が避難所で過ごすために必要と感じたこと】
・個の特性に応じた避難空間を設定すること
・本人が安心できる「お気に入り」があること
・住民の理解を得ること
・一定時間児童生徒を預かる人がいること
　一人で留守番することが難しい障害児がいる家族
は，家の片付けをすることもままならない。今回は，
近所の方に預かってもらう，レスパイトサービスを利
用するなどしていたが，ボランティア等でも対応でき
る体制づくりが望まれる。
　保護者は震災後の生活で助かったこととして，個の
実態に応じた学校の対応を多く挙げており，こうした
配慮や工夫は，特別支援学級や特別支援学校の児童生
徒と家族の避難生活を支える一助になっていたことが
伺える。
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(4)　震災後の児童生徒の行動や様子の変化
　保護者から見て行動や様子に変化があった児童生
徒の割合は，小学校で約62％（579名），中学校で約
61％（308名）であった。
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（変化の内容）
ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス

学校再開前
学校再開後

図4−6　保護者から見た行動や様子の変化

ア 必要以上に怯える	 イ 大人から離れない
ウ 心配し過ぎる	 エ 食欲不振,過食になる
オ 寝つきが悪くなる	 カ 頭痛,腹痛,頻尿,夜尿になる
キ 赤ちゃん返りする	 ク 無表情になる
ケ 悪夢を見る	 コ 興味がなくなる
サ 自傷行為をする	 シ フラッシュバックを起こす
ス その他

　図4ー6に変化の内容と人数を示した。学校再開
（4/11～21）の前後で比較すると，ア～カとクは人
数が半減している。一方で，ケ「悪夢をみる」，サ「自
傷行為をする」，シ「フラッシュバックを起こす」な
どは学校再開の前後でほとんど変化がなかった。症状
によって回復に要する時間に差があった。中でも，障
害特性に関わるものについては，時間がかかる傾向が
顕著であった。ス「その他」には，アトピー性皮膚炎
悪化，円形脱毛，血尿，体重増加（偏食，運動不足，
過食による）などがあった。
　担任から見て行動や様子に変化があった児童生徒の
割合は，小学校で21％（154名），中学校で12％（41
名）特別支援学校では0％であった。
　主な変化は，「揺れや音への過敏」，「大人から離れ
ることへの不安」，「地震ごっこ遊び」であった。中に
は，登校できなくなっている，フラッシュバック等で
突然教室を飛び出す，地震が自分のせいで起こったと
思い込み自責の念にかられている児童生徒もいた。
　保護者と担任の結果を比較すると，人数に大きい差
が見られた。これは，アンケートの選択肢の中に，学
校生活では出現しにくい項目が含まれていたこともあ
るが，児童生徒がより安心できる環境ほど，反応が出
現しやすいとも考えることができる。

(5)　災害への備え
　表１は，発災時やその後の生活で実際に役に立った
備えと，震災を経験して，今後の災害への備えとして
必要性が高いと考えているものについて，担任と保護
者に質問した結果である。

表１ 役立った備えと必要性の高い備え
役立った備え

回答者 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位
特別支援学級担任 ウ キ ク ア カ イ ケ オ エ
特別支援学級保護者 ク キ ア カ ウ ケ エ イ オ
特別支援学校保護者 ケ キ ク カ ア エ オ ウ イ
全　体 キ ク ア カ ウ ケ エ イ オ

ア　�災害時の連絡方法等を学校と家庭とで確認していた
イ　�連絡先や緊急時の対応を書いたものを持たせていた
ウ　家庭でも避難訓練をして，安全な場所や家族との連絡方
　　法を確認していた
エ　気に入っている食べ物や遊具，衣類，紙パンツ等を自宅
　　以外にも置いていた
オ　�薬と飲み方を書いたメモを子どもに持たせていた
カ　�自宅以外で寝泊まりする体験をさせていた
キ　近所付き合いを密にして，地域の中で子どもについて理
　　解を深めていた
ク　人混みの中で過ごしたり，列に並んで順番を待ったりす
　　る体験をさせていた
ケ　日頃から福祉サービスを利用して慣れさせていた

必要性が高い備え
回答者 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位

特別支援学級担任 ア ウ イ カ ケ ク オ エ キ
特別支援学級保護者 ウ ア キ イ ク カ エ ケ オ
特別支援学校保護者 ア ウ キ エ イ ク ケ カ オ
全　体 ア ウ イ キ ク カ エ ケ オ

※�「役立った備え」のア～ケの文末を「○○する，○○させ
る」と読み替えて使用する。

【今回の震災で役立ったこと】
　全体の中で回答の多かったのは，キ「近所付き合い
を密にして…」，ク「人混みの中で過ごしたり…」，ア
「災害時の連絡方法等…」であった。調査対象ごとの
順位で特に差があった項目は，担任のウ「家庭でも避
難訓練をして…」と特別支援学校保護者のケ「日頃か
らの福祉サービスを利用して…」であった。
　ウについては，地震発生時70％を越す児童生徒が，
児童生徒が机の下に入る，担任の指示に従って安全に
避難行動をとるなど，日頃の避難訓練の成果を生かせ
たと担任は捉えている。ケについては，特別支援学校
の保護者は震災後学校再開までの期間の放課後等デイ
サービスやレスパイトサービスの利用が，児童生徒に
とって有効であったと捉えていた。特別支援学級の保
護者が低かった理由としては，日常的に福祉サービス
を利用している割合が特別支援学校ほど高くなかった
ことが考えられる。
【今後の備えとして必要性が高いと考えていること】
　全体の中で回答の多かったのは，ア「災害時の連絡
方法等…」，イ「連絡先や緊急時の対応等を書いたも
の…」，ウ「家庭でも避難訓練をして…」であった。
発災時の対応とその後の安全に重点が置かれている感
がある。
　特別支援学校の保護者については，エ「気に入って
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※1　通常の学級に在籍する発達障害等のある児童生徒を対象とし，通常の学級の中で，担任等の指導を補助する者として教育委員会が配置する
※2　特別支援学級の中で，担任の指導を補助する者として，教育委員会が配置する。配置学級については，各学校の特別支援学級の設置状況等を

勘案して，教育委員会が配置する。

いる…」が4位に入っていた。服薬，摂食，偏食，こ
だわり，排泄等への対応が必要な児童生徒が多く，今
回の経験から，通常の配給物資等では賄えないと判断
したためと考えられる。

３. 震災後の教育委員会の取組

(1)　教師向け支援ハンドブックの配布
　学校再開後，指導に当たってどのようなことに配慮
が必要なのか，担任から不安の声が聞かれた。これに
応え，平成23年5月「震災後の子どもたちを支える教
師のためのハンドブック～発達障害のある子どもへの
対応を中心に～」を，すべての市立学校(園)に10冊
ずつ配布した。これは，独立行政法人国立特別支援教
育総合研究所が，同年4月に発行したものである。教
師自身の心のケア，子どもとの関わり方，震災の影響
で苦手となってしまっている行動への対応の仕方等が
具体的に書かれている。震災後の仙台市の児童生徒の
状況を伝え，増刷をお願いしたものである。担任から
は，「大変参考になった」「安心して関わることができ
た」「自信をもって指導の方針を決めることができた」
などの感想を得た。

(2)　「発達障害児の心のケア」研修会の実施
　発達障害児への支援を担う特別支援教育指導補助
員※1と，補助員が配置されている学級担任を対象に
研修会を開催した。発達障害児への対処方法に加え，支
援者自身のメンタルヘルスも含めた内容とした。（詳細は
P43参照）

(3)　特別支援教育指導補助員・特別支援学級指導支
　　 援員※2の増員
　障害のある児童生徒が安心して学校生活を送れるよ
う，また，担任がゆとりを持ってじっくりと児童生徒
と向き合えるよう，支援体制を強化した。平成23年
度秋から，通常の学級に在籍する発達障害児に対応す
る特別支援教育指導補助員を120名から150名に，特
別支援学級に配置する特別支援学級指導支援員を30
名から倍の60名に，それぞれ増員した。これは，震災に
関連する国の緊急雇用創出事業を活用したものである。

(4)　心のケアを要する児童生徒への対応
　震災後の行動や様子に変化があった児童生徒につい
ては，担任と家庭とが密に連携して対応した。その多
くは時間の経過と共に震災前の状態に落ち着きを見せ
ていた。専門的な心のケアを要する状況にあった児童
生徒については，障害のない児童生徒と同様に，市や

各学校の心のケア推進事業のシステムにおいて専門家
が心のケアに当たるようにした。障害のある児童生徒
を別対応にするのではなく，学校全体の支援の中で行
えるようにしたことは，学校内での対応やデータ管理
が一元化でき，有効であった。特別支援学校について
は，震災後一定期間の後も行動の変化が継続していた
児童生徒がいなかったため，教員が経過観察していく
こととした。

(5)　特別支援学校での備え
　特別支援学校は指定避難所ではなかったため，震災
前は災害時用に備蓄している物資がなかった。児童生
徒の在校中に発災した場合，特別支援学校は通学区域
が広いため，保護者への引き渡しに長時間かかること
が予想される。また，慣れない環境への適応の難しさ
や車いすの使用，医療的ケアの必要性などから，指定
避難所の利用が難しい児童生徒とその家族が，学校に
とどまることも考えられる。そこで，指定避難所に準
じて，飲料水，アルファー米等の食料や毛布，発電機，
投光器等の資機材を備蓄することにした。また，ス
クールバス運行中に発災した際の一時的な避難先も，
全路線について運行経路の小中学校に確保した。

(6)　避難所での対応
　仙台市災害時要援護者避難支援プラン(H24.3)や仙
台市避難所運営マニュアル(H25.4)では，各種活動に
おいて，災害時要援護者への配慮が行われるよう調整
することが盛り込まれた。避難所運営に当たっては，
避難所内の居住スペースや共有スペースを設置する際
に，学校の職員が調整や助言を行う等，施設の活用に
関することを中心に支援を行うことになっている。現
在作業が進められている「地域版避難所運営マニュア
ル」作成の際には，障害者用トイレやプライバシー確
保のための間仕切り等の設備整備，居住区域の割り振
りや食料配布方法等の環境整備について，学区内の障
害児の状況も踏まえ具体的に検討するようにしている。

(7)　学校における障害のある児童生徒への対応の充実
　各校の防災計画等に障害のある児童生徒への対応や
配慮事項を明記するよう働き掛けると共に，新たな防
災教育の参考資料として市教委発行の冊子「平成26 
年度版仙台市の特別支援教育」に「特別な支援を要す
る児童生徒の新たな防災教育」を新たに加えた。また，
避難する際に支援を要する児童生徒につく担任以外の
教員を避難計画に明確に位置付ける，全校での避難訓
練に加え特別支援学級単独で様々な状況を想定した避
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　各地で起こった災害を教訓として支援の準備や心積もりをしていましたが，大津波を伴った

東日本大震災の災害規模は想像を超えるものでした。電話が不通となり，交通機関がマヒして

ガソリンも手に入らなくなり，水道や電気，ガスが使えないという命や食・住の土台が揺らい

でいる中では，平時に準備した対応マニュアルをそのまま実行することは至難の業です。非常

食を分け合い，徒歩や自転車で駆け回って，児童生徒の安否や学校の被災状況を確認し，支援

活動に従事できるスクールカウンセラーや専門家らとなんとか連絡をとり合いながら，その状

況・条件下で可能な緊急の支援計画を練り直す必要があります。

　仙台市では教育局が児童生徒の心のケアに関するセンターとしての役割を担いました。「教

育局」といっても，実際にその役割を担うのは係の担当者たちです。いざという時に何が必要

で何が必要でないか，誰にアクセスしてどのような支援体制をつくればよいか等について的確

に判断するためには，あらかじめ災害時の心のケアに関する知識や見識を蓄積しておく必要が

あります。また，支援体制づくりに欠かせない人的ネットワークはその場の急ごしらえでは難

しい面があり，普段から緊密な協力関係や信頼関係があるメンバーでないと十分な力を発揮す

ることができないように思います。

　震災発生の一週間後の3月19日に第一次の心のケア緊急支援チームが被災校に派遣されまし

た。震災直後の混乱の一週間の間に，人的ネットワークを活用した緊急支援計画を整えて支援

活動を起動させることができたわけです。「仙台市児童生徒の心のケア推進委員会」がスター

トしたのは四か月後の7月でした。そのときには当面の支援計画の下に各種の事業が走り出し

ていました。心のケア推進委員会ではそれらの事業を後押ししながら，平成23年度中の緊急

支援とそれ以降の中・長期的な支援計画について検討しました。震災後のこうした経緯を振り

返ってみたときに感じることは，日頃の生徒指導やスクールカウンセリング等の取組を通して

築かれた関係者間の絆（きずな）の大切さです。さらに，いざという時にすぐに動き出せる人

的ネットワークや組織的機能の基盤が，平時の取組を通してつくりあげられていたことの重要

性です。災害はたしかに突然襲ってくる非日常的な事態（非常事態）ですが，災害支援の基盤

は毎日の日常的取組の延長上にあるということです。

宮城教育大学教職大学院　教授　佐藤　静

普段の取組の延長上にある災害支援
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　政令指定都市である仙台市は，災害時に独自で迅速な被災者支援活動ができていたように感

じる。仙台市教育委員会は，災害直後から，校長，教頭，一般教員，行政職など，職種別に災

害対応の中で「児童生徒の心のケア」に関する研修会を企画している。この「職種別」という

発想は極めて重要である。集まることができる先生方を学校代表として参加させ，一般論の話

を研修会として聞かせる，または地域別に集めるなどという，従来型の研修会の枠組みを壊し

て，緊急時の大混乱の中であえて「職種」で行った判断の素晴らしさは高い評価を得るべきと

考える。

　なぜなら，それぞれの立場によって取り組む作業が異なり，目標が異なることを理解してい

ないとこのような思い切った判断ができないからである。日頃から学校の体制について理解

し，何が必要かを準備していた発想と言える。

　その後も，教育委員会の活動は，平時の学校への指導経験，さらに平時に起きる緊急対応の

実践，スクールカウンセラーとの協働，専門医療機関との連携などの充実ぶりをいかんなく発

揮していたと言える。個々の仕組みが顔の見える形でしっかりと構築されており，互いの信頼

が非常に厚く，他の自治体では容易に真似ができないと感じていた。災害に急に何かをしよう

としても動けないものだが，そのもどかしさをいっさい感じさせない強い連携があった。

　それを背景にもう一つ特筆すべきは，学校への直接支援や教育委員会の活動のノウハウを，

外部からの支援チームに頼らず自己決定して，これまで活用していた内部の資源を重視して仙

台市のアイデンティティを貫いたところである。他の地方自治体では，外部の支援チームに，

その活動の中身まで委ねた結果として大きな混乱を招いたところもある。もちろん，支援を受

けることが悪いというわけではないが，外部支援はやがて去っていくものである。中長期にか

けて，被災地が自立をしていくときに，自分たちの出口戦略を考えてまで活動している外部支

援チームは決して多くはない。

　そのことを理解し，これまで活動をしてくれていた内部の活動者に敬意を表し意見を尊重し

て，事業計画を積み重ねていった慎重さが仙台市教育委員会の特徴である。これは，政令都市

の行政モデルになると考えるので，ぜひこの取り組みを広げていくことを心から願っている。

武蔵野大学　教授　藤森和美

3年間の児童生徒の心のケアの取り組みを通して
－仙台市教育委員会の独自的取り組みについて－
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気

に
な

る
こ

と
が

あ
れ

ば
，

ど
ん

な
こ

と
で

も
話

し
て

ほ
し

い
」

と
伝

え

ま
し

ょ
う

。
 

５
 

気
に

な
る

子
供

に
は

，
で

き
る

だ
け

こ
ち

ら
か

ら
声

を
掛

け
ま

し
ょ

う
。

 

６
 

つ
ら

い
体

験
を

す
る

と
，

傷
つ

き
や

す
く

敏
感

に
な

り
ま

す
。
「

頑
張

れ
」
「

し
っ

か
り

し
ろ

」
と

い
う

言
葉

は
控

え
ま

し
ょ

う
。

 

７
 

ど
の

先
生

も
同

じ
よ

う
に

言
葉

を
か

け
た

り
，
質

問
に

こ
た

え
た

り
で

き
る

よ
う

に
準

備
し

ま
し

ょ
う

。
 

 ○
保

護
者

に
関

わ
る

際
の

留
意

点
 

１
 

ス
ト

レ
ス

反
応

は
，

誰
に

で
も

起
こ

る
現

象
で

あ
る

こ
と

，
適

切
な

対
応

に
よ

っ
て

時
間

の
経

過
と

共

に
少

し
ず

つ
軽

く
な

っ
て

い
く

こ
と

を
話

し
て

安
心

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

 

２
 

子
供

と
一

緒
に

い
る

時
間

を
多

く
す

る
と

と
も

に
，

温
か

く
接

す
る

。
低

学
年

で
は

ス
キ

ン
シ

ッ
プ

や

添
い

寝
も

必
要

な
こ

と
を

伝
え

て
く

だ
さ

い
。

 

３
 

「
お

子
さ

ん
の

こ
と

で
気

に
な

る
こ

と
は

，
ど

ん
な

こ
と

で
も

話
し

て
ほ

し
い

」
と

伝
え

ま
し

ょ
う

。
 

４
 

数
週

間
経

っ
て

も
ス

ト
レ

ス
反

応
が

回
復

せ
ず

，
日

常
的

に
支

障
が

生
じ

る
場

合
に

は
，

医
療

機
関

を

受
診

で
き

る
よ

う
に

援
助

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
エ

）
 

学
級

担
任

用
健

康
観

察
表

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

 
 

年
 

 
組

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

＊
 ほ

か
に

必
要

な
項

目
が

あ
れ

ば
随

時
追

加
す

る
 

 
調

査
項

目
 

／
 

／
 

／
 

／
 

／
 

1 
食

欲
が

な
い

 
 

 
 

 
 

2 
ぐ

っ
す

り
眠

れ
て

い
な

い
 

 
 

 
 

 

3 
お

腹
が

痛
い

こ
と

が
あ

る
 

 
 

 
 

 

4 
吐

き
気

が
す

る
こ

と
が

あ
る

 
 

 
 

 
 

5 
下

痢
を

し
て

い
る

 
 

 
 

 
 

6 
皮

膚
が

か
ゆ

い
 

 
 

 
 

 

7 
目

が
か

ゆ
い

 
 

 
 

 
 

8 
頭

が
痛

い
こ

と
が

あ
る

 
 

 
 

 
 

9 
尿

の
回

数
が

増
え

た
 

 
 

 
 

 

10
 

食
べ

過
ぎ

る
こ

と
が

よ
く

あ
る

 
 

 
 

 
 

11
 

な
ん

と
な

く
落

ち
着

か
な

い
 

 
 

 
 

 

12
 

悩
ん

で
い

る
こ

と
や

困
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

 
 

 
 

 
 

13
 

何
と

な
く

か
ら

だ
が

だ
る

い
 

 
 

 
 

 

14
 

イ
ラ

イ
ラ

し
て

攻
撃

的
で

あ
る

 
 

 
 

 
 

15
 

急
に

ふ
さ

ぎ
込

ん
で

し
ま

う
 

 
 

 
 

 

16
 

ボ
ー

ッ
と

し
て

い
る

 
 

 
 

 
 

17
 

い
つ

も
と

様
子

が
違

う
（

元
気

が
な

い
，
元

気
が

あ
り

す
ぎ

る
）

 
 

 
 

 

18
 

保
健

室
利

用
が

増
え

た
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 メ
モ
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（
オ

）
 

こ
こ

ろ
の

健
康

け
ん

こ
う

調
査

票
ち

ょ
う

さ
ひ

ょ
う

（
小

学
校

版
し

ょ
う

が
っ

こ
う

ば
ん

）
 

今
回

こ
ん

か
い

，
私わ
た
し

た
ち
に

と
っ

て
，
と

て
も

つ
ら
い

地
震

じ
し

ん

と
津

波
つ

な
み

が
起お

こ
り

，
み

ん
な

大
変

た
い

へ
ん

な
状じ
ょ
う

た
い

に
な

っ
て

い
ま

す
。
 

こ
の
地

震
じ

し
ん

の
被

害
ひ

が
い

を
受う

け
て

か
ら

の
あ

な
た

の
気

持
き

も

ち
や
様

子
よ

う
す

に
あ

て
は

ま
る

項
目

こ
う

も
く

に
○
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。
 

  学
校

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
 

組
 

 
 

番
 

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
気き

に
な

る
こ

と
が

あ
っ

た
ら

，
先

生
せ

ん
せ

い

や
大

人
お

と
な

に
相

談
そ

う
だ

ん

し
ま

し
ょ

う
 

1 
食

欲
し

ょ
く
よ

く

が
な

い
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

2 
お

腹な
か

の
調

子
ち

ょ
う

し

が
悪わ

る

い
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

3 
身

体
か

ら
だ

が
だ

る
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

4 
頭あ
た
ま

が
痛い

た

い
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

5 
地

震
じ

し
ん

の
こ

と
を

考か
ん
が

え
て

し
ま

う
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

6 
地

震
じ

し
ん

に
つ

い
て

夢ゆ
め

を
み

た
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

7 
地

震
じ

し
ん

の
こ

と
を

早は
や

く
忘わ

す

れ
て

し
ま

い
た

い
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

8 
ぐ

っ
す

り
眠ね

む

れ
な

い
，

夜
中

よ
な

か

に
何

度
な

ん
ど

も
目め

が
覚さ

め
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

9 
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
考か
ん
が

え
ら
れ

な
い
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

10
 

す
ぐ

，
か

っ
と

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

11
 

イ
ラ

イ
ラ

す
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

12
 

学
校

が
っ

こ
う

に
来く

る
の

が
や

っ
と

で
あ

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

13
 

以
前

い
ぜ

ん

よ
り

ぼ
ー

っ
と

し
て

い
る

こ
と

が
多お

お

い
。
何な

に

も
感か

ん

じ
な
い

状
態

じ
ょ
う
た

い

に
な

っ
て

し
ま

う
。
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

14
 

緊
張

き
ん
ち
ょ

う

し
て

い
て

，
ち

ょ
っ

と
し

た
こ

と
で

も
気き

に
な

る
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

15
 

気
持

き
も

ち
が
暗く

ら

く
な

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

16
 

ち
ょ

っ
と

し
た

音お
と

に
も

驚お
ど
ろ

い
て
し

ま
う
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

17
 

人ひ
と

に
自

分
じ

ぶ
ん

の
悲か

な

し
い

気
持

き
も

ち

ち
が

わ
か

っ
て

も
ら

え
な

い
感か

ん

じ
が

す
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

18
 

自
分

じ
ぶ

ん

が
悪わ

る

い
と
思お

も

っ
て

し
ま

う
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

19
 

何な
に

を
頼た

よ

り
に

し
て

い
い

か
わ

か
ら

な
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

 
（

は
い
・
い

い
え

）

20
 

こ
れ

か
ら

の
こ

と
が

心
配

し
ん

ぱ
い

で
あ

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

21
 

家
族

か
ぞ

く

と
地

震
じ

し
ん

の
話は
な
し

を
し

て
い

る
。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

（
は

い
・
い

い
え

）

今い
ま

の
気

持
き

も

ち
を
自

由
じ

ゆ
う

に
記

入
き

に
ゅ

う

し
て

く
だ

さ
い

。
絵え

を
か
い

て
も

い
い
で

す
。

 
      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
裏

面
う

ら
め

ん

も
使つ

か

っ
て

い
い

で
す

 

１
（

オ
）

 
心

の
健

康
調

査
票

（
中

学
校

版
）

 

 
今

回
，

私
た

ち
に

と
っ

て
，

と
て

も
つ

ら
い

地
震

と
津

波
が

起
こ

り
ま

し
た

。
 

 
こ

の
地

震
や

津
波

の
被

害
を

受
け

て
か

ら
の

あ
な

た
の

気
持

ち
や

様
子

に
あ

て
は

ま
る

項
目

に
○

つ
け

て
く

だ
さ

い
。 

 1 
食

欲
が

な
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
2 

お
腹

の
調

子
が

悪
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
3 

身
体

が
だ

る
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
4  

頭
が

痛
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
5 

地
震

と
津

波
の

こ
と

が
頭

か
ら

離
れ

な
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
6 

地
震

と
津

波
に

つ
い

て
夢

を
み

た
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
7 

地
震

と
津

波
の

こ
と

を
早

く
忘

れ
て

し
ま

い
た

い
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
8 

よ
く

眠
れ

な
い

，
夜

中
に

何
度

も
目

が
覚

め
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
9 

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

集
中

し
て

考
え

ら
れ

な
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い

・
い

い
え
）

 
10

 
怒

り
っ

ぽ
く

な
っ

て
い

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

11
 

イ
ラ

イ
ラ

す
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

12
 

日
常

生
活

を
す

る
の

が
や

っ
と

で
あ

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

13
 

以
前

よ
り

ぼ
ー

っ
と

し
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

何
も

感
じ

な
い

状
態

に
な

っ
て

し
ま

う
。

…
（

は
い

・
い

い
え

）
 

14
 

緊
張

し
て

い
て

，
神

経
質

に
な

っ
て

い
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

15
 

気
持

ち
が

落
ち

込
ん

で
い

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

16
 

ち
ょ

っ
と

し
た

音
に

も
驚

い
て

し
ま

う
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

17
 

人
に

自
分

の
気

持
ち

が
わ

か
っ

て
も

ら
え

な
い

感
じ

が
す

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

18
 

自
分

を
責

め
て

し
ま

う
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

19
 

人
が

信
じ

ら
れ

な
い

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

20
 

こ
れ

か
ら

の
こ

と
が

心
配

で
あ

る
。

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
（

は
い
・

い
い
え

）
 

21
 
家

族
と

地
震

や
津

波
の

話
を

し
て

い
る

。
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

（
は

い
・

い
い

え
）

 
  学

校
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 

 
組

 
 

番
 

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
気

に
な

る
こ

と
が

あ
っ

た
ら

，
先

生
や

大
人

に
相

談
し

ま
し

ょ
う

 

今
の

気
持

ち
を

自
由

に
記

入
し

て
下

さ
い

。
絵

を
描

い
て

も
い

い
で

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

裏
面

も
使

っ
て

い
い

で
す

。
 

（
オ
）　
心
の
健
康
調
査

①
小
学
校
版

②
中
学
校
版
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（
ア
）
 
平
成

24
年
度
児
童
生
徒
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
 

 １
．
調
査
の
目
的
 

東
日
本
大
震
災
・
津
波
に
よ
り
児
童
生
徒
が
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る

精
神

面
へ
の

影
響

や
，
日

常
生

活
に
お

け
る

ス

ト
レ
ス
の
状
態
を
把
握
し
，
今
後
の
支
援
や
相
談
に
つ
な
げ
る
た
め
に
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
調
査
｣を

実
施
す
る
。

 
２
．
調
査
内
容
・
実
施
方
法
  

・
支
援
対
象
校
：
災
害
後
ス
ト
レ
ス
反
応
に
関
す
る
質
問

 

（
六
郷
小
，
七
郷
小
，
荒
浜
小
，
中
野
小
，
岡
田
小
，
東
六
郷
小
，
六
郷
中
，
七
郷
中
，
高
砂
中
）

 

・
全
市
の
小
中
学
校
：
日
常
ス
ト
レ
ス
中
心
の
質
問

 

・
調
査
用
紙
に
子
ど
も
自
身
が
記
入
す
る
。

 

・
調
査
に
あ
た
っ
て
は
，
担
任
教
師
の
指
導
の
も
と
に
実
施
す
る
。

 

３
．
調
査
結
果
 

（
１
）
困
り
ご
と
・
相
談
相
手
に
つ
い
て

 

・
支
援

9
校
で
は
、
困
り
ご
と
を
挙
げ
た
児
童
生
徒
が
全
市
調
査
よ
り
も
若
干
多
か
っ
た
。

 

 
（
２
）
日
常
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

 

・
小

学
生
で
は
、

集
中
力
低
下

、
意
欲
低
下

、
睡
眠
障
害

、
体
調
不
良

を
呈
す
児
童

が
多
く
い
た

。
中
学
生
で

は
、

意

欲
低

下
、
集
中
力

低
下
、
体
調

不
良
を
呈
す

生
徒
が
多
く

い
た
。
い
ず

れ
も
支
援
校

の
方
が
，
や

や
多
い
傾
向

が
見

ら

れ
た
。

 
         

 
 

 
 

（
３
）
支
援
校
の
昨
年
度
と
の
比
較

 

・
小

学
生
で
は
、

困
り
ご
と
と

し
て
、
家
族

の
こ
と
、
家

の
こ
と
、
町

の
将
来
の
こ

と
、
な
ど
を

挙
げ
る
児
童

の
割

合

が
大
幅
に
減
少
し
、
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
が
増
加
し
て
い
た
。

 
・
中

学
生
で
は
、

勉
強
や
ク
ラ

ブ
活
動
の
こ

と
、
自
分
の

将
来
の
こ
と

、
友
だ
ち
の

こ
と
、
が
多

く
挙
げ
ら
れ

、
昨

年

よ
り
増
加
し
て
い
た
。
一
方
で
、
家
の
こ
と
、
町
の
将
来
の
こ
と
は
減
少
し
て
い
た
。

 
・
ト

ラ
ウ
マ
反
応

に
関
し
て
は

、
過
覚
醒
、

再
体
験
、
回

避
・
マ
ヒ
に

つ
い
て
は
、

サ
ポ
ー
ト
ラ

イ
ン
を
越
え

る
子

ど

も
の
割
合
は
増
え
て
い
な
か
っ
た
。
中
学
生
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
が
増
え
て
い
た
。
 

 
 

 
 

        
 

【
参
考
】

 
※

ト
ラ

ウ
マ

反
応

の
4

領
域

 
 

①
過
覚
醒
(な

か
な
か
眠
れ
な
い
,身

体
が
緊
張
し
た
り
感
覚
が
敏
感
に
な
っ
た
り
す
る
,小

さ
な
音
で
ど
き
っ
と
す
る
な
ど
) 

 

②
再
体
験
(い

や
な
夢
や
こ
わ
い
夢
を
見
る
，

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
思
い
出
し
た
く
な
い
の
に
思
い
出
し
て
し
ま
う
な
ど

) 
 

③
回
避
・
マ
ヒ
(悲

し
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
ど
う
し
て
涙
が
出
な
い
の
か
と
思
う
，
で
き
る
だ
け
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
な

ど
）
 

④
マ
イ
ナ
ス
思
考
(自

分
が
悪
か
っ
た
と
責
め
て
し
ま
う
，
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
楽
し
い
と
思
え
な
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
) 

 

※
サ

ポ
ー

ト
ラ

イ
ン

の
設

定
 

 
 

・各
領

域
に

つ
い

て
，

配
慮

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
得

点
を

サ
ポ

ー
ト

ラ
イ

ン
と

し
て

設
定

し
て

い
る

。
 

※
本
調
査
に
お
け
る
「
ハ
イ
リ
ス
ク
」
 

 
 

 
・ト

ラ
ウ

マ
反

応
の

４
領

域
す

べ
て

が
サ

ポ
ー

ト
ラ

イ
ン

に
達

し
て

い
る

場
合

と
す

る
。

 

 ４
．
考
察
と
今
後
の
取
組
 

 
支
援

9
校
で
は
，
回
復
の
傾
向
に
は
あ
る
が
，
仙
台
全
校
と
比
較
す
る
と
，
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割

合
が
多
い
の
で
，
教
職
員
に
よ
る
継
続
的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
，
精
神
科
医
や
臨
床
心

理
士
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

 

 
小
学

校
低
学
年
で

は
，
言
語
化

は
さ
れ
な
い

も
の
の
，
震

災
の
再
体
験

の
反
応
を
示

し
て
い
る
も

の
は
比
較
的

多
い
。

ま
た
，
震
災
の
影
響
を
受
け
た
暮
ら
し
が
落
ち
着
い
て
く
る
こ
と
で
，
自
分
の
こ
と
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
，
自
分
の
将
来
に
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
不
安
と
い
っ
た
特
徴
が
見
え
て
き
た
。
年
齢
に
応
じ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
今
後
も
中
長
期
に
渡
り
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
。

 

 
日
常
ス
ト
レ
ス
状
況
や
学
校
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
は
，
全
市
的
に
継
続
的
に
推
移
を
観
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
る
。
平
成

25
年
度
以
降
は
保
健
調
査
票
に
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
」
を
位
置
付
け
て
，
定
期
的
に
日
常
ス
ト
レ

ス
状
況
に
つ
い
て
継
続
的
に
確
認
す
る
な
ど
，
今
後
も
心
の
ケ
ア
の
体
制
を
整
え
て
い
く
。

 

（
中

学
生
）

（
小

学
生
）

 

2.
児
童
生
徒
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
調
査
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２
（
イ
）
 
児
童
生
徒

じ
ど

う
せ

い
と

の
心

こ
こ

ろ

と
か
ら
だ
の

健
康

け
ん

こ
う

調
査

ち
ょ

う
さ

 A
（
支
援
小
学
校
）
 

  １
．
あ
な
た
に
は
今い
ま

，
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
心

配
し

ん
ぱ

い

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

 

当あ

て
は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
，
数
字

す
う

じ

を
○ま
る

で
囲か
こ

ん
で
く
だ
さ
い
。（
い
く
つ
選え
ら

ん
で
も
よ
い
で
す
） 

１
．
 
親お
や

や
兄

弟
き

ょ
う

だ
い

な
ど
，
家
族

か
ぞ

く

の
こ
と

 

２
．
 
自
分

じ
ぶ

ん

の
健

康
け

ん
こ

う

の
こ
と

 

３
．
 
勉

強
べ

ん
き

ょ
う

や
ク
ラ
ブ

く
ら

ぶ

活
動

か
つ

ど
う

の
こ
と

 

４
．
 
友と
も

だ
ち
の
こ
と

 

５
．
 
住す

ん
で
い
る
家い
え

の
こ
と

 

６
．
 
自
分

じ
ぶ

ん

の
町ま
ち

の
将

来
し

ょ
う

ら
い

の
こ
と

 

７
．
 
自
分

じ
ぶ

ん

の
将

来
し

ょ
う

ら
い

の
こ
と

 

８
．
 
そ
の
他

 
た

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

９
．
 
特と
く

に
な
い

 

あ
な
た
が
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
，
く
わ
し
く
書か

い
て
く
だ
さ
い
。
で
も
書か

き
た
く
な
け
れ

ば
書か

か
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

 
        

２
．
あ
な
た
に
は
，
困こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
や
心

配
し

ん
ぱ

い

な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
，
相

談
そ

う
だ

ん

で
き
る
人ひ
と

は
い

ま
す
か
？

 

当あ

て
は
ま
る
人ひ
と

が
い
れ
ば
，数

字
す

う
じ

を
○ま
る

で
囲か
こ

ん
で
く
だ
さ
い
。（
い
く
つ
選え
ら

ん
で
も
よ
い
で
す
） 

１
．
 
学

校
が
っ

こ
う

の
先

生
せ

ん
せ

い

 

２
．
 
学

校
が
っ

こ
う

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

す
く

ー
る

か
う

ん
せ

ら
ー

 

３
．
 
親お
や

 

４
．
 
友と
も

だ
ち

 

５
．
 
そ
の
他た

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

６
．
 
相

談
そ
う

だ
ん

で
き
る
人ひ
と

は
い
な
い

 
 ３
．

心
こ

こ
ろ

と
か
ら
だ
の
健

康
け

ん
こ

う

か
ん
さ
つ

 

こ
の
調

査
ち

ょ
う

さ

は
，

心
こ

こ
ろ

と
か
ら
だ
の
健

康
け

ん
こ

う

を
ふ
り
か
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。
眠ね
む

り
，
イ
ラ
イ
ラ

い
ら

い
ら

，

勉
強

べ
ん

き
ょ
う

へ
の

集
中

し
ゅ

う
ち
ゅ

う

な
ど
，
自
分

じ
ぶ

ん

の
心

こ
こ

ろ

と
か
ら
だ
に
つ
い
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
大

変
た

い
へ

ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
，

心
こ

こ
ろ

と
か
ら
だ
が
い
ろ
い
ろ
変
化

へ
ん

か

し
ま
す
。
そ
れ
は
と
て
も
自
然

し
ぜ

ん

な
こ
と
で

す
。
で
も
，
そ
の
変
化

へ
ん

か

が
強つ
よ

く
つ
づ
く
と
，
毎

日
ま

い
に

ち

の
生

活
せ

い
か

つ

が
楽た
の

し
く
な
か
っ
た
り
，
安

心
あ

ん
し

ん

で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
変
化

へ
ん

か

に
は
「
こ
う
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
や
り
方か
た

が
あ
り
ま
す
。
自
分

じ
ぶ

ん

の
心

こ
こ

ろ

と
か
ら

だ
の
変
化

へ
ん

か

を
知し

っ
て
，
よ
り
よ
い
対

応
た

い
お

う

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
，
調

査
ち

ょ
う

さ

を
み
て
，
や
り
た
く
な
い

と
思お
も

っ
た
人ひ
と

は
，
む
り
に
，
や
ら
な
く
て
も
い
い
で
す
。
と
ち
ゅ
う
で
や
め
た
く
な
っ
た
ら
や
め

て
も
い
い
で
す
。
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  「
あ
の
こ

あ
て
は
ま １ ２ ３ ４

 

と
」（

6，
7

る
も
の
す
べ

．
 

20
11

年ね

．
 
そ
の
他

そ
の

（
 
 

．
 
い
ろ
い

．
 
思お
も

い

7，
9）

と
聞

べ
て
に
○ま
る

を

年ね
ん

3月が
つ

11
日に

他た

の
こ
と

 
 
 
 

い
ろ
う
か
ん

う
か
ば
な
か聞き

か
れ
て
，

を
つ
け
て
く

日に
ち

に
起お

こ
っ

（
書か

け
る
人ひ

 
 
 
 

ん
だ

 

か
っ
た

 

あ
な
た
は

く
だ
さ
い
。

っ
た
災

害
さ

い
が

い

の

人ひ
と

は
下し
た

に
書か

 
 
 
 は

何な
に

を
思お
も

い

 

の
こ
と

 

書か

い
て
ね
）

 
 
 
 い

う
か
べ
ま

  
 
 
 ま

し
た
か
？

 
 
）

 ？
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４
．
 

20
11

年ね
ん

3月が
つ

11
日に
ち

に
起お

こ
っ
た
大

震
災

だ
い
し
ん
さ
い

を
き
っ
か
け
と
し
，
学ま
な

ん
だ
こ
と
や
自
分

じ
ぶ

ん

が
成

長
せ
い
ち
ょ
う

で
き
た
と
感か
ん

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
，
そ
の
こ
と
を
書か

い
て
く
だ
さ
い
。

 
               ５
．
 
今
日

き
ょ

う

の
授

業
じ
ゅ
ぎ
ょ
う

で
思お
も

っ
た
こ
と
や
今い
ま

の
気き

も
ち
を
書か

け
る
人ひ
と

は
書か

い
て
く
だ
さ
い
。

 

絵え

を
か
い
て
も
い
い
で
す
よ
。

 
              

参
考
：
冨
永
良
喜
・
小
澤
康
司
・
高
橋
哲

(2
01

0)
：
作
成
：
岩
手
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
：
絵
：
小
川
香
織
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３
．

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

 
こ

の
調

査
は

，
心

と
身

体
の

健
康

を
ふ

り
か

え
る

た
め

の
も

の
で

す
。
眠

り
，
イ

ラ
イ

ラ
，
勉

強
へ

の
集

中
な

ど
，

自
分

の
心

と
身

体
に

つ
い

て
ふ

り
か

え
っ

て
み

ま
し

ょ
う

。
ま
た

，
大

変
な

こ
と

が
あ

っ
た

ら
，

心
と

身
体

が
色

々
変

化
し

ま
す

。
そ

れ
は

と
て

も
自

然
な

こ
と

で
す

。
で
も

，
そ

の
変

化
が

強
く

続
く

と
，

毎
日

の
生

活
が

楽
し

く
な

か
っ

た
り

，
安

心
で

き
ま

せ
ん

。
そ

の
変

化
に

は
「

こ
う

す
れ

ば
い

い
」
と

い
う

や
り

方
が

あ
り

ま
す

。
自

分
の

心
と

身
体

の
変

化
を

知
っ

て
，
よ

り
よ

い
対

処
を

し
ま

し
ょ

う
。
ま

た
，
調

査
を

み
て

，
や

り
た

く
な

い
と

思
っ

た
人

は
，
む

り
に

，
や

ら
な

く
て

も
い

い
で

す
。
途

中
で

や
め

た
く

な

っ
た

ら
，

や
め

て
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
そ

れ
で

は
，

落
ち

着
い

て
回

答
し

て
下

さ
い

。
 

  
 

こ
の

１
週

間
（

先
週

か
ら

今
日

ま
で

）
に

、
つ

ぎ
の

こ
と

が
ど

れ
く

ら
い

あ

り
ま

し
た

か
？

 
あ

て
は

ま
る

数
字

に
○

を
し

て
く

だ
さ

い
。

 

な い （
０

） 

１
・
２

日
あ る （

１
） 

3
-5

日
あ る （

２
） 

ほ
ぼ

毎
日

あ
る

（
３

）

 

1
 
な

か
な

か
，

眠
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
 
な

に
か

を
し

よ
う

と
し

て
も

，
集

中
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

3
 
む

し
ゃ

く
し

ゃ
し

た
り

，
い

ら
い

ら
し

た
り

，
か

っ
と

し
た

り
す

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 
4
 
か

ら
だ

が
緊

張
し

た
り

，
感

覚
が

び
ん

か
ん

に
な

っ
て

い
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

5
 
小

さ
な

音
や

ち
ょ

っ
と

し
た

こ
と

で
，

ど
き

っ
と

す
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

6
 
あ

の
こ

と
（

大
震

災
,
事

故
,
ほ

か
の

大
変

な
こ

と
）

が
頭

か
ら

，
離

れ
な

い

こ
と

が
あ

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

7
 
い

や
な

夢
や

，
こ

わ
い

夢
を

み
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

8
 
夜

中
に

目
が

さ
め

て
眠

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 
9
 
ち

ょ
っ

と
し

た
き

っ
か

け
で

，
思

い
出

し
た

く
な

い
の

に
，

思
い

出
し

て
し

ま
う
 

0
 

1
 

2
 

3
 

1
0 

あ
の

こ
と

を
思

い
出

し
て

，
ど

き
ど

き
し

た
り

，
苦

し
く

な
っ

た
り

す
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
1 

あ
の

こ
と

は
，

現
実

の
こ

と
・

本
当

の
こ

と
と

思
え

な
い

こ
と

が
あ

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

1
2 

悲
し

い
こ

と
が

あ
っ

た
の

に
，

ど
う

し
て

涙
が

で
な

い
の

か
な

と
思

う
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 
 

1
3 

あ
の

こ
と

は
，

で
き

る
だ

け
考

え
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 
1
4 

あ
の

こ
と

を
，

思
い

出
さ

せ
る

場
所

や
人

や
物

に
は

近
づ

か
な

い
よ

う
に

し

て
い

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

1
5 

あ
の

こ
と

に
つ

い
て

は
，

話
さ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 
 

 

２
（

ウ
）

 
児

童
生

徒
じ

ど
う

せ
い

と

の
心

こ
こ

ろ

と
か

ら
だ

の
健

康
け
ん
こ
う

調
査

ち
ょ
う
さ

 
B
（

支
援

中
学

校
）

 

 

１
．

あ
な

た
に

は
今

，
困

っ
て

い
る

こ
と

や
心

配
な

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
 

当
て

は
ま

る
も

の
が

あ
れ

ば
，

数
字

を
○

で
囲

ん
で

く
だ

さ
い

。
（

い
く

つ
選

ん
で

も
よ

い
で

す
）

 
 

１
．

 
親

や
兄

弟
な

ど
，

家
族

の
こ

と
 

２
．

 
自

分
の

健
康

の
こ

と
 

３
．

 
勉

強
や

ク
ラ

ブ
活

動
の

こ
と

 
４

．
 

友
だ

ち
の

こ
と

 
５

．
 

住
ん

で
い

る
家

の
こ

と
 

６
．

 
自

分
の

町
の

将
来

の
こ

と
 

７
．

 
自

分
の

将
来

の
こ

と
 

８
．

 
そ

の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

９
．

 
特

に
な

い
 

 あ
な

た
が

困
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
，
詳

し
く

書
い

て
く

だ
さ

い
。
で

も
書

き
た

く
な

け
れ

ば
書

か
な

く

て
も

か
ま

い
ま

せ
ん

。
 

           ２
．
あ

な
た

に
は

，
困

っ
て

い
る

こ
と

や
心

配
な

こ
と

が
あ

っ
た

と
き

に
，
相

談
で

き
る

人
は

い
ま

す
か

？
 

当
て

は
ま

る
人

が
い

れ
ば

，
数

字
を

○
で

囲
ん

で
く

だ
さ

い
。
（

い
く

つ
選

ん
で

も
よ

い
で

す
）

 
１

．
 

学
校

の
先

生
 

２
．

 
学

校
の

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

 
３

．
 

親
 

４
．

 
友

だ
ち

 
５

．
 

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
６

．
 

相
談

で
き

る
人

は
い

な
い
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「
あ

の
こ

と
」
（

6，
10

，
11

，
13

，
14

，
15

）
と

聞
か

れ
て

，
あ

な
た

は
何

を
思

い
う

か
べ

ま
し

た
か

？
 

あ
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
 

１
．

 
20

11
年

3
月

11
日

に
起

こ
っ

た
災

害
の

こ
と

 
２

．
 

そ
の

他
の

こ
と

（
書

け
る

人
は

下
に

書
い

て
ね

）
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
３

．
 

い
ろ

い
ろ

う
か

ん
だ

 
４

．
 

思
い

う
か

ば
な

か
っ

た
 

  ４
．

 
20

11
年

3
月

11
日

に
起

こ
っ

た
大

震
災

を
き

っ
か

け
と

し
て

，
学

ん
だ

こ
と

や
自

分
が

成
長

で
き

た
と

感
じ

て
い

る
こ

と
が

あ
れ

ば
，

そ
の

こ
と

を
書

い
て

く
だ

さ
い

。
 

             ５
．

 
今

日
の

授
業

で
，

気
づ

い
た

こ
と

や
今

の
気

も
ち

を
書

け
る

人
は

書
い

て
く

だ
さ

い
。

 
            

参
考
：
冨
永
良
喜
・
小
澤
康
司
・
高
橋
哲

(2
01

0)
 
 
作
成
：
岩
手
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

 

 
 
 

 
な

い

（
０

）

１
・

２

日
あ

る

（
１

）
 

3
-5

日

あ
る

（
２

）

ほ
ぼ

毎

日
あ

る

（
３

）

 

1
6
 
自

分
が

悪
い

（
悪

か
っ

た
）

と
責

め
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

1
7
 
誰

も
信

用
で

き
な

い
と

思
う

こ
と

が
あ

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

1
8
 
ど

ん
な
に

が
ん

ば
っ
て

も
意

味
が
な

い
と

思
う
こ

と
が

あ
る
 
 

0
 

1
 

2
 

3
 

1
9
 
楽

し
か

っ
た

こ
と

が
楽

し
い

と
思

え
な

い
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

2
0
 
自

分
の

気
持

ち
を

，
だ

れ
も

わ
か

っ
て

く
れ

な
い

と
思

う
こ

と
が

あ
る

0
 

1
 

2
 

3
 

 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2
1
 
頭

や
お

腹
が

痛
か

っ
た

り
，

か
ら

だ
の

調
子

が
悪

い
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
2
 
ご

飯
が

お
い

し
く

な
い

し
，

食
べ

た
く

な
い

こ
と

が
あ

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
3
 
な

に
も

や
る

気
が

し
な

い
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
4
 
授

業
や

学
習

に
集

中
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
5
 
カ

ッ
と

な
っ

て
ケ

ン
カ

し
た

り
，

乱
暴

に
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
る

0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
6
 
学

校
を

遅
刻

し
た

り
休

ん
だ

り
す

る
こ

と
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
7
 
だ

れ
か

に
話

を
き

い
て

も
ら

い
た

い
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

 
 

 
 

 
 

 

2
8
 
学

校
で

は
，

楽
し

い
こ

と
が

い
っ

ぱ
い

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

2
9
 
私

に
は

今
，

将
来

の
夢

や
目

標
が

あ
る

 
0
 

1
 

2
 

3
 

 

3
0
 
ゲ

ー
ム

，
携

帯
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
や
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

気
を
つ

け

て
い

る
 

0
 

1
 

2
 

3
 

 

3
1
 
友

だ
ち

と
遊

ん
だ

り
話

し
た

り
す

る
こ

と
が

楽
し

い
 

0
 

1
 

2
 

3
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SC
□

 
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
は

，
ハ

イ
リ

ス
ク

に
該

当
す

る
可

能
性

が
あ

る
児

童
生

徒
の

調
査

用
紙

に
目

を
通

し
，

児
童

生
徒

の
状

況
に

つ
い

て

把
握

す
る

。
 

  調
査

実
施

後
 

学 校

□
 

ハ
イ

リ
ス

ク
に

該
当

す
る

可
能

性
の

あ
る

児
童

生
徒

に
つ

い
て

は
，

校

内
ケ

ー
ス

会
議

等
で

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
協

議
し

，
適

切
な

対
応

を

行
う

。
 

 

※
1
 
 

調
査

の
目

的
「

よ
り

よ
い

学
校

生
活

を
送

る
た

め
に

，（
児

童
生

徒
）
一

人
一

人
の

心
の

健
康

状

態
を

確
認

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

る
。

 

※
２

 
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
と

相
談

し
，

必
要

に
応

じ
て

取
り

入
れ

る
。

 

 
 

 
例

）・
緊

張
し

た
り

嫌
な

こ
と

が
あ

っ
た

り
し

た
と

き
に

，
ど

ん
な

気
持

ち
に

な
る

か
，
ど

ん
な

反
応

が
表

れ
る

か
，

ま
た

ど
の

よ
う

に
対

処
し

て
い

る
か

な
ど

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
り

発
表

し
た

り
す

る
。

 

 
 

 
 

 
・

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
を

教
え

，
み

ん
な

で
や

っ
て

み
る

。
 

 
※

３
 

別
紙

資
料

を
参

照
の

上
，

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
相

談
し

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
取

り
入

れ
る

。
 

 ■
留

意
点
 

（
１

）
 調

査
の

時
間

は
，

特
別

活
動

（
学

級
活

動
）

の
一

部
を

あ
て

る
な

ど
，

学
校

の
実

状
に

合
わ

せ
て

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
調

査
実

施
後

の
子

ど
も

の
様

子
を

把
握

す
る

た
め

，
で

き
る

だ
け

午
前

中

に
設

定
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
２

）
 調

査
は

で
き

る
だ

け
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

勤
務

日
に

実
施

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
３

）
 調

査
後

に
，

気
持

ち
が

不
安

定
に

な
っ

た
児

童
生

徒
は

，
安

心
で

き
る

場
で

気
持

ち
が

落
ち

着
く

ま
で

，
担

任
や

養
護

教
諭

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

対
応

し
て

か
ら

帰
宅

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

な
お

，
保

護
者

に
も

状
況

等
の

説
明

を
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 

（
４

）
 ハ

イ
リ

ス
ク

に
該

当
す

る
可

能
性

の
あ

る
児

童
生

徒
や

要
配

慮
児

童
生

徒
の

調
査

用
紙

は
，

必
要

に
応

じ
て

コ
ピ

ー
を

保
管

し
て

も
よ

い
こ

と
と

し
ま

す
。

た
だ

し
，

コ
ピ

ー
部

数
は

1
部

と
し

，

機
密

文
書

と
し

て
学

校
で

保
管

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
，

原
本

が
学

校
に

返
却

さ
れ

た
際

は
，

コ

ピ
ー

し
た

調
査

用
紙

を
学

校
長

の
責

任
の

も
と

で
確

実
に

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
５

）
 実

施
済

調
査

用
紙

や
集

計
結

果
が

学
校

に
届

く
の

は
，

11
月

下
旬

の
予

定
で

す
。

調
査

の
結

果
を

相
談

や
支

援
に

生
か

す
た

め
，

集
計

業
者

へ
調

査
用

紙
を

提
出

す
る

前
に

児
童

生
徒

の
回

答
状

況

に
目

を
通

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
，

調
査

結
果

の
見

方
や

活
用

に
当

た
っ

て
は

，
別

紙
「

活
用

資

料
」

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
６

）
 今

後
の

対
応

に
つ

い
て

校
内

で
検

討
し

た
際

，
医

療
機

関
・

相
談

機
関

と
の

連
携

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
場

合
は

，
教

育
相

談
課

に
連

絡
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
エ

）
 

平
成

2
5
年

度
「

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

」
実

施
マ

ニ
ュ

ア
ル

 

 
心

と
か

ら
だ

の
健

康
調

査
は

10
分

～
20

分
程

度
の

分
量

(
校

種
等

に
よ

り
質

問
数

が
異

な
る

た
め

)
で

す
が

，
心

理
教

育
や

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
入

れ
な

が
ら

各
学

校
，

学
年

の
状

況
に

応
じ

て
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

 

調
査

実
施

時
間

に
つ

い
て

は
，
学

校
の

予
定

等
も

あ
る

か
と

思
い

ま
す

が
，
専

門
家

か
ら

は
「

調
査

後
，

気
持

ち
の

安
定

を
図

っ
て

か
ら

下
校

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

，
午

前
中

の
時

間
に

実
施

 

す
る

こ
と

が
望

ま
し

く
，

午
後

の
最

終
時

間
を

設
定

す
る

こ
と

は
で

き
る

だ
け

避
け

た
ほ

う
が

よ
い

」
と

の
ご

助
言

を
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
 

 

■
 

調
査

時
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

と
指

導
内

容
 

 

調
査

実
施

前
 

（
担

任
，

担
当

者
）

 

□
 

児
童

生
徒

の
出

欠
を

確
認

し
調

査
す

る
児

童
生

徒
数

を
把

握
す

る
。

 

□
 

学
級

の
児

童
生

徒
分

の
調

査
用

紙
の

枚
数

を
確

認
す

る
。

 

導
入

 

 

□
 

調
査

の
目

的
や

内
容

等
を

説
明

す
る

。
※

1 
□

 
心

理
教

育
を

す
る

。
（

必
要

に
応

じ
て

）
※

2 
□

 
リ

ラ
ク

セ
ー

シ
ョ

ン
を

す
る

。
（

必
要

に
応

じ
て

）
※

3 

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

 

 

□
 

調
査

用
紙

を
配

布
す

る
。

 

□
 

回
答

用
紙

に
学

年
，

組
，

出
席

番
号

，
名

前
を

記
入

さ
せ

る
。

性
別

に

は
○

を
つ

け
さ

せ
る

。
 

 

□
 

担
任

が
質

問
項

目
を

読
み

上
げ

な
が

ら
記

入
さ

せ
て

い
く

。
自

由
記

述

欄
の

記
入

の
時

間
は

状
況

に
合

わ
せ

て
適

宜
判

断
す

る
。

時
間

内
で

書

き
き

れ
な

い
児

童
生

徒
が

い
た

場
合

に
は

，
後

で
記

入
す

る
時

間
を

確

保
す

る
等

の
配

慮
を

す
る

。
書

き
た

く
な

い
子

に
書

か
な

く
て

も
よ

い

こ
と

を
伝

え
る

。
 

＊
子

供
た

ち
の

反
応

に
よ

く
注

意
し

な
が

ら
実

施
す

る
。

 

     調
 

  査
 

 ※
 

担 任
 

    

ま
と

め
 

 

□
 

リ
ラ

ク
セ

ー
シ

ョ
ン

を
す

る
。
（

必
要

に
応

じ
て

）
※

３
 

□
 

調
査

用
紙

を
回

収
す

る
。

記
入

内
容

が
見

え
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。
 

□
 

調
査

後
に

辛
く

な
っ

た
り

嫌
な

気
持

ち
に

な
っ

た
り

し
た

時
は

申
し

出

る
よ

う
に

声
が

け
す

る
。

体
調

や
気

分
が

悪
く

な
ら

な
く

て
も

，
相

談

し
た

い
人

は
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

や
相

談
等

が
で

き
る

こ
と

を
伝

え
る

。
 

   調
査

実
施

後
 

    

担 任

□
 

調
査

用
紙

の
枚

数
と

調
査

し
た

児
童

生
徒

数
を

照
合

す
る

。
 

□
 

調
査

用
紙

に
学

年
，

組
，

出
席

番
号

，
名

前
の

記
入

漏
れ

が
な

い
か

，

性
別

に
は

○
が

つ
い

て
い

る
か

を
確

認
す

る
。

 

□
 

調
査

用
紙

に
目

を
通

し
，

児
童

生
徒

の
回

答
状

況
を

把
握

す
る

。
 

□
 

調
査

用
紙

に
児

童
生

徒
の

ID
を

記
入

す
る

。
 

□
 

回
収

し
た

調
査

用
紙

を
学

校
担

当
者

に
提

出
す

る
。

そ
の

際
，

調
査

し

た
児

童
生

徒
数

と
欠

席
し

た
児

童
生

徒
数

，
ハ

イ
リ

ス
ク

に
該

当
す

る

可
能

性
の

あ
る

児
童

生
徒

に
つ

い
て

も
報

告
す

る
。

 

事
前

準
備

 

（
担

当
者

・
SC

・
 

担
任

・
他

）
 

□
 

調
査

用
紙

の
枚

数
確

認
 

□
 

実
施

方
法

に
つ

い
て

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

や
教

職
員

と
の

打
合

せ
 

 
 

（
実

施
の

流
れ

・
別

室
児

童
生

徒
の

対
応

な
ど

）
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（
イ

）
 

被
災

地
か

ら
の

転
入

生
の

支
援

体
制

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
（

v
e
r
.
2
）

 

 ＊
転

入
生

の
支

援
体

制
の

チ
ェ

ッ
ク

に
ご

活
用

く
だ

さ
い

 

 
項

 
 

 
 

 
目

 
チ

ェ
ッ

ク

1 
転

入
し

て
き

た
理

由
を

掌
握

し
て

い
ま

す
か

。
（

被
災

・
原

発
・

自
主

避
難

）
 

 

2 
家

族
構

成
を

把
握

し
て

い
ま

す
か

。
（

家
族

が
亡

く
な

ら
れ

て
い

る
・

家
族

が
離

散
し

て

い
る

等
）

 

 

3 
遺

児
，

孤
児

に
つ

い
て

は
，

現
在

同
居

し
て

い
る

方
と

の
関

係
は

確
認

し
て

い
ま

す
か

。

（
祖

父
母

・
叔

母
・

親
戚

・
児

童
保

護
施

設
等

）
 

 

4 
保

護
者

に
対

し
て

就
学

援
助

や
教

材
支

援
等

の
仙

台
市

の
支

援
に

つ
い

て
説

明
が

確
実

に
な

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

5 

   

転 入 時
 

今
後

の
生

活
に

つ
い

て
保

護
者

の
意

向
を

聞
い

て
い

ま
す

か
。

 
 

6 
従

前
の

学
校

か
ら

情
報

を
得

て
い

ま
す

か
。

 

（
震

災
時

の
状

況
，

家
庭

環
境

，
本

人
の

性
格

や
生

活
面

，
学

習
面

に
関

す
る

こ
と

）
 

 

7 

情 報 交 換
 

兄
弟

姉
妹

が
い

る
場

合
は

，
そ

れ
ぞ

れ
の

担
任

や
小

中
学

校
の

間
で

十
分

な
情

報
共

有
や

行
動

連
携

が
図

ら
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

8 
従

前
の

学
校

と
の

学
習

内
容

の
違

い
を

把
握

し
未

履
修

対
策

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

 
 

9 
保

護
者

に
対

し
て

，
児

童
生

徒
の

学
校

生
活

の
様

子
が

丁
寧

に
伝

え
ら

れ
て

い
ま

す
か

。
 

10
 

児
童

生
徒

の
部

活
動

の
参

加
状

況
や

放
課

後
・
休

日
等

の
生

活
に

つ
い

て
把

握
し

て
い

ま

す
か

。
 

 

11
 

文
化

や
慣

習
の

違
い

に
よ

る
混

乱
を

避
け

る
た

め
に

保
護

者
や

児
童

生
徒

に
学

校
の

行

事
や

取
組

等
に

つ
い

て
丁

寧
に

説
明

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

12
 

   

転 入 後
 

震
災

の
影

響
に

よ
り

，
Ｐ

Ｔ
Ｓ

Ｄ
等

の
疑

い
や

心
身

の
健

康
状

態
が

心
配

さ
れ

る
児

童
生

徒
に

は
，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
と

の
面

談
を

勧
め

た
り

，
相

談
機

関
や

医
療

機
関

へ

の
受

診
を

勧
め

た
り

し
て

い
ま

す
か

。
 

 

13
 

児
童

生
徒

の
心

の
ケ

ア
，

保
護

者
や

家
族

か
ら

の
相

談
体

制
が

整
え

ら
れ

て
い

ま
す

か
。

 

14
 

必
要

に
応

じ
た

関
係

機
関

と
学

校
と

の
連

携
体

制
が

で
き

て
い

ま
す

か
。
（

区
役

所
・

病

院
・

警
察

等
）

 

 

15
 

生
活

習
慣

や
文

化
，
言

葉
の

違
い

に
よ

り
，
児

童
生

徒
が

い
じ

め
に

遭
っ

た
り

，
学

校
不

適
応

を
起

こ
し

た
り

し
て

い
な

い
か

常
に

見
守

る
体

制
が

と
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 

16
 

 

学 校 体 制
 

学
校

に
お

い
て

風
評

被
害

的
な

言
動

が
発

生
し

て
い

な
い

か
指

導
と

観
察

に
よ

り
確

認

し
て

い
ま

す
か

。
 

 

 

 

３
（

ア
）

 
転

入
生

の
受

け
入

れ
時

の
対

応
図

（
v
e
r
.
1
）

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学

校
間

で
の

転
校

手
続

き
の

際
に

は
，

性
格

や
生

活
面

，
学

習
面

の
状

況

を
詳

し
く

聞
き

取
る

。
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

症
状

の
観

察
 

 
 

 
被

災
後

の
健

康
状

態
の

確
認

，
家

庭
環

境
の

変
化

等
を

聞
き

取
る

。
 

 
 

 
 

聞
き

取
り

 
 

 
 

 
Ｐ

Ｔ
Ｓ

Ｄ
等

の
症

状
の

有
無

を
確

認
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 無
し

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
校

内
で

支
援

チ
ー

ム
を

編
成

し
，
定

期
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
的

な
面

談
等

の
支

援
に

あ
た

る
。

 

  
 

 

有
り
 

 

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
利

用
，

教
育

相
談

室
，

各
種

相
談

窓
口

の
 

情
報

を
提

供
す

る
。

 

  
 

 
 
面

談
日

の
設

定
 

 
 
本

人
や

保
護

者
の

希
望

を
聞

き
，

で
き

る
だ

け
早

く
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
 

ン
セ

ラ
ー

と
の

面
談

日
を

設
定

す
る

。
 

 

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
判

断
に

迷
う

と
き

は
，

ス
ク

ー
ル

ス
ー

 

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

に
相

談
し

，
適

切
な

相
談

機
関

等
を

紹
介

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

緊
急

の
場

合
 

見
立

て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治
療

等
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
内

で
支

援
チ

ー
ム

を
編

成
し

，
定

期
的

な
面

談
等

の
支

援
に

あ
た

る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  注
）

転
入

し
て

き
た

児
童

生
徒

に
，

フ
ラ

ッ
シ

ュ
バ

ッ
ク

，
よ

く
眠

れ
な

い
，

不
安

，
緊

張
，

集
中

力
の

欠

如
等

が
あ

ら
わ

れ
て

い
る

場
合

に
は

，
学

校
は

教
育

相
談

課
に

連
絡

を
入

れ
る

。
 

 フ
ラ

ッ
シ

ュ
バ

ッ
ク

・
 

よ
く

眠
れ

な
い
・
不

安
・

緊
張
・
集

中
力

の
欠

如
等

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン

セ
ラ

ー
と

面
談

 

専
門

機
関
・
医

療
機

関
・

教
育

相
談

室
の

紹
介

 

校
内

支
援

チ
ー

ム
で

経
過

観
察

 

校
内

支
援

チ
ー

ム
で

経
過

観
察

 

保
護

者
へ

の
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
 

転
入

し
て

き
た

児
童

生
徒

 

教
育

相
談

課
嘱

託

医
と

の
面

談
 

教
育

相
談

課

に
連

絡
 

専
門

機
関
・
医

療

機
関

の
受

診
 

3.
転
入
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
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(６

) 
仙
台
市
立
中
学
校
へ
の
進
学
 

・
小
学
生
が
仙
台
市
立
中
学
校
に
入
学
す
る
際
は
，
個
人
記
録
票
を
送
付
し
，
適
切
な
対
応
や
経
過
観
察

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
引
き
継
ぎ
を
行
う
。

 

 
(７

) 
市
外
小
中
学
校
へ
の
転
出
・
私
立
学
校
へ
の
転
学
・
高
等
学
校
へ
の
進
学
 

・
各
児
童
生
徒
へ
の
心
の
ケ
ア
が
適
切
に
継
続
さ
れ
る
よ
う
，
転
出
・
進
学
先
へ
の
引
継
ぎ
を
行
う
。

 
・
個
人
記
録
票
の
引
継
ぎ
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
，
学
校
長
の
判
断
の
も
と
転
出
・
進
学
先
学
校
長
に

個
人
記
録
票
の
写
し
を
送
付
す
る
。
そ
の
際
，
適
切
な
取
扱
い
に
つ
い
て
も
依
頼
す
る
。
原
本
は
各
校

に
お
い
て
保
管
す
る
。
保
管
期
間
に
つ
い
て
は
，
小
学
生
の
場
合
は
小
学
校
卒
業
の
次
年
度
末
ま
で
，

中
学
生
の
場
合
は
中
学
校
卒
業
の
次
年
度
末
ま
で
と
す
る
。

 

 ４
 
記
録
票
を
活
用
し
た
心
の
ケ
ア
 

 (１
) 
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
 
 
（
※
記
入
例
を
参
照
）
 

・
被
災
地
域
か
ら
の
転
入
や
被
災
体
験
の
状
況
な
ど
に
よ
り
，
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
個
人

記
録
票
を
作
成
す
る
。

 
・
児
童
生
徒
の
状
況
や
支
援
の
経
過
が
分
か
る
よ
う
に
，
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
情
報
を
記
録
す
る
。

 
・
大
き
な
変
化
が
な
い
場
合
は
，
学
期
末
・
年
度
末
な
ど
に
状
況
を
記
録
す
る
。

 
・
ケ
ー
ス
会
議
等
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
際
な
ど
に
も
，
状
況
を
記
録
す
る
。

 
・
児
童
生
徒
を
多
く
の
目
で
見
守
り
，
多
面
的
に
と
ら
え
て
い
く
た
め
，
学
級
担
任
の
ほ
か
，
児
童
生
徒

の
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
職
員
（
養
護
教
諭
や
教
育
相
談
担
当
な
ど
）
も
個
人
記
録
票
の
作
成

に
関
わ
っ
て
い
く
。

  

 
(２

) 
継
続
的
な
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
 

・
個
人
記
録
票
を
活
用
し
て
，
児
童
生
徒
に
つ
い
て
の
情
報
を
教
職
員
で
共
有
す
る
。

 
・
既
存
の
校
内
委
員
会
な
ど
を
生
か
し
な
が
ら
，
管
理
職
，
学
級
担
任
，
養
護
教
諭
，
教
育
相
談
担
当
，

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
「
心
の
ケ
ア
対
策
委
員
会
（
ケ
ー
ス
会
議
）」

と
し
て
組
織
的
に
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
む
。

 
・
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
，
職
員
会
議
で
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
，
教
職
員
の
共

通
理
解
を
図
る
た
め
の
機
会
を
設
定
す
る
。

  

「
児
童
生
徒
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
状
態
に
関
す
る
個
人
記
録
票
」
に
つ
い
て
 

 １
 
目
的
 

東
日
本
大
震
災
・
津
波
に
よ
り
精
神
面
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
，
継
続
的
な
支
援

や
相
談
を
行
う
た
め
に
個
人
記
録
票
を
作
成
し
活
用
す
る
。

 

 
２
 
対
象
児
童
生
徒
 

東
日
本
大
震
災
・
津
波
に
よ
り
精
神
面
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
児
童
生
徒
や
，
医
療
・
福
祉
・
相
談
等

の
関
係
機
関
が
対
応
し
た
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
。

 

 
３
 
記
録
票
の
取
扱
い
 

「
児
童
生
徒
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
状
態
に
関
す
る
個
人
記
録
票
」（

以
下
「
個
人
記
録
票
」
と
記
載
）

は
公
簿
や
成
績
物
等
に
準
じ
，
取
扱
い
に
は
十
分
に
配
慮
す
る
。

 

 
(１

) 
保
管
期
間
 

・
原
則
と
し
て
，
当
該
児
童
生
徒
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
翌
年
度
末
ま
で
保
管
す
る
。

 

 
(２

) 
保
管
場
所
及
び
保
管
方
法
 

・
当
該
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学
校
で
，
個
人
記
録
票
を
保
管
す
る
。

 
・
紙
媒
体
と
し
て
保
管
す
る
際
は
，
金
庫
や
鍵
の
か
か
る
ロ
ッ
カ
ー
等
，
個
人
情
報
を
確
実
に
管
理
で
き

る
場
所
に
保
管
す
る
。

 
・
電
子
デ
ー
タ
は
成
績
物
等
の
管
理
に
準
じ
て
取
り
扱
う
。
個
人
情
報
の
流
失
が
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮

し
て
，

PC
や
デ
ー
タ
の
管
理
を
行
う
。

 
・
転
出
・
卒
業
の
際
は
，
紙
媒
体
に
出
力
し
，
電
子
デ
ー
タ
は
，
適
切
な
方
法
に
よ
り
確
実
に
消
去
す
る
。 

 
(３

) 
管
理
責
任
者
 

・
校
内
の
管
理
責
任
者
は
教
頭
と
し
，
情
報
の
管
理
や
引
継
ぎ
を
確
実
に
行
う
。

 

 
(４

) 
個
人
記
録
票
の
記
入

 
・
個
人
記
録
票
へ
の
記
入
は
，
担
任
・
養
護
教
諭
・
教
育
相
談
担
当
・
管
理
職
等
，
児
童
生
徒
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
教
職
員
が
，
対
象
児
童
生
徒
に
変
化
が
見
ら
れ
た
時
や
学
期
末
・
学
年
末
等
に
行
う
。

 

 
(５

) 
仙
台
市
立
小
中
学
校
へ
の
転
出
 

・
仙
台
市
立
小
中
学
校
へ
の
転
出
の
際
は
，
個
人
記
録
票
を
送
付
し
，
適
切
な
対
応
や
経
過
観
察
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
引
き
継
ぎ
を
行
う
。

 

4.
「
児
童
生
徒
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
状
態
に
関
す
る
個
人
記
録
票
」
に
つ
い
て
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児
童
生
徒
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
状
態
に
関
す
る
個
人
記
録
票
 

 

13
6 

仙
台
市
立
 
○
○
 
小
学
校

 

 
 

学
校
番
号

 

 

学
校
名

 

 

（
ふ
り
が
な
）

 
せ
ん
だ
い
 
 
い
ず
み

 
（
ふ
り
が
な
）

せ
ん
だ
い
 
 
あ
お
ば

 

児
童
生
徒
氏
名

 
仙
台
 
泉

 
男

 

○女
保
護
者
名

 
仙
台

 青
葉
 

(父
) 

震
災
時
在
籍
校

 
学
 
 
年

 
 
 
（
他
市
町
村
）
立
 
△
△
 
小
学
校
 
（
3
年
生
）
 

震
災
時
の
状
況

 
(本

人
や
家
族
の

 
状
況
・
そ
の
他

) 

・
震
災
時

(3
年
生

)は
校
舎
内
に
避
難
。
津
波
の
様
子
を
窓
か
ら
見
て
い
る
。

 
・
自
宅
は
流
失
。
家
族
は
無
事
。（

父
，
母
，
本
人
，
弟
の

4
人
家
族
）

 
・
震
災
後
は
，
家
族

4
人
で
，
母
方
の
実
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

4
年
生
進
級
時
に
仙
台
市
内
の
ア
パ
ー
ト

に
転
居
し
，
本
校
に
転
入
。

 

そ
 
の
 
他

 
(震

災
前
の
本
人

 
の
状
況
な
ど

) 

・
登
校
し
ぶ
り
は
見
ら
れ
ず
，
欠
席
も
病
欠
（
か
ぜ
等
）
の
み
で
あ
っ
た
。

 
・
休
み
時
間
は
，
仲
良
し
の
友
達
と
少
人
数
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

 
・
初
め
て
の
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
感
が
強
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

 

 ･在
籍
学
年
学
級

 
･記

入
年
月
日

 
･記

録
者
名

 

本
人
の
状
況

 
(1

)心
身
・
行
動
の
状
況
 

(2
)相

談
状
況
 

(3
)そ

の
他

 

学
校
で
の
支
援
状
況

 
(個

別
支
援

 
・
経
過
観
察
等

) 

外
部
機
関
利
用
状
況

(医
療
・
福
祉

 
 
・
相
談
機
関
等

) 
4
年
○
組
○
番
 

20
11

.6
.1

3 
(担

任
○
○
）

 
       

今
年
度

4
月
，
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
仙
台
市
へ
転
居
し
，
現
在
校
に

転
入
。

 
・
学
校
で
見
ら
れ
る
本
児
の
様
子
と
し
て
は
，
お
と
な
し
く
，
読
書
を

好
む
。
休
み
時
間
は
少
人
数
の
友
達
と
過
ご
し
て
い
る
。

 
・
転
入
後
，
登
校
し
ぶ
り
が
見
ら
れ
，
母
親
が
学
校
に
送
っ
て
き
て
い

た
。
連
休
明
け
こ
ろ
か
ら
，
近
所
に
住
む

B
子
と
一
緒
に
登
校
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

 
・
時
々
腹
痛
を
訴
え
て
，
欠
席
し
た
り
保
健
室
を
利
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
続
い
て
い
る
。
小
児
科
受
診
し
た
が
，
治
療
を
要
す
る
状
態
で
は

な
か
っ
た
。

 
・

6
月

11
日
，
避
難
訓
練
の
あ
と
，
震
災
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
泣
き

出
し
た
。
保
健
室
で
養
護
教
諭
が
対
応
し
た
。

 
・
家
庭
と
連
絡
を
取
り
合
い
，
本
児
の
学
校
・
家
庭
で
の
様
子
に
つ
い

て
情
報
共
有
し
て
い
る
。
母
は

SC
と
の
面
談
を
希
望
し
，
継
続
相
談

中
で
あ
る
。

 

経
過
観
察
中

 
（
登
校
し
ぶ
り
が
見

ら
れ
た
時
期
は
個
別

支
援
を
行
っ
て
い
た

が
，
現
在
は
登
校
状

況
に
改
善
が
見
ら
れ

て
い
る
。

SC
と
も
連

携
中
）

 
 

○
○
小
児
科

 
（
登
校
し
ぶ
り
の
時

期
に
腹
痛
で
受
診
し

ス
ト
レ
ス
と
言
わ
れ

た
。
服
薬
に
て
改
善

し
た
た
め
終
了
。）

 
     

20
11

.7
.2

0 
（
養
教
○
○
）

 
  

・
7
月
に
な
っ
て
，
腹
痛
で
保
健
室
を
訪
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。

校
内
で
見
か
け
た
際
に
も
，
明
る
い
表
情
で
手
を
振
っ
て
く
る
な
ど
，

学
校
生
活
に
な
じ
ん
で
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

経
過
観
察
中

 
（
母
と

SC
の
面
談

は
，
必
要
に
応
じ
て

行
う
予
定
。）

 

    
20

12
.3

.2
0 

(担
任
○
○
）

 
   

・
2
月

20
日
懇
談
会
後
，「

震
災
当
時
の
映
像
を
本
児
が
偶
然
目
に
し

た
こ
と
か
ら
，
最
近
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
相
談

が
母
か
ら
あ
っ
た
。
母
と

SC
の
面
談
は
し
ば
ら
く
行
っ
て
い
な
か
っ

た
が
，

3
月

6
日
か
ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
，
本
児
の
希

望
も
あ
り
，
本
児
に
つ
い
て
も

SC
と
面
談
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

初
回
面
接
は

3
月

13
日
。（

3
月
末
現
在
，

SC
の
面
談
は

2
回
実
施
。

来
年
度
も
継
予
定
）

 

個
別
支
援
実
施

 
（

SC
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

実

施
）

 
 

     

記
入
例
 

個
人

記
録

票
を

活
用

し
た

取
組

の
例

 
 

 
時

 
期

 
内

 
容

 
留

 
意

 
点

 
12

月

～
 

○
 個

人
記

録
票

の
作

成
 

・
震

災
の

影
響

が
心

配
さ

れ
る

児
童

生
徒

に
つ

い
て

，

個
人

記
録

票
を

作
成

す
る

。
 

※
個

人
記

録
票

は
，
児

童
生

徒
に

変
化

が
見

ら
れ

た
時

な
ど

，
随

時
記

録
し

て
い

く
。

 
○

 心
の

ケ
ア

対
策

委
員

会
（

ケ
ー

ス
会

議
）

の
開

催
 

 

・
児

童
生

徒
の

現
状

に
つ

い
て

情
報

を
交

換
し

，
次

年

度
へ

の
引

継
ぎ

内
容

に
つ

い
て

共
通

理
解

を
図

る
。

・
引

継
ぎ

事
項

を
個

人
記

録
票

に
記

録
す

る
。

 
※

定
期

的
な

開
催

の
ほ

か
，
必

要
に

応
じ

て
随

時
開

催

す
る

。
 

○
 個

人
記

録
票

の
記

録
 

・
１

年
間

の
変

化
や

支
援

の
状

況
等

を
記

録
す

る
。

 
・

次
年

度
も

継
続

す
る

こ
と

（
具

体
的

な
配

慮
事

項
，

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
，
関

係
機

関
と

の
連

携
等

）
を

記

録
す

る
。

 

24 年 度
  

年
度
末

 

○
 転

学
・

進
学

先
へ

の
引

継
ぎ

 
・
対

象
児

童
生

徒
へ

の
支

援
が

継
続

さ
れ

る
よ

う
，
確

実
に

引
継

ぎ
を

行
う

。
 

○
 個

人
記

録
票

の
作

成
・

記
録

 
 

・
新

入
生
・
転

入
生

な
ど

，
心

の
ケ

ア
を

要
す

る
と

考

え
ら

れ
る

児
童

生
徒

に
つ

い
て

，
個

人
記

録
票

を
作

成
す

る
。

 
・
個

人
記

録
票

の
作

成
に

あ
た

っ
て

は
，
転

入
時

に
聞

き
取

り
を

し
た

被
災

時
の

情
報

な
ど

も
記

録
す

る
。

・
保

健
調

査
票

に
目

を
通

し
，
不

眠
・
食

欲
不

振
・
体

調
不

良
等

が
な

い
か

な
ど

，
健

康
状

態
に

つ
い

て
も

把
握

し
，

個
人

記
録

票
に

記
録

す
る

。
 

○
 心

の
ケ

ア
対

策
委

員
会

（
ケ

ー

ス
会

議
）

の
開

催
 

 

・
関

係
職

員
（

管
理

職
，
担

任
，
養

護
教

諭
，
教

育
相

談
担

当
，

SC
，

そ
の

他
）

に
よ

り
，

児
童

生
徒

の

情
報

を
共

有
し

，
支

援
の

方
法

や
配

慮
事

項
に

つ
い

て
確

認
・

検
討

す
る

。
 

4
月

 
 

 

○
 職

員
会

議
等

で
の

情
報

交
換

 
（

通
年

）
 

※
職

員
会

議
等

で
の

情
報

交
換

は
，
生

徒
指

導
等

の
情

報
と

同
様

に
，

定
期

的
に

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

○
 個

人
記

録
票

の
記

録
 

・
半

年
間

の
様

子
や

支
援

の
状

況
等

を
記

録
す

る
。

 
・
転

入
生

等
，
配

慮
を

要
す

る
児

童
生

徒
の

個
人

記
録

票
を

作
成

す
る

。
 

２
学
期

 
 

○
 心

の
ケ

ア
対

策
委

員
会

（
ケ

ー

ス
会

議
）

の
開

催
 

・
児

童
生

徒
の

現
状

に
つ

い
て

情
報

を
交

換
し

，
支

援

の
方

法
や

配
慮

事
項

に
つ

い
て

確
認

・
検

討
す

る
。

○
 個

人
記

録
票

の
記

録
 

・
１

年
間

の
変

化
や

支
援

の
状

況
等

を
記

録
す

る
。

 
・
次

年
度

も
継

続
が

必
要

な
こ

と
（

具
体

的
な

配
慮

事

項
，

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
，

関
係

機
関

と
の

連
携

等
）

を
記

録
す

る
。

 
○

 心
の

ケ
ア

対
策

委
員

会
（

ケ
ー

ス
会

議
）

の
開

催
 

・
児

童
生

徒
の

現
状

に
つ

い
て

情
報

を
交

換
し

，
次

年

度
へ

の
引

継
ぎ

内
容

に
つ

い
て

共
通

理
解

を
図

る
。

・
引

継
ぎ

事
項

が
個

人
記

録
票

に
記

録
す

る
。

 

25 年 度
 

                    

年
度
末

 
 

○
 転

学
・

進
学

先
へ

の
引

継
ぎ

 
・
対

象
児

童
生

徒
へ

の
支

援
が

継
続

さ
れ

る
よ

う
，
確

実
に

引
継

ぎ
を

行
う

。
 

 
※

26
年

度
以

降
も

，
継

続
的

な
心

の
ケ

ア
を

実
施

し
て

い
く

。
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   ●
 
年
度
初
め
の
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
心
と
か
ら
だ
の
状
態
を
把
握
す
る
。

 

●
 

本
人

の
話

を
聴

く
機

会
を

持
つ

な
ど

，
児

童
生

徒
の

状
況

に
応

じ
た

指
導

や
支

援
を

行
う

。
 

 
 

2『
頭
や
お
腹
が
痛
か
っ
た
り
・
・
・
』
に
チ
ェ
ッ
ク

 

 
健

康
診

断
時

で
の

状
態

の
確

認
や

養
護

教
諭

や
学

校
医

に
よ

る
健

康
相

談
を

行
う

。
 

7『
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
・
・
・
』
，

8『
だ
れ
か
に
話
を
・
・
・
』
に
チ
ェ
ッ
ク

 

 
担
任
と
本
人
と
の
教
育
相
談
な
ど
，
具
体
的
な
働
き
掛
け
を
行
う
。

 

●
 
児
童
生
徒
の
問
題
解
決
の
た
め
の
資
料
と
す
る
。（

校
内
ケ
ー
ス
会
議
等
で
の
活
用
な
ど
）

 

●
 

9
年
間
毎
年
調
査
を
行
う
こ
と
で
，
個
別
の
推
移
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
継
続
的
に
支
 

援
・
指
導
等
を
行
う
。

 

●
 
ク
ラ
ス
や
学
年
の
全
体
像
を
捉
え
る
資
料
と
す
る
。

 

 
   

 ●
 

情
報

の
共

有
，

情
報

の
整

理
 

 
 

 
 

 
 

 
・

教
育

相
談

担
当

，
生

徒
指

導
担

当
，

養
護

教
諭

，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

 
 

 
 

 
 

 
●

 
校

内
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
支

援
 

 
 

 
 

 
 

 
・

課
題

の
整

理
・

支
援

方
法

の
検

討
・

役
割

分
担

・
具

体
的

な
支

援
 

 
 

 
 

 
 

 
・

構
成

メ
ン

バ
ー

（
例

）
 

 
教

頭
，
主

幹
教

諭
，
学

年
主

任
，
担

任
，
養

護
教

諭
，
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ
ー

 
 

 
 

 
 

 
●

 
専

門
家

か
ら

な
る

「
心

の
ケ

ア
支

援
チ

ー
ム

」
の

派
遣

（
教

育
相

談
課

へ
連

絡
）

 
●

 
関

係
機

関
と

の
連

携
 

 
 

 
 

 
 

●
 

児
童

生
徒

の
心

と
か

ら
だ

の
健

康
状

態
に

関
す

る
「

個
人

記
録

票
」

の
活

用
 

※
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
「

見
て

分
か

る
 

震
災

後
の

児
童

生
徒

の
心

の
ケ

ア
と

対
応

」
参

照
 

 
  

 ●
 

金
庫

や
施

錠
で

き
る

戸
棚

等
に

保
管

し
，
紛

失
等

が
な

い
よ

う
取

扱
い

に
は

注
意

す
る
。
 

●
 

小
学

校
卒

業
時

は
，

全
児

童
の

「
心

と
か

ら
だ

の
健

康
調

査
票

」
を

中
学

校
へ

引
き

継

ぐ
。

中
学

校
卒

業
時

は
，

１
年

間
保

管
後

，
破

棄
す

る
。

 
※

 
た

だ
し

，
生

徒
の

状
況

に
よ

っ
て

高
等

学
校

へ
の

引
継

ぎ
が

必
要

な
場

合
は

，
校
長

の
判

断
に

よ
り

行
う

。
 

●
 

原
本

で
保

管
し

，
複

製
し

な
い

。
 

学
校

組
織

を
生

か
し

た
心

の
ケ

ア
 

「
心

と
か

ら
だ

の
健

康
調

査
票

」
の

保
管

等

児
童

生
徒

へ
の

対
応

（
教

育
相

談
・

健
康

相
談

）
・

資
料

の
活

用
 

 

仙
台

市
教

育
委

員
会

 
 

 
健

康
教

育
課

保
健

体
育

係
 

Ｔ
Ｅ

Ｌ
２

１
４

－
８

８
８

２
 

教
育

相
談

課
教

育
相

談
班

 
Ｔ

Ｅ
Ｌ

２
１

４
－

０
０

０
４

 

（
ア

）
 
「

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

票
」

実
施

方
法

・
活

用
例

（
フ

ロ
ー

図
）

 

学
校

用
参

考
資

料
(v

e
r.
３

) 

   
●

 
「

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

票
」

を
定

期
健

康
診

断
時

の
「

保
健

調
査

票
」

と
と

も
に

 
配

布
・

回
収

す
る

。
 

 
 

 
・

回
収

時
，

封
筒

を
使

用
し

て
も

よ
い

。
 

・
提

出
期

限
に

間
に

合
わ

な
い

児
童

生
徒

に
つ

い
て

は
時

間
を

か
け

て
回

収
す

る
。

 
   

 ●
 

学
級

担
任

は
，

回
収

し
た

児
童

生
徒

の
記

入
状

況
を

確
認

す
る

。
 

・
未

記
入

者
や

記
入

漏
れ

に
つ

い
て

は
，

学
級

担
任

が
本

人
に

確
認

を
し

て
，

保
護

者
に

代
わ

っ
て

記
入

し
て

も
よ

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

・
長

期
欠

席
者

に
つ

い
て

は
，

可
能

で
あ

れ
ば

調
査

を
す

る
。

 
    

 
 

 
 

 
 ●

 
学

級
担

任
は

，
お

お
よ

そ
下

記
の

よ
う

な
目

安
で

配
慮

を
要

す
る

児
童

生
徒

を
把

握
す

る
。

特
に

○
や

◎
の

記
入

が
多

い
児

童
生

徒
に

つ
い

て
は

点
数

の
確

認
を

行
う

。
 

・
◎

の
数

が
お

お
よ

そ
3～

4
以

上
あ

れ
ば

確
認

の
目

安
と

な
る

。
 

・
調

査
項

目
1～

8
と

調
査

項
目

9～
12

は
，

点
数

の
高

低
の

意
味

が
逆

に
な

る
。

 
(1

)調
査

項
目

1～
8 

【
日

常
ス

ト
レ

ス
】

 
◎

（
3
点

）
○

（
2
点

）
△

（
1
点

）
斜

線
（

0
点

）
 

・
24

点
満

点
で

9
点

～
11

点
以

上
は

ス
ト

レ
ス

が
高

い
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

 
※

平
成

24
年

度
「

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

」
結

果
よ

り
，
中

学
生

(
24

点
満

点
)

で
，
全

体
の

上
位

約
10

％
は

9
点

以
上

で
あ

り
，
全

体
の

上
位

約
5％

は
11

点

以
上

だ
っ

た
こ

と
か

ら
，

9～
11

点
を

目
安

と
し

て
い

る
。

 

(2
)調

査
項

目
9～

12
 

【
健

康
的

な
面

】
 

 
◎

（
3
点

）
○

（
2
点

）
△

（
1
点

）
斜

線
（

0
点

）
 

 
 

 
 

 
 

●
 

日
常

ス
ト

レ
ス

が
高

く
，
健

康
的

な
面

で
の

得
点

が
低

い
児

童
生

徒
に

は
，
配

慮
す

る
。

 
 

・
数

値
は
あ

く
ま

で
も
参

考
程

度
と
考

え
，

一
律
に

判
断

す
る
の

で
は

な
く
，

児
童

生
徒

の
状

況
を

総
合

的
に

判
断

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

●
 

自
由

記
述

欄
に

つ
い

て
 

・
保

護
者

が
記

載
し

た
内

容
か

ら
対

応
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 

4
月

上
旬

 

「
心

と
か

ら
だ

の
健

康
調

査
票

」
配

布
・

回
収

4
月

中
旬

～
5

月
 

「
心

と
か

ら
だ

の
健

康
調

査
票

」
か

ら
配

慮
を

要
す

る
児

童
生

徒
の

確
認

 

4
月

中
旬

～
 

「
心

と
か

ら
だ

の
健

康
調

査
票

」
の

確
認

 

5.
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
調
査
票
」
に
つ
い
て

（
ア
）
実
施
方
法
・
活
用
例
（
フ
ロ
ー
図
）
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小
小

小
小

小
小

中
中

中

1
2

3
4

5
6

1
2

3

学 級

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

 ご
は

ん
を

お
い

し
く

感
じ

な
い

こ
と

や
，食

べ
た

く
な

い
こ

と
が

あ
る

 な
に

も
や

る
気

が
し

な
い

こ
と

が
あ

る

 カ
ッ

と
な

っ
て

け
ん

か
を

し
た

り
，乱

暴
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る

 勉
強

に
集

中
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

【１
～

８
の

項
目

】◎
や

○
が

つ
い

た
項

目
に

つ
い

て
は

，お
子

さ
ん

の
話

を
ゆ

っ
く

り
聞

く
な

ど
の

ご
配

慮
を

お
願

い
し

ま
す

。

ま
た

，記
号

の
数

に
か

か
わ

ら
ず

お
子

さ
ん

の
様

子
が

心
配

な
時

に
は

，学
校

ま
で

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

さ
ん

の
様

子
を

見
守

っ
て

あ
げ

て
く

だ
さ

い
。

【９
～

１２
の

項
目

】 
◎

や
○

が
多

い
時

は
，気

持
ち

が
前

向
き

で
学

校
生

活
を

楽
し

く
送

っ
て

い
る

よ
う

で
す

。引
き

続
き

，お
子

　 心 と か ら だ に つ い て

 か
ら

見
た

お
子

さ
ん

の
心

と
か

ら
だ

の
状

態
に

つ
い

て
，

回
答

で
き

る
範

囲
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

将
来

の
夢

や
目

標
が

あ
る

 な
か

な
か

眠
れ

な
い

こ
と

が
あ

る

ゲ
ー

ム
，携

帯
，イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
な

ど
は

，や
り

す
ぎ

な
い

よ
う

に
気

を
つ

け
て

い
る

だ
れ

か
に

話
を

聞
い

て
も

ら
い

た
い

と
思

う
こ

と
が

あ
る

質
問

９
～

１
２

を
記

入
し

て
み

ま
し

ょ
う

　
 な

い
…

╲
 斜

線
　

  
少

し
あ

る
…

△
　

　
か

な
り

あ
る

…
○

  
　

ひ
じ

ょ
う

に
あ

る
…

◎
　

 友
達

と
遊

ん
だ

り
話

し
た

り
す

る
こ

と
が

楽
し

い 学
校

に
行

き
た

く
な

い
と

思
う

こ
と

が
あ

る

 学
校

で
は

楽
し

い
こ

と
が

あ
る

氏
　

名

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

小
学

校

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
中

学
校

学 年
　こ

の
一

週
間

の
お

子
さ

ん
の

様
子

で
，

次
の

こ
と

が
ど

れ
く

ら
い

あ
り

ま
し

た
か

？
あ

て
は

ま
る

記
号

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

　
・

お
子

さ
ん

の
日

常
ス

ト
レ

ス
な

ど
，

心
と

か
ら

だ
の

状
態

に
つ

い
て

の
質

問
項

目
で

す
。

 頭
や

お
腹

が
痛

か
っ

た
り

，か
ら

だ
の

調
子

が
悪

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る

年
度

小
学

校
入

学

な
い

…
 ╲

 斜
線

  
 少

し
あ

る
(週

に
１

・
２

日
)…

△
  
 か

な
り

あ
る

(週
に

３
～

５
日

)…
○

  
 ひ

じ
ょ

う
に

あ
る

(ほ
ぼ

毎
日

)…
◎

　
　

　

学
校

名

　
・

学
校

生
活

や
友

達
な

ど
に

つ
い

て
，

お
子

さ
ん

と
ゆ

っ
く

り
話

し
合

う
時

間
を

も
ち

，
保

護
者

の
方

７ 　 日 常 の 健 康 状 態 に つ い て

（
イ

）
　

心
と

か
ら

だ
の

健
康

調
査

票

記
入

日
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
記

入
日

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

記
入

日
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
記

入
日

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

記
入

日
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
記

入
日

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

 ・
記

入
さ

れ
た

こ
と

は
，学

級
担

任
が

確
認

し
ま

す
。保

護
者

の
方

が
必

要
な

時
は

，相
談

に
応

じ
ま

す
の

で

  
お

知
ら

せ
く

だ
さ

い
。ま

た
，心

配
な

お
子

さ
ん

に
つ

い
て

は
，ご

連
絡

を
さ

せ
て

い
た

だ
く

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 ・
お

子
さ

ん
の

心
や

か
ら

だ
の

こ
と

で
何

か
気

に
な

る
こ

と
や

心
配

な
こ

と
が

あ
れ

ば
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

  
特

に
心

配
な

こ
と

が
な

け
れ

ば
記

入
の

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。

氏
名

心
と
か

ら
だ
の

健
康

調
査

票

保
護

者
の

方
へ
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索　引

参考引用文献・資料
●文部科学省「子どもの心のケアのために－災害や事件・事故発生を中心に－」（平成22年7月）
●文部科学省「子どものこころのケアのために－ＰＴＳＤの理解とその予防－」（平成18年3月）
●文部科学省「教職員のために子どもの健康観察の方法と問題への対応」(平成21年3月)
●国立特別支援教育総合研究所「震災後の子どもたちを支える教師のためのハンドブック－発達障害のある子ど
もへの対応を中心に－」（平成23年４月）
●兵庫県教育委員会「災害を受けた子どもたちの心の理解とケア－指導資料－」（平成8年3月）
●兵庫県教育委員会「災害を受けた子どもたちの心の理解とケア」（平成23年3月）
●仙台市教育委員会「心のケア緊急支援マニュアル」（平成21年7月）
●仙台市教育委員会「心のケア緊急支援マニュアル〈自然災害編〉」（平成2５年３月）
●仙台市教育委員会「見て分かる　震災後の児童生徒の心のケアと対応」（平成2５年３月）
●日本自閉症協会「自閉症の人たちのための防災・支援ハンドブック」（平成24年3月）
●日本学校心理士会「震災に関する子どもや学校のサポート」（平成23年6月）
●藤森立男・藤森和美 著「教職員と保護者が知っておきたい～災害を体験した子どもたちの心のケア～」（平成
23年3月）
●東日本大震災心理支援センター　髙橋哲　研修会資料「仙台市児童生徒の心のケア」
●仙台市生徒指導問題等懇談会報告書「震災後における生徒指導のあり方～学校の課題と対応～」（平成24年3月）

あ・か
学生ボランティア派遣…………………………………18
学級担任用健康観察表…………………………………55
学校再開…………………………………………………16
教育相談課ホームページ………………………………21
緊急支援対象校（支援対象校）………………６・９・35
緊急スクールカウンセラー派遣………………………３3
校舎使用不可の学校の状況…………………………… 7
心とからだの健康調査…………………………………44
心とからだの健康調査実施マニュアル…………４5・６3
心とからだの健康調査票（保健調査票）…………４5・６8
心のケア推進事業体系図………………………………14
心のケア緊急支援計画…………………………………10
心のケア緊急支援チーム………………………………３5
心のケア緊急支援チーム第1次派遣…………………… 9
心のケア緊急支援マニュアル……………………20・６9
心のケア研修会…………………………………………３8
心のケア推進委員会……………………………………２5
心のケア支援チーム派遣………………………………３6
心のケアの考え方………………………………………５
心のケアハンドブック…………………………………20
心のケア３つの視点……………………………………14
心の健康調査………………………………………８・56
個人記録票………………………………20・４6・65〜６7

さ
児童生徒の健康状態調査………………………………４4
震災直後の学校と市教育委員会の主な対応…………８
心身の健康状態が心配される児童生徒数……………４4

精神科医派遣……………………………………………３５
スクールカウンセラーの取組…………１1・１8・２1・２3
スクールカウンセラーの追加配置……………………34

た
他都市等からの派遣職員の支援………………………12
中長期の課題……………………………………………２2
転入生への対応…………………………………………１7
転入生の受け入れ時の対応図……………………17・64
転入生受入れ時支援体制チェックシート……………64
特別支援学級・学校の児童生徒の状況………………47
特別支援学級指導支援員………………………………50
特別支援教育指導補助員………………………………50

な・は
発達障害のある児童生徒の状況………………………４7
阪神・淡路大震災の報告………………………………５
東日本大震災の発生……………………………………６
被災状況…………………………………………………６
被災地からの児童生徒の受け入れ状況………………２3
平成24年度児童生徒の心とからだの健康調査結果……５7
復興ソング「希望の道」……………………………表紙裏
復興ソング「仲間とともに」……………………裏表紙裏
故郷（ふるさと）復興プロジェクト…………裏表紙裏

ま・や・ら・わ
面談者用記録用紙（第1次派遣）… ……………………５4




